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4. 施術 の 過誤 と , その 処 斗 PCKYYC YYYYYYTY す の iT14 


灸 着 が 化 肛 し た 場合 の 処置 漆 … や ir 
笑 着 の 化 臓 を 防止 する 旋法 


鍼灸 施術 に 共通 する 諸 条 件 


施術 者 と し て 必要 な 条件 


施術 所 と し て 必要 な 条件 


と 


第 1 節 鍼 施術 の 意義 


鍼 施術 は , 一 定 の 方 式 に より , 「 鍼 ] を 用 いて 体 表 よ り 接 触 
器械 交 刺 激 を 生体 に 肥 
矯正 し , また は 疾病 治療 に 寄与 する 方 法 で あっ て , 保健 , 疾病 予防 , 治療 
に 広く 応用 する 施術 で ある (《5 


定 の 生体 反応 を 起 し て , 生体 の 示す 変調 を 


この 施術 は , 焦 施 術 , あん 


い 歴 史 と 伝統 の 中 に 発展 し 洋 絢 得 の 随 証 , 経験 施術 な 
た が っ て その 発展 過程 か ら , 鍼 施術 に は , 東洋 的 な 健康 観 , 3 
と に し た 補 (興奮 ), 党 (制止 ) の 概念 が 強く 浮 膨 りさ れ て いる 。 

ナ る 健康 , 疾病 の 概念 は , 臓 夫 肝 の 機能 


常 な 営み を 主体 と し て , 全身 に 勢力 循環 系 を 配 し , この 循環 系 の 栄 衛 


元 来 , 東洋 医術 ( 六 法 ) ( 


の 正 


E 病 の 基 


で ある と 人 解 し て いる の で ぁ る る 。 吉 


三 気 の 流 注 の 過 , 不足 が 


い 意味 に お ける 体液 病理 学説 で ある 。 す な わ ち 「 光 天 の 原 気 」 人 間 生 れ 


ド 丹 田 , 雅 導 の 動 気 一 一 に 発する 栄 , 衛 , 


後天 の 原 気 (所 然 暴 の エネ ルギー, 天地 閣 の 宗 気 ) 


を , 三 位 源 の 意 ) より 取入れ , 全身 を 符 環 し て 臓 六 肛 を 滋 補 


する こと に よっ て , 人 の 健康 は 保 た れる と いう 。 こ の 栄 衛 三 気 が 僅か に 
溜 吐 す れ ば 疾病 と な り , 閉塞 すれ ば 死 と な る 。 こ の 栄 箱 二 気 の 流 注 経絡 が 
手足 の 三 陰 , 三 陽 の 経絡 で あり , この 三 陰 三 陽 経 が , 
科す る 。 こ の 十 二 経 の 陽 分 の 海 が 落 脈 で あり , 陰 分 の 浴 
(前 に 任じ , 後に す )。 全身 の 気 血 が 流 滋 す る 時 は , 気 血 は 


は 衝 脈 に 集まる 。 十 二 経 の 気 血 が 不 ょ 


笑 um 流 注 の 調節 


上 辻 , 二 脈 を 奇 経 入 陽 矯 脈 , 陰 矯 脈 , 帯 脈 , 衝 有 , 
任 脈 , より 抜粋 し て 十 四 経 と し た の で ある 。 


けい らく 


St25Sh 五 須 六 有 剛 , 経絡 の 病変 を 


孝 証 ( 重 証 ). 経絡 の 病 証 


( 禁 証 ) と し て 反 握 し ( 十 四 経 動 生 病 ), 下 騰 六 騰 を 候 が い , 交 碑 。 任 克 


の 流れ , 巨 里 の 動 〈 心 捜 動 , 腹 大 動脈 の 提 動 ) : 十 加 % れ 
に 洛 天 夫 の 一 七 : を 無 ※ 8 各 経 の を 加 因 品 床 】 墓 究 , 絡 


穴 , 天 行 究 《 電 , 栄 , 公 , 経 , 合 穴 ) を 認め , 


の 施術 を 加え て いく の で ある 。 
吉 流 鍼 施術 は , この 奏 カ 循環 系 を 基 
血 の 動静 を 候 が い 補 治 療 を 行う 。 診 欠 
る 。 補 , 党 と いう 東洋 医術 に お ける 症 
っ て , 「 剃 入 」 と いう 方 式 だ け で な く , 摩擦 , 圧迫 , 反 把 , 切開 , 薄 血 , 
排 濃 , 排 液 等 , 種々 の 手技 方 活 を 用 いて いる 。 こ の 目的 に 使用 きれ た の が 
「 九 鍼 ]」 で ある 。 

また 鍼 刺激 に よる 生体 反応 の 指 


『 則 の 刺激 を 与え る に あ た 


こつ いて は , 有 動 の 変化 と , 特殊 感 芝 
刺 
激 の 強 さ , 作用 時 間 , 量 を 経験 的 に 処方 し , 効果 的 な 生体 反応 を 起 し て , 
この こと は 鍼 刺激 の 生体 作用 機転 が , 
的 刺激 と し て , 生体 に 影響 し , 特 環 系 
を 調整 する こと を 実証 する も の で ある 。 現に た 鍼 施術 
な 精神 的 な 刺 体 の 内 外 か らく る 肉体 的 な 苦痛 か 
や, 符 環 系 の 病 体 反 応 - 一 一 疲労 , 供 介 , 神経 過敏 , 頭 
月 こり , は きけ , 眼 の 疲労 , 不眠 , 便秘 , 食欲 不振 と 
いっ た 不快 感 や , 内 因 性 の 慢性 諸 病 リウ マチ , 神経 痛 , 高血圧 症 等 
こ た い し , 特に めざまし い 治 療 効果 を あげ , 施術 者 は 国民 大 衆 か ら 親 


所 きき 記 と 当 ヒ ルン トド ドー レン に 
虚 証 , 実証 に 応じ て , その 都 


や , 神経 , 筋 系 の 


し まれ , 他 の 医療 関係 者 や 保健 衛生 技術 者 に , 国民 保健 の 一 連 


施術 の 成績 を あげ て いる 。- 上 述 の 一 連 の 病 体 反応 こそ , 東洋 


人 概念 一 一 証 一 一 を 構成 する 個々 の 症状 で あ ! 


セリ テ 症 候 群 , 間 騰 症候 群 


と 4 


E。 医師 )。 


7. 経穴 を 目標 に し て , 皮下 に 深く 鍼 を 刺し 入れ , 深部 体 
する と 同時 凍っ 


朋 医師 )。 


組織 を 器械 的 に 刺激 
る 療法 ( 藤 田 六 


8. 鍼 (小児 舌 次 血 鍼 を 含ま ず ) を 用 いて 皮 内 , 皮下 組織 に 刺 入 し , この 刺 基 
が , これ を 特定 の 関係 の ある 内 臓 に 依り , この 機能 を 良好 に する 治療 法 ( 工 謙 
訓 正 , 医師 ) 

9. 組織 の 内 部 に 於 て , 「 経 容 」 を 針 を 以 て 東 滅 する 感覚 的 東 泊 療法 。 ( ビ 条 基 
正 , 医師 ) 

10. 九 鍼 3 「5 より 10 まで の 定義 は , 聞 

人 スト 放 よ り 交 
と は 疾病 治療 の 目的 を ちっ て 人 の 身体 の 一 定点 (経穴 ) に , は り を 刺し 
て 間 衣 を 加 0 (厚生 省 医 務 局 医事 課 編 , 厚生 大 攻 指 
定 講習 会 教本 医事 関係 法規 )( 昭 和 31 年 )。 


第 2 節 鍼 , 鍼 管 の 材質 


1. 鍼 の 形 と 材質 


は り の 材料 は , 金 , 銀 , 鉄 , 


上 の 


サン プラ 等 種々 あり 。 


で , 刺し 易い 。 金 は 補 す る に よく , 銀 は 混 す る に よ 
いる 。 

鉄 は 鋭利 で 材質 $ 固 く , 切れ 味 も よく 使用 し 易い 
い 難 点 が ある 。 サ ンプ ラ は 安価 で さび に くい が , や 


め 送 


1 三 昌 3 
到 思 


4 通 に 用 いら れ て いる の は , 銀 で ある 。 
吉 法 鍼 施術 は , 九 鍼 を 用 いた が , 現 和 
は 1 1 6 
寸 等 が あり , 般 に 
番号 は 1 番 か ら 10 番 まで あり , 普通 一 般 に 用 いら 
ら 5 番 の 太 さ の 革 鍼 で ある 。 太 さ は 製作 所 に 


の 通 り で あ る 。 


『 鐵 施術 は 


て 
ガッ 


5 


普通 


ーー 
まう か: と 2SG の 
〆 て で 
2 ガッ 


用 いら れる の は 寸 3, 寸 6 


と 種類 


, 銀 が その 質 柔 軟 


いと ゃ いい 伝え られ て 


が , 折れ 易く , さび 易 
や 腰 が 玉 く 昌 9 易い 。 


を 用 いる 。 
2 寸 。 2 寸 5 分 , 
の 長 さ で ある 。 


3 番 か 


多少 の 差 は ある が , 青 1 


3 


れ て いる の は , 


6 


1 番 3.17 mm 位 
KN 2 番 CN 0. 185mm 位 8 

3 3 番 ー 0.20 mm 位 

4 番 0. 22 mm 位 
Ve 5 ミ 10. 29K Bi OM 
6 6 EE 番 ERO 0.260mm 位 2 
2 PP 1 番 0.28 mm 位 上 
谷 8 秋 ES 0. 30 mm 位 2 

9 番 に 0.31 jmm 位 EN 


点 状 
の 九 鍼 の 一 


0.22mm, 6 番 


10 番 , 


0. 45mm で 


D 


鍼 泌 の 3 


0.33 mm 位 


7 っ 8 番 , 0.253mmm, 


コ 


1 


を 目的 と する 鍵 


皮 内 に と 。 


放 式 が ある が , 現 行 施 


相当 の ・ 


(は 。 


科 製 の 鍼 の 


y( に 与え る 目的 で 


4 5 番 


0. 44mm、 


馬 で 最 や 広 


2】 
く 用 いら れる の が 管 鍼 活 で ある 。 管 鍼 法 は 必ず 鍼 管 を 使用 する 。 以下 鍼 管 
に つい て 述べ る こと に する 。 
2. 鍼 管 の 形 と 材質 
に は 長 さ と , 外形 の 作り の 相違 に よっ て 寸 3, 寸 6, 2 寸 , 3 寸 な 
ど が ある 。 そ れ ら は , それ ぞ れ 寸 3 の 鍼 , 寸 6 の 鍼 な どの 鍼 柄 と 鍼 突 まで 
の 長 さ の 全長 より も , 1 分 5 屋 短 か い の が 十 法 の 規格 に 
る が , 現今 市 販 の 銀 


っ て いる の で あ 


管 は 2 >3 分 , 時 と し て は , 4 て 5 分 ゃ や 短 か い ゃ の が 


あ る 。 
これ は 弾 入 や 刺 鍼 手技 に 関係 の ある こと で ある か ら , で きれ ば 古流 の 有 規 


格 通り が 望ま し い 。 


(六角 形 , 八角 形 


$ ゃ 苦 は 流派 Ce に 5G 美 3 だ も の で ある 5 


で 測る ) で ある が , 穫 山 真 伝 流 の ある も の は 4 分 以上 の 厚 さ を も っ た や ゃ の 
ふ あ る 。 こ れ ら は 鍼 の 運用 に 関係 する の で あっ て , その 重厚 味 を 必要 と し 


た だ たから で あ る 。 和 減 


法 を 行なう に 際 ! 


肉 の 厚い も ゃ の が 運用 に 便利 で あり , 技術 
斉 位 の 厚 さ より な いも の も ある が , これ も また 技術 を 行う 必要 上 用 いら れ 
た も の で ある 。 こ の よう な 


り 鍼 管 は , その 内 人 筒 が 必ず 鍼 本 


ESOU0SG さき CV い 7 こ も の で あ る 。 弾 入 に と 際 し 球 痛 


ある 。 
材質 は 著 は 銀 , 金 が 用 いら れ た が , 現今 で は 銀 を 用 うる や 6 


こぅ 多 く は 洋 銀 , 


Nml 


チリ 
銀 ま た は クロ ム め っ き し た や ゃ の が 多く 市 販 さ れ て いる 。 


日 本 の 鍼 管 は 上 下 の 別 が な い が , フラ ンス , ドイ ツ 


る 。 こ れ は 日 本 の よう に 鍼 を 手 入 せ ず に , 鍼 失 か ら 鍼 管 に 拓 入 する か ら で 


ある 。 こ の こと は , 国柄 と 技術 の 相違 を 意味 する ふも の と 思う 。 


鍼 管 の 改良 型 と 見 る べき ふも の に ぎ ぎ と いう や ゃ も の が ある 。 これ は あま 


で は 使用 さき されない よう で ある が , 鍼 管 に 螺旋 が つい て いて , 寸 3 の 


ト 
* 


ヨ ヨ 在 (に 


使え る よう に 長短 


伸 縮 で きる よう に し た 鍼 管 で ある 。 経 拓 的 の よう で ある が , 螺旋 の つく り 


が 正確 で な いも の が 多く , どう ゃ 鍼 柄 が 鍼 管 筒 内 で ひっ か か っ て , 刺 鍼 手 
投 の 運用 に 差 変 える こと が 多い 欠点 が ある 。 


第 3 節 刺 鍼 の 方 式 と 手技 


財 鍼 の 方 式 に は , 
術 式 に つい て は 実技 編 で 述べ , 


大 要 に つい て 述べ る こと と する 。 


茂 法 は , 古く 中 国 よ り 渡来 し た 刺 欠 


られ る 刺 法 に は , 九 変 に 応ずる 刺 法 , 十 二 人 節 に 応ずる 刺 波 , 


二 臓 に 応ずる 刺 波 等 が ある 。 


の 9 
⑫ 境 


ゆ し 
九 変 に 応 ず の ) 幣 法 と 届 は , ①, 輸 刺 ( 諸 経 の 栄 輸 , りり 肛 輸 の り 刺 | 法 


ぼ ぅ し か み し ゃ よ ふ の 


道 刺 ( 病 , 上 に あれ ば これ を 下 に と り , 府 父 を 刺す 法 , 府 敬 と は 足 の 天 陽 


勝 腕 , 足 の 陽明 胃 , 足 の 小 陽 胆 の 三 経 で , 十 二 経 


和 3 て の 結 絡 


を 刺す す 凌 , 治 絡 と は 


経 論 に 「 病 , 血 に あれ ば ぱ , 


局 に | 絡 脈 を 東 す も る の は , その 結 上 を 刺す , 血 多き も の は , 結 な し と いえ 


分 球 (分 


⑤) +* 肉 の 間 を 刺す 活 , 肉 の 外気 


を 用 うる ) 
⑦) SW ( 肖 電 皮膚 を 刺 3 法 ) 8⑧) 巨 ( 左 は 右 を 取り , 右 は 左 を 取 


移り 易 き 時 は , 巨 幣 を 以 て これ を 治す , 誠 和 示 の こ 


# 鍼 を 以 て 痺 を と る 法 ) を いう 。 


の ! 


る 法 , 邪気 , 経 に 3 


と で ある ) (⑨9 


と は ⑬⑪ 人 |( 病 巣 の 前 後 を 1 鍼 で 


で あっ て , その 刺 法 は 艇 山 三 部 書 や , 移 山 真 伝 流 書 


信 自 自 


て 刺す 法 ) 


④ 了 (3 鍼 を 斉 し く 刺 


東 (皮膚 を 引 起 し て 浅 刺 す 


し か や 功 度 に 猪 


く こ の 法 が 用 いら れ て いる 。 つ ぎ に 真 伝 流 管 鍼 流 まま 18 術 の 大 要 


169 


(8) 


(⑨) 


⑩ 


⑪ 


0 り ) 


Ei) 


DJ 


刺 入 し , 留置 し て , 


大 和孝 と し, 


侯 人 の 手術 


1 傍 地 の 手術 


( 鍼 を 


術 の 法 


三 法 手 術 の 法 (病巣 の 中 心 , 前 , 後 の 3 方向 


み , 右 に 麺 し な が ら 東 


を 提 


る い ( は 後 ,。 5 


これ を 内 温 と いう 」 


ある い は 抜き 上 げ , 


石 承 満 に 刺し , 


示 ( 刺 入 が , 呼吸 に し た が う 法 , 呼 進 吸 退 の 法 で ある ) 


法 (1 品 人 クキ ~ 


で 刺 入 し , つい 


は 換 り 等 , 乱れ の 手法 を 行 


5 分 刺 入 し て は 留置 し , あら い 穫 貴 , さら に 5 分 
あら い 徐 吐 , さら に 5 分 刺 入 抽 直 し , あら い 


えば , 中 肝 穴 の 鐘 
さら に 左 承 満 に 向け 東 
1 鐵 で 天 部 4 カ所 に 刺す 方 法 ) 


1 分 刺 入 し 1, 2 上 息 留置 し て 


肺 の 虚 実 を 伺い , 


また 1 分 刺 入 し て 玉 臓 六 


に 待つ 刺 法 で ある 。) 
右 の 中 指 を 鍼 の 修 に あて , 母 指 と 


向 に 刺 入 する 刺 鍼 


て か ら 刺 入 に あたり , 


則 入 し , 


押手 と る 
また 右 に 廻し な が ら 披 


分 まで 刺 入 し た 鍼 を 押手 を も っ て , 
し て 抜去 する 流 で , こ 「 接 


ある い は 前 あ 


じ て 鐵 を 引く , 


ィ の 
(⑫⑭ 陸生 術 の 法 ( 鍼 を 管 に 入れ て , 容 上 で これ を 弾く , その 管 を 取り 示 


り 刺 入 す る こと 2, 3 分 で , また 管 を し , 細く 弾く , また 管 を 取り 


たり 2, 3 分 素 入 し て , 管 を し , 管 を 弾く 。 か くし て 部 分 まで 刺 信 


し , 抜去 時 も $ ま た この 法 を 繰り 返す 
な いち よう 


⑮ 内 調 手術 の 法 (3, 4 分 刺 入 し , 胃 pe く , また 3, 4 分 刺 
入 し て た た く , 抜去 の 時 も お な じ 繰 作 を 繰り か えす ) 


き は く 
⑲ 気 拍手 術 の 法 (部 分 まで 刺 入 し た 鍼 の 人 矯 を 管 で 弾き , 3, 4 候 留め 
て , また , 弾く ) 
⑰ 意 頭 手 術 の 法 (部 分 まで 刺 入 し , 右 の 母 指 と 示 指 の 爪 で , 竜頭 を 弾 


き ふ る わす 法 ) 
E 術 の 法 ( 刺 入 に 先 和 立 ち 。 東 鱗 部 を 左手 で 爪 し 接し, 摩 で 


⑱ 


ょ も ぅ ご か 
ピ 2 5 Re ち 2 の 
kr。 つい で 都 分 まで 刺 入 し , ある い は 留め , ある い は 動 し , ある 


い は 折る 。「 気 至れ ば 熱 す 」 法 で ある 。 

打 鍼 法 は 夢 分 府 , 御園 意 斎 の 創始 し た も の と いわ れ て いる 。 夢 分 流 及び 

意 府 流 の 打 鍼 は , 太い 鍼 を 植 で 打ち , 刺 入 する も の で , 「 打 ち , 栄 衛 を 動 拉 
ーー MM 
炒 糧 の 方 法 が ある 。 炎 曳 の 鍼 。 騰 質 良 の 鍼 。 相 引 
ytv Root Rermr っ os 
以上 の 刺 法 は , 各 流 能 に よる 秘伝 的 な 手 投 を 2 


る が , 現行 の 刺 鍼 訪 式 は 双 に の べた よ 2 に 


ee 


的 に 整理 し , 体系 づけ て つぎ の 17 種 に 区 別して いる 。 


現行 一 般 に 用 いら れる 刺 法 は , 単 刺 術 , 和 雀 叶 術 , 韻 父 術 , 屋 漏 術 振 せ 
E 術 , 乱 鍼 術 , 副 刺 激 術 , 示 指 打 法 , 随 


で ある 《 孝 法 は , 実 


ん 付 置 銭 術 , 大 


テ 


内 調 術 , 細 指 術 , 管 散 術 , 
技 編 に ゆず る )。 


の が 


点 状 濁 血 法 


され た 一 連 の 刺 法 の 政 良 型 


に ゆず る 
第 4 節 灸 施術 の 意義 


これ に 類する 物質 を 用 い 


定 の 生体 反応 # 


20y 法 で あ っ て 


紗 健 , 疾病 予防 , 治療 に 広く 応用 する 施術 


$ ぉ も に, 東洋 医術 に お ける 物理 療法 と し て , 


っ た 治療 法 


沈 の 施術 と し て 広く 国民 各層 か ら の 支持 を 


受 


応 と する 施術 な 


(は , k く 同じ で , 吉 い 施術 で あり な が ら , 


また 新しい 医学 の 中 に 生き る 合理 的 な 医療 施術 で ある 。 


で ある ( 山 因 良 3 


本 


ィ ク 
用 し て , 興奮 , 制止 誘導 , 表 収 , 分 泌 , 増 血 等 の 治 ot 7 を の わ 
し , 諸 種 の 疾 0 GMA 日 本 志 孝 
4, きゅう 師 と は , 医師 以外 の 者 で , 1 
うす べき 部 位 を 指示 し , ある い は , 2 も ぐさ, 

5 ゝ ぐさ に 代 る べき 化学 的 物質 を 用 い * 

する ふも の を いう (昭和 27 年 , 全 医 


マム 
E 室 (= 


に よ 0 


( ヾ 


00 の を き 
も ゃ しく は 也 了 5 保 傘 を 目的 と 


思 ま た は 内 部 か ら , 
え , か つ , 抵抗 力 を 増進 
医術 で ある (昭和 31 年 , 国分 壮 , 
6. 湊 病 治療 の 目的 を 以 て , 思 者 の 皮膚 
と に いわ ゆる 款 と いう の は , 物理 学 
を 標準 と し て 必ず し ゃ 高い も ゃ の で ある 

交 圭 を 以 て し , 場合 に よっ て は , 拓 


必 ( 


利三郎 


2 
7・ 入 と は , 疾病 の 治 涯 の 目的 を 以 て , 人 の 英 体 の 一 定点 (経穴 ) に , も ぐさ 等 


を 点 じ て 無 乱す る 施術 を 行う こと を いう ( 昭 31 年 , 厚生 省 医務 局 医 事 課 編 , 太 
生 大 臣 指定 講習 会 教会 , 医事 関係 


灸 に は 有 療 浪 灸 ( 有 痕 灸 ) と , 無 療 痕 灸 ( 無 痕 灸 ) の 2 種 が ある 。 

有 療 痕 灸 と は , 区 を 用 いて 体 表 より 直接 灸 痕 を 残す 施 
灸 の 方 法 で あり , 無 療 浪 焦 と は 皮膚 に 直接 焦 痕 を 残さ な い 方 法 で ある 。 

1. 有 痕 舌 (区 奥 ) 

有 浪 笑 は , 英 往 を 体 3 
は 諸 組 織 に 温熱 交 刺 激 を 与え , 火傷 を 起す 方 法 で あっ て, その 生体 作用 機 
転 は 「 熱 刺激 ] と , [加熱 に よる 効果 的 な 
生体 反応 を 起す 。 矢 熱 灸 
2. 無 痕 奥 


無 痕 灸 は , 皮膚 ま 


の 一 定 部 位 に 固定 し , これ を 首 


倫 灸 


了 マ 


激 を 与え る 施 焦 法 で あっ て, 


に よる 効果 的 な 生 


日 ) ニ トス マヒ キモ クノ 1 ニシン フー に イー 多 、 TEー フミ 
用 に よる 法 , 生姜 灸 , 症 灸 , 茎 灸 , 杏仁 灸 , 味噌 灸 , 塩 灸 等 が 


あり , その 他 , 名 称 は 灸 と いい な が ら , 和 灸 と は い 
み ミ 才 、 四 鐘 。 - レ 劉 。 量 用 %* 了 。 > 
が ある 。 近 舌 , 漆 灸 , 水 灸 , 黒 灸 , 紅 灸 , 油 舌 , 1 


ある (これ ら の 施 焦 法 は , 実技 編 に ゆず る 。)。 


第 6 節 灸 の 材 料 
YNK で 

英 の 原料 は 「 ヨ モ ギ 」 で ある 。 準 は , わが 国 の 山野 に 野生 する 菊花 植物 
で , 多年 生 草 , 高き 2 て 3 尺 葉 は 下面 に 灰 自 色 の 毛 を 密生 し , 特 


有 な 香り と 新鮮 な 緑色 を 多く 。 


初秋 の 頃 , 淡 褐 色 の 小さ 。 普通 の 鞍 と 山 鞍 の 2 


が あり , 前 者 は 
きく 毛 が 多い 。 昔 ボル ト ガ 
天正 4 年 織田 


州 伊吹 山 の 50 町 歩 の 地 に 薬草 を 移植 きせ た 中 に 送 が あっ た と いう 。 閥 の 別 


抽 地 に 密生 し 


> 肝 裏 , 情 風 , 


た 時 1「 ホ グチ 」 に 用 いた と も いう 。 点火 し 易く 消え 難い 特 点 が ある 。 
元 来 


り , 逢 の 搾 汁 や 凍 楽 は 好 ん で , 


進 は 仙人 草 で , 下 熱 剤 , 駆虫 剤 , 利尿 剤 , 正 血 剤 と し で 効能 が あ 


られ だ の で 
ある 。 3 月 の 桃の節句 の 草餅 は , 子供 の 虫 く だ し に きき , 5 月 の 高 瀧 の 節 
角 に 支 関 に 飾っ て 悪 し 旧 に 入れ て 腹痛 を と る 等 , 昔 か ら 民 間 で 


く 賞 用 さ 8 この 着 を 原 * 


ーー ドコ ORP5Pfne 


ンー ペー ニー ュー 


員 傷 $ 少 な い 等 の 点 か ら , 施 作 の 燃料 と し て 


忠 原 益軒 の 養生 訓 8 巻 の 焦 治 編 に 「 人 の 身 に 灸 する は , いか な る ぞ 
や 。 上 自 く , 人 の 身 の 生 ける は , 天地 の 元 


7 すこ 人 二 = コー Y 昌 . 
り , 陽気 暖か に 柳 て 火 に 9 ぅ 大 レク カカ 


$ ぉ また 元気 よ り 生 ず 。 元気 不足 し , うっ 潜 し で , めぐ ら ざ れい ぱ 気 減り イ 


病 生 ず , 血 や また 減る 。 し か る 飛 に 火気 (区 熱 ) を か り て , 陽 を 助け , 元 


ぇ ば , 陽気 発生 し て 強 


く な り , 肝 胃 整い 食 進 み , 気 め ぐり , 飲 6 


レ て 陰 狗 の 気 示 る 。 こ れ 英 人 灸 の 力 に し て , 陽 を 助け , 気 血 を 盛ん に 


* ら 6 月 頃 に か げ , 閥 


す の 理 な る べし 」 と 述べ , 
汰 か ら 交 を 抽 す る に は , 5 月 カ 


5 6 日 天上 是 に 乾 し , よく 赦 


な い 前 に 採取 し , その 若葉 を 直 


紅 し た 後 , 葉 を し ご いて 裸 に し , 石 四 で つき , か す を さら 


し , 四 で つい て ふる う 。 何 回 も ふる うと 館 に は , 自 い 毛 の み が 残 る 。 も し 


を 何 回 や , 絡 返 


し 朋 し た ふも の が 「 サ 
これ を 精細 に 検 べ る と , 毛 工 と 腺 毛 と いう 2 つの 成 
こと が わか る 。 


毛 華 Hare 〔 ^7 コ は , 下 宇 状 を し て いて , 菊花 植物 に 


面 に 審 生 し , 正 い 色 に 見 える 物質 で ある 。 

腺 毛 Duriunre [ @9 ] は , 腺 体 の 中 に 揮発 生 の 湯 を 含ん で いる 。 熟 く な 
い 英 と いう の は , この 腺 毛 の 多い 区 の こと で ある 。 

隙 体 に 含む 揮発 性 湯 は , 腺 体 成分 の 中 0.2 を 含む (伊吹 英 )。 この 洗 
中 の 物質 は ,。 チ ネ オー ル ん 50 守 の 他 , テル ペン , アル コー ル を 含み , 香り 高 


由 は , 


い 香 気 を 


の 有効 な 理 


放つ の で ある 。 英 の 温度 曲 


75 
有機 成分 に 


チ ネ オー ル CisHHs くだ し の 薬効 が あり , 除虫菊 の 粉末 と と も に 駆 


9A 


東 剤 と な る 。 草 だ ん ご ・ 用 さ 4 昌 く 


テル ペン 類 (CaH。)x な る 分 子 = 


有する 炭 化 水 3 
了 在 し , ビ ネ ン , リモ ネン が 代表 的 な も の で あ 
NR 


5 樹 反 に 含ま れ , 


や アル コー ル に は 多 / 


時 存 
和合 


* で きる 。 圧し て 経 状 に で き 


水 と 激しく 作用 し て 水 序 


本 する に 至る 。 強 酸化 剤 * 


中 の 導 ッ 尾 , 近江 の 伊吹 山 が 有 


名 で ある 。 い まこ れ ら の 英 を , 東京 の 市 販 品 と 比較 する と , つぎ の よう な 


と と は , 英 の 水分 は 11 内 外 で あり , 灰分 は 4 て 622 


Re の 青 だ カ ゝ ! っ いる る 


* で で 坊 、 ナ ェ oO を だ ロ こ 5 あ さき ノンノ ナ 
だめ る 灰分 ( は 1 等 品 が 少 AN の りつ ミ 生 本 に な る に し た が い 光 く な 


つま り 区 の 品質 は 含有 す る 灰分 の り 量 と , 燃焼 時 の \ 量 度 曲 線 に こよ っ LSESEKS 


きる の で ある 。 温度 曲線 に つい て は 後述 する 。 


ィ 76 


草 質 別 , 成分 | 東京 市 販 旧 品 | 越 明 六 ツ 越後 新井 | 信州 小諸 
時 きこ Se 1 
| 
水 分 | 11203% | 12140% 10,598% | 11,08826 
eS) 2 
| 灰 分 4138% | 3118% | 4049% 4.0002 
3 も | NE 寺 NSOROOWYEGRA 
0 | | 
5 水 分 11,706% | 11.339% 10, 000% 11, 188% 
| 灰 分 4, 65392 3.658% | 4155% | 4 も 990% 
| 2 0 [ 
| 水 分 | 11130% | 10.570% | 11, 027% 11, 0202 
| 灰 分 5678% | 4463% | 5808% | e8n% 
| 2 OM 18 きえ 
提 
胃 
E 良 耕 
上 (⑪) 天 く て , 手触り が よく , 柔 か (1) 新しく て , 手触り が 悪く 
| い 再 交 
②⑫ 間 白 色 で , 線 % 
雑 物 の な い 英 
⑧ 点火 し 通 く , 
中 途 で 消え な い 均 
N ⑭) 皮下 へ の 熱 度 の 肖 達 度 が 深 人 4) 皮下 へ の 玄 度 の 深 達 度 が 浅 
く , よく 整 操 し て いる 文 く , 混和 を お びている 区 
則 ーーーーーーーー ーー 
4. 区 の 種類 , 大 小 


基 に は , 散 英 と 切 革 の 2 種 が ある 。 
① 才 共 は 精製 し た 英 を 何等 加工 せ ず に その まま 用 い , 施 灸 に 際 し て 適 
宜 の 大 き さ に 指 で 撮 み , 控 っ て 用 うる ふも の を いう 。 


⑫ 功 英 と は , 1 寸 4 坊 位 の 紙片 に 区 を 巻き , 細く 長い 円 柱状 に し , こ 


を 10 個 に 切っ て 作っ た ゃ ので, 大切, 中 切 , 小 切 等 の 別 が ある 。 


の 犬 小 は , 攻 共 で は , 使用 に 際 し - 


に , 雲 粒 大 , 米粒 犬 , 員 豆 大 の 3 種類 


E 豆 大 の ふも ゃ もの が ある 。 


量 を 処方 し , 決定 する 


し か し これ は , 直接 臨床 に 当っ て , 術 者 が そ 


ゃ の で あっ て , 必ず 一 定 の 
激 量 の 適応 を , 経験 で 処 亡 する の が 特色 で ある 。 

切 英 は 普通 大 切 , 中 切 , 小 切 の 3 種 で , 大 切 は 策 呪 豆 
は 米粒 大 , 小 切 は 小 夷 粒 大 に 相当 し て いる 。 切 玄 8 


に に 相当 し , 中 切 


小 の 測定 値 は つぎ の 通り で ある 。 
定 人 


径 | 和 蛋 量 


朗 柱 | さ 皿 人生 ま 
大 切 6 mm 3 mnm 7. 25mmg 303 
中 切 5mm | 2.5mm | 3.65mg 003 
小 急 4mm | 2 mm | 2.00mg | C 60“ 


第 7 節 共 の 燃焼 温度 


炎 の 燃 圧 温度 に つい て は , 明治 以来 , 先 党 医 学者 の 種々 の 実験 業績 が あ 


と の べ , つい で 著者 (古沢 ) 等 が 行っ た 温度 曲線 に 関す 


天下 テレ 嫌 カ ムー 


験 成績 を 紹介 する 。 


\ に は 鶏卵 大 の 区 ( 約 5g) で 412 一 450?C の 高 3 


ー 人 ない 


に 針 状 6 の 結 
アン チ モ ン の 了 杖 解 点 


朋 し 同 


世 t 
量 に: ーー 


と 置い て 燃焼 


) 金 属 接合 部 を 置き , その 上 に 英 往 を 


次 の 通り で ある 。 


7) ツ 日 FEF) キ 
の 温度 は , 


ーーーーーー= ーー 


に EEE ンーGEe 


っ ーー 


巨大 英生 370?C 
大 切 英 往 
中 功 区 往 


小 切 英 往 60?C 


130?C 


100?C 


証 二 名 福 計 は に ば 】 


流 に より , 指 
る 。 
(⑫ 成熟 家 束 の 腹部 ( 剃 毛 部 ) に お ける 燃焼 温度 は , つぎ の 通り で ある 。 


大 切 英 113?C 62?C 93:52C 
中 切 英 86?C 77?C 60.5“C 
小 切 欧 64?C 50?C 61.0?C 


こよ る 測定 , 極 田 , 原田 氏 実験 ) 


⑧ [各種 の 基 和 が , 皮下 組織 の 温度 に た いし 


に つい て は , つぎ の 実験 報告 が ある 。 


4) 死体 の 皮下 組織 中 に 小さ い 孔 を 容 ち , 
に 搬入 し , その 水銀 槽 都 に 当る 皮膚 上 に 施 灸 し た 時 の 温度 変化 は , 
度 下 0.4cm の 部 で 
大 切 英 0.9 て 1?C 上 昇 
中 切 婦 0.7 て 0.8?C 上昇 
小 切 英 0.1<C0.6*C 上 昇 

友 下 0.7cm の 部 で 

巨大 英 19>20?C 上 昇 


友 下 0.9cm の 部 で 


巨大 英生 上 昇 


ルン 


1 ビデ > 


() アル コー ル 中 に 時 えた 死体 騰 の 小生 を 」 双 卵 器 申 で 37?C に 温 


し た 時 の 温度 変化 は , 友 四 0.7cm 


29 


孔 を 作り , 表面 より 1.2cm の 部 に EE 


果 , 巨大 基 粧 で 1 
達する まで 5 分 40 秒 を 要 し , 消火 後 3 分 を 給 た 。 0 


1.9<C (消火 後 4 分 )。 2.7cm で は 1.1?C (消火 後 6 分 ), 0.35cm で 


は , 28.7*C (消火 後 2 分) 上 昇 し た 。 


時 間 で 


( 極 田 , 原 


9 


測定 する と , 45?C 弦 を 示し , 壮 数 を 


9) の っ 

- る 

⑤) の 万 : 法 に 補記 の 
と お サ る } 2 響 を 受け る SEO 


壮 数 を 重ね る に し た が v ッ , ⑳ の 場合 と 同様 で 


E 兵 実 有 


上 時 間 に つ いて は 。 人 体 度 


し , 81 例 に つい て 沿 定 し た 結果 は , 最長 19 秒 最短 7 秒 


), 家系 の 剃 毛 反 膚 上 で 5mg の 六 を 用 \ 


ーー ニー ニニ ニー ニー ニー ンー ニー ーーー ニーーーー ニ ーーー ニニ ーー ニー ビー 


ーーーーー ア ーー ご 


Ps 


ダグ ひ 


し た 例 で は , 約 1 分 30 秒 で ある 


o 


六 温 度 年 ( こ こ 関 す 


It 


い た 丘 ) 所 科 生 で 
成績 の 要約 で 


7 の の kNVSoMA 


解明 し 
難い 。 生 体 に お ける 刺 天 効 果 は 常に 刺激 の 3 過 , 和 激 


の 型 , 刺激 量 ( 刺 滅 の 強まり 方 ) の 3 大 


その 意味 で ! 


この よう な 観点 か ら , 著者 ( 胡 沢 ) 等 , 本 邦 産 の 


の 大 いさ , 重量 を 計測 し , 英 の 大 いさ , 硬 款 度 , 


時 間 経 過 , 温度 上 昇 , 下降 時 の カー プ , 最高 温度 を 分 析 し , この 分 析 し た 
灸 刺激 に 対す る 生体 反応 と し て , トノ サマ ガエル を 使用 し て , 
生ずる 求 心 性 衛 撃 ( イ ン パ ルス ) の 頻度 変化 を 追求 し て いる の で ある 。 
実験 方 法 は 熱電 対 を 用 い , その 人 金属 導 コン スタ ンタ ン 緑 ( 鋼 60 
ニッ ケル 4022) を 使用 し て , 一 端 0?C, 他 端 の 矢 端 1 mm 以下 を 石 旨 
板 で 親 


の 時 生ずる 半 


JNrrir ーー ゴビ 


ンズ ダン タ ン 線 の 2 Vin で 駐 を 


電流 を 反射 検 流 計 に 導き , その 振れ を 陰極 線 オ ッ シ ロ グラ フ 


の 集 光 レン ズ を 通し て , ロン グレ コー デイ ング ・ カ メラ の 面 に 焦点 を 結ば 
せ , これ を オッ シロ ベー パー に 記録 し た 。 反射 検 流 計 の 周期 は , 2 秒 で あ 
閣 に 水 と 氷 
入れ て 0*C を 確 め た 上 で 使用 し た 。 温度 の 補正 は 50*C (1. Scm 高 ) 100“ じ 


り , 内 部 抱 抗 は 300 オー ム で ある 。0"C を つく っ た の は 有 典 


(50cm 高 ) を 使用 し た 。 時 間 は 1 秒 置き に 光線 を 切断 ( 1 cm 長 ) し て 記 


鍼 し た 。 ロ ング レコ ー デ ィング ・ カ メラ の 回 転 


は 毎秒 1 cm と し た 。 


材料 に 使用 し た 芝 は , 従来 より 本 邦 産 優良 世 と し て 定評 の ある 近江 
伊吹 区 ( 蓄 賀 県 亀屋 佐 京 商店 製 ), 越 中 入 ツ 尾 区 (富山 県 谷口 甚 太 郎 商店 
製 ) 東京 移 屋 区 (東京 都 移 屋 商店 製 ) の 3 種 を 使用 し た 。 英 の 規格 は 東 
ほ と し て 計測 し , 「 硬 ] は 手指 で 十分 に 英 を 次 っ た 。「 湿 」 


和英 NANAVL-- 


は 共 粒 の 底面 を 一 応 に ぬら し た 


等 品 , 三 等 品 を 移 屋 小 切 基 の 規格 に 計測 し て 用 いた 。 計測 し た 英 の 大 いさ 


5 だ いさ 重量 


第 1 図 衝 刺 激 の 温度 曲 


質 比 較 は , 上 述 3 種 の 散 共 


を 安 ロ 
ーー ロロ 


5 自 大 と 
天仙 電導 | 


9.3 mg 


4.98mg 


3.75mg 


1.68mg 


大 切 あ ぐさ 


072322267492707 必 6 太 672920222526 グ 3 
時 間 ( 秒 ) 一 - 


ン 


0723286789270 カ 2 お 婦 757677/9 2 の の 
時 間 ( 秒 ) り ーー 


線 を 分 析 し た グラ フ ) 


第 3 図 軟 ・ 硬 ・ 混 の 曲線 (その 1) 


は 三 ゴ 


(オッ シロ ベー ペー セ 描 記さ > っ = っ 
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回 6 6 


の 


Se 
乏 


説 ) この 温度 を 灸 の 温熱 刺 項 と , 火傷 に よる 組 細 


ツマ 当 ビビ =1 
と > で で V よ で 昼 > 理 


火 す る (これ は マッ サー ジ 基 本 手技 


と 達し , つい で 
に お ける 人 触 圧 の カー ブ に 類似 し て いる )。 


ミ , 軟 さ , 湿り 等 の 度 


同 じ 大 い さ ぅ 
合 に まり 最高 温度 , 燃焼 時 間 , 温度 上 昇 , 下降 の 経過 が 異 な る 。 


「 軟 い 」 疫 は 最高 
[硬い 」 [ 湿 ご: だ PA と は 温度 が * 両 く ぁ SN 火 よ り 立 上 り ま で の 時 間 が 


受 く , か つつ 燃焼 


に 


1L レ 二 * で バキ 友 需 え に マテ FE 上 ) キー を 
品質 別 比較 で (は, 各種 文 , 共通 の 和 折 性 は ー 鑑 品 は 最 韻 凛 度 


低く , 緩和 で 英 


品質 の 粗悪 な も ゃ の は , 点火 より 立上り が 層 い < 


> レ 時 寺 中 下 
る と , 最 両 温度 


尼 友 時 E 測 カ * 違 


な お 図表 の 一 一 通り , 組織 破壊 の 限界 点 を 50*C と し (Sherington の 党 


正体 療法 の 一 


致す る 限界 温度 と し , 各種 設 の 50"C 線 の 燃焼 時 間 を 計測 し た の で ある 
ウン 4 


(数 値 は ク 


フ に ゆず る )。 


第 ll 前 鍼灸 施術 の 深 革 
第 1 節 鍼 , 灸 施術 の 起源 


太古 , 原始 時 代 に は , 疾病 の 治療 は 


へ ロッ > / 示 AHPTT MY こ 【 よ ぅ 


(いし ば り , 漁 血 な ど に 用 いる ), 


が ある が , 詳し いこ 


> 1]1 2 [- 
リリ 衝角 


馴 2 委 


天天 時 代 (9 元 朋 々 


条 , 解説 し た も ゃ ので, 今 


両 演 時 代 (紀元 前 206 一 後 26 わ は , 中 国 廊 化 の | 


己 元 265 て 617) ( 


は \ 


経 が 大 成 し 一 段 の 色彩 を そえ た 時 代 で ある 
唐 時 代 (紀元 618 こ 951) は , 医学 も ゃ 一段 と 隆盛 と な ! 


千金 方 30 巻 千金 


の 外人 台 秘 要 廊 は 特に 鍼灸 に 関係 深い 重要 な 


方 学 


952 て 1278) は , 宋 備 】 


【 
の 
帯 
9 
Z セ 
3 
[ ユ 
JI 
Im 


- い し , 後世 派 に は 田代 


まく じん 


代 で ある 。 清 伯 仁 の 1 


等 が ある 。) が 栄え 7 


り 著作 で あり , 今日 の 


立 た m FT 
\ の 内 経 知 要 , 


ー の ) 持 昌 7) デ 上 提 ナチ - 
この 鞭 【 こ 本 」/、 


= と の てい 7 征 全 ミノ 
方 医学 の 逆 輸入 等 が 3 


その 合作 団結 を と 


伝統 あ る 医 方 の 再 検討 が 行わ れ で 


人 鍛 ( に つい て の 信 


る 。 日 本 と の 学術 交流 の 道 $ 開 か れ , 日 本 の 


新 針 灸 学 , 朱 夢 , 著 う , 戦後 香港 か ら 日 本 


に 来 朝 する 鍼灸 医 $ あ り , 東京 教育 大 学 , 理 療 科 に する 鍼灸 専攻 の 医 
学生 も ある 。 07297 シン バリ リグ 7 KE1SgeeNE2 ツ スパ に 遊学 し て , 中 国 に お ける < る 鍼灸 
稚 の 紹介 に つと め て いる 中 国 の 鐵 灸 医 $ あ る 。 


み ScZ。 ロフ の 条件 


、 


て て で いる 。 


と 制 上 正 」 の 機転 で 説明 さ 


第 3 節 本 邦 に お ける 鍼 , 灸 施術 の 冶 革 
1. 奈良 朝 時 代 以前 の 鍼 , 会 施術 
神 欧 時 代 に お ける 本 邦 医 


が 百姓 , 万 民 に 剣 傷 , 火 作 の 治療 を eo の 


が , 如何 な る 療法 か は 明らか で な い 。 
容 | の 
白葉 」 の 飛 


か ら , 当時 の 療法 は 塗布 , 涼 浴 , 準 水 等 と し て 


大 容 牟 遅 神 の 大 火傷 に 当り , 


行わ れ た 記録 は な い 。 た だ 興味 』 


思 波 方 宣 論 に 「 東 方 ノ 鍼 へ , 天地 ノ 始 メ テ 生 ズル 所 ナリ 。 魚 監 ノ 地 ニテ 


し お か 


海 竹 , 2K 且 グッ 英 選民 9 急 ヌ ヲ 6 食 ジッ 


ラ 美 ブ , (中 略 ), 其 ノ 病 皆 ナ トナ ル , ツレ ラ 治 スル ハ 破 石 ガ ヨシ , 政 


= 破 石 ヘマ タ 東方 ヨリ 来 シ 」 と の 章 句 が あり , 日 本 書記 , 光 恭 天 皇紀 に 


は 。 「 病 , 父 ク 久 シ ク 離 レズ , 歩行 スル コト 能 ハ ズ , 我 レ , 病 ヲ 除 カ ント 
炊 シ , 密 カ ニ 身 ヲ 破 ッ テ 病 ヲ 治 ス ] と ある 。 

本 草 網目 に も ゃ 「 古 へ , 石 ラ 以 テ 鍼 トシ , 季 世 の 人 
人 ハム , 変 鍼 ラ 以 テス 」 と あり , 遠く 神 欧 時 代 , 我が国 で 夏 石 (いし ば り ) 
を 用 いて , 光 血 に 用 い , 疾病 の 治療 を 算 こ と が 推定 


た ビデ 本 付 テ 「 今 2 


きる の で あ 


る が , 真 召 の ほど は 明か で な い 。 


鈴 明 天皇 23 年 秋 8 月 , 具 の 人 知 隊 は , 薬 書 , 


朝 じ た 。 こ れ が 外国 医 され た 最初 で , 組織 内 な 新 


道 医 術 ( の 減 輸 ^ で ある 。 牧 六 し 医 生 養成 に 


ン 


し 後期 め Ne に PS あ る Q 


ぐ 


交 武 天皇 の 大 宝 元 年 


あっ て , その 中 の 医 疾 令 に よる と 中 季 省 に 内 薬 司 が あり , 御 薬 を 堂 り , 宮 


内 省 に 典 楽 穴 
し て 「 鍼 博士 は , 
堂 る | と 規定 し , 


全 抹 々 を ー 3 
脈 雇 等 の 書 と 


# | と 定め て いる 。 投 MA ある 。 
また 当時 , 女医 の 養成 に つい て や 宮戸 の 婦 


( 宮 仕 えす る 家 の 娘 ), 年 15 乃 至 25 地 , 性 , 


(産婦 人 科 ), 創 腫 。 傷 折 (外科 ), 鍼灸 を 以 て す , 両 し て 7 


た だ 惜しい こと に , これ ら の 庄 制 度 の 大 半 は 財 


され た に 過ぎ 7 に っ 0 の が 


交 武 天皇 の 時 代 , 


- 力 を 尽 し た 時 代 で あり , 仏教 の 興 虹 


当時 は 既に 漢 の 医書 


2 の 修正 を 加え , 大 宝 信 に は 規定 の な か っ 


と を 指示 し て いる 。 し か し 奈良 朝 


3. 平安 朝 時 代 の 鍼 , 奥 施 術 


本 衝 長 


ドブ 朋 文 


日 28 日 で 


頼 が こ ( 


氏 系 図 


っ に 仏教 思想 の 影響 か ら , 印度 


が , その 中 心 を な し て いる 。 病 因 に 内 外部 を 分 


の 医 説 を ? 


飲食 の 3 要件 ( 


に 5 
し た が っ て 治療 の 方 式 は 


で あっ て , その 第 2 巻 は 鍼 


第 四 , 針 例 法 


応 和 有 大 全 皇 の 時 , 


SE 


獣 か ら 帰 化し た 人 6 子孫 


- あ 人 法 が 用 V 


JR マ F ロ ーー コー に ーー ヽ と 自 目 Mc 
と 控 用 し た 。 原 密 成 , 下 道 門 継 , 】 


erT 0 
ユー が 墓 出 避 C い る 。 


正和 4 年 に 同じ く 


か 4 (By 医書 で S ある 


の 期 に は , memefmrmm に 行わ れ , これ 


記録 が , 主 海 , 明月 記 , 台 記 , 山 梗 ョ 


ら の 治療 は , 平安 朝 時 代 か ら 行わ れ て 


員 医 抄 , 


の 著しい ゝ の が あっ た た 


万 安 方 等 に は , 焦 治 , 湯治 の < 


と の な いよ うる 


外科 領域 で は , 梶原 性 全 が カ 安 方 に , 


医者 ハ , 寒 水 俗 石 , 大 商 等 ラ 以 テ 冷 治 ヲ 作 ス , 未 ダ 


中 風 ト ナリ , 寒 激 ヲ 作 シ テ 死 スル 者 多 シ 」 と 


ト 
F 


の 奇 草 子 に は , 鍼 を 交 い て 背 の 腫 物 を 治療 する 図 が あり , 慌 


炊 二 


に は 「 攻 ハ 皮 落 シ , 鍼 


ン 4 


鍼 ア リ , 交 ハ 火 鍼 ナリ , マタ コレ ラ 燃 


る ( 推 款 具 俊 ハ 後 字 多 天皇 前 後 の 人 で ある )。 医 : 
記 え る , 朝 渡 頼 


倉 時 代 の 外 和 


える が , 実際 に 用 いた の は , それ より 時 代 


寺 ( 保 元 上 年 用 還 ) が ( 2 め の よ う こ ー ある o 平 安 靖 の 末期 か と 


が ら , 一 面 冶 法 が 用 いら れ て いた こと が わか る の で ある 。 
- 段 階 で ある 。 
ば ず 平安 朝 の 中 


加え て 禅宗 が , わ 


この 期 の 医事 制度 は , 律令 の 制定 が , 


葉 以 後 は 和 気 , 丹波 の 両氏 が , 
が 国 に 入る に 及び , 学識 ある 僧 偶 の 中 国 と の 往来 が 盛ん と な り , 医学 $ こ 
れ ら 僧 偶 の 手 に 移り , 僧 偶 で 医学 に 名 の ある も ゃ の が 募 出 する に 至っ た 。 
5. 室町 時 代 の 鍼 , 仙 施 術 
鎌倉 幕府 が 滅亡 し , 足利 幕府 が 開府 され , 衝 代 将軍 
で , この 期 の 医学 思潮 は , 福田 方 , 体 身分 集 等 に よっ て 代 琴 され て い 


姜 政 に 至る まで の 時 


SR 
る 。 な お この 期 に 明 医 な が 輸入 さ れ た 。 特に この 期 の 医学 は 鎌倉 時 代 の 医 


の 7 だ 方 針 に - 従 V > 追試 EC 臨 ) 床 3 実地 に こ 必 要 な と 沿 療 


BI2 
3 
き - 
Ns 
いひ \ 
$ 
[ ヾ 
〔 
い ) 


福田 方 は 後 村上 天皇 の 時 代 , 僧 有 隣 の 著 し た 医書 で あっ て , 室町 前 半期 


代表 する も の で あり , 書 中 に は 鍼灸 経 


て の 記録 が ある 。 ま た 天 体 身分 集 3 状 は , 秋生 西 の 握 述 に な る も の で あ 


) 明 F り 地 守 失 話 = 


J 


に 


この 期 後期 に は , 田代 : 


前期 以来 の 宋 医 方 は 


喜 の 門人 , 曲 | 


李 打 医学 が これ に 代 る に 至っ た の で ある 。 
概して いえ ば は 洗 溢 時 代 で あっ て , 大 宝 令 に 定め られ た 医 
か ね も ち し げ ひ ろ 
MS 


事 制 度 の 諸 医 官 は 既に 療 さ れ た も の の よう で , 僅か に 当時 3 


特に 鍼灸 術 に 妙 を 得 て い た 
EE り , 数 年 に 也 っ て 研究 し た 

6. 安土 桃山 時 代 の 鍼 , 奥 施術 
織田 , 豊 還 の 両氏 が 相 つ いで 興 り , 天下 を 統一 し て か ら , 秀頼 


落城 し て 豊臣 氏 の 滅亡 する まで , 僅か に 50 年 に すぎ な い 時 代 で あっ た が 


国民 は は じ め て 西洋 の 支 物 | 


ジ < 鍛 の ) 輪 信和 5 


テ -FE 全 で ー デ 
た 時 代 で あっ て , 


は 信教 の 影響 が 強く , 宋代 性 


元 亀 2 年 , 道 三 の 撰 述 し た 


四 隆 の 祖 で ある と と も に , 鍼 


| 鍼 * 灸 4 集 要 3 和 焦 の ん 


中 床 を 説い た の で ある 。 


ググ 、 EE)ー ズ マッ 本 日 
灸 , 邊 に 笑 法 の 具 


最も 重視 し た ゃ の に , 道 三 流 切 紙 (折紙 を 半分 に 


切り , 切 紙 と いい , 当時 各 流派 の 秘訣 を 切 紙 に し た た め た も の ) : 


) で ある が , その 中 の 一 条 


57 カ 条 に わた り , 道 三流 医術 の 秘訣 を 述べ た も の で ある か 


る 。 ま た この 流派 の 医家 カ 


x 要 ハ へ 記 憶 ス ベ シ 」| と いう 項目 が ある 。 味わう 


ュ プ で 


ED 


は 鍼灸 施術 の 注 】 


毒 腫 ノ 初期 


( 閣 鐵 ) ラ ア ツル コト ハ , 


可 ナ リ , 洗 ニ ツキ テハ , 准 ト 


シン シ , スペ テ 加 六 = 灸 施 ス ハ , 


だ の や 
靖 瘍 の 治療 に 用 いら れる に と どまり , 鍼灸 科 は 治療 上 
が 想像 さき れる の で ある 。 西 紀 1689 年 , 仏 国 の ジ ァ ン , 


本 化 


本 西 教史 に , わが 国 の 天正 年 間 前 後 の 人 情 , 風俗 を 記 


「 医 師 へ 病 者 = 問 フ コ ト ナク , 唯 半 時 許 , 診 脈 シ 


ム 


金 針 ヲ 病 寺 ノ 皮 


4 判 ズ 。 甘々 。 又 熱病 ニ 小 サキ 勿 


カ所 モ 刺 入 シ , 之 ラ 療治 スル アリ , 此 ノ 法 , 支那 ニモ アリ , 又 大 病 ニ ハム 病 


者 ノ 皮 膚 20 カ ヵ所 以上 モ 笑 スル コト アリ , 小 ニ シテ 燃 : 
< を 2 ェ テ 灰 1 リ , 之 ヲ 除 ク トキ スハ, 其 ノ 交 キ シ 所 , 黒 渡 ノ 年 


ズル 見 ルナ リ 」 と ある の を 見 て ふ , 鍼灸 は 環 徴 し な が ら ゃ その 術 は な お 


いた こと が 覗 え る の で ある 。 


だ 
に 


= に より , 角 久 の 治 法 が 1 


輩出 し , 特に 入江 , 吉田 の 


諾 氏 は 明 人 の 術 を 伝え 


父 の 術 を 伝え , これ を 負 瀬 丈 一 えた 。 球 一 は 江戸 - 


た 。 こ れ を 入江 派 の 
吉田 意 休 は 出 


年 間 留 学 し て 帰 載 し , この 術 を 大 い に ) 


雲 の 人 で , 永 禄 の 初 年 明 に 赴き , 


LMN 
ア 


団 


吉田 の 両 宗 に つぎ 


ウ ) 人 が も あう > 払 津 国 の 3 


だ た 。 偶々 花 攻 | 天上 宇 到 


奉 前 に 倍 し た 。 天皇 大 い に 賞 し 
これ 実に 本 邦 打 鍼 の 祖 で ある 。 
け , さら に その 術 を 発揮 し て 打 鍼 術 を 中 興す る に 至っ た の で ある 。 


f 夢 分 斉 と いう も の が , 打 鍼 人 


(御園 意 昔 の 父 は 夢 分 で 称 呼 が よく 似 て いる 。 日 本 医学 史 富 十川 流 著 に は 江 
狼 の 僧 あ る い は 奥州 二本松 の 人 と ある 。) 
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7. 江戸 時 代 前 期 の 鍼 , 焦 施術 
元 和 年 間 豊 外 氏 が 亡 び , 徳川 氏 が 代 っ て 天下 の 政権 を と り , 2650 年 慶応 
年 間 , 江戸 : 人 で を 江戸 時 代 と いう 。 


元禄 , 宝永 の 頃 に 玉 る まで を いう 。 


前 期 と は , 年 間 か ら , 


当時 壇 化 の 中 心 は , 偽 学 


で あっ で て, 
山 等 の 学者 が , 宋 偽 性 理 の 学説 
未 医 学 は この 期 に 至り 大 い に 発達 し , 
新興 する まで 隆盛 を 極め た の で ある 。 
和 この 期 の 李 朱 医学 
家 は , 道 三 の 子 , 曲 直 瀬 支 期 で 
伸 景 , 巣 元 方 を 師 表 と する : 
この 期 に 外科 治療 と し て 用 いら れ た 鍼灸 術 は , 大 村 寿 庵 の 撰 し た 外 


けい ぞ く し ょ 
経 俗 書 ( 全 6 巻 ) に よる と , 焦 , 導 に は 閣 , 鍼 を 用 い , 焦 の 種類 


を 代表 する 医家 が, 名 古屋 云 医 で ある 。 


と し て , 上 餅 灸 法 ( 概 , 


六 の 上 に 当て この 上 に 施 灸 する 法 ), 隅 藻 


前 期 , 


り 天 和 元 年 , 徳川 網 吉 ヵ 


テン ERR2 日 E ー- 正 . グ デラ リー < ーー 
を 教授 し , 門人 三島 安 一 に 至っ て 


品川 その 他 諸 州 , 45 カ 所 に 増 


いわ ゆる 秘 山 流 鍼 科 


ro 


移 山 和 一 は 伊勢 の 


相州 江ノ島 の 天女 の 


NE 
辻 び ,。 は じ め て 3 


ダ 認 


元禄 5 年 5 月 関東 総 検校 と な 


る こ 効果 あ り , その 鹿 


と ち う 者 が , 門前 市 を な し た と \ 


認 ル に 


+( よ 秒 山 [ 三 部 書 と いい , 


う は , 和 館 要 集 が SM 


で 時 / ) 1 
さぶ) ん に 用 いた 


だ た もの で ある が , わが 国 で は 


の 天明 の 末年 まで 』 


を 江戸 


守 S5S だ E ナ デー ド <> 
中 治 上 に 埋 才 


な 人 物 が 出 , 漢学 に は 伊藤 仁 斉 の 復古 学 に つ 


Pe トー ニャーーー 


アー パレ ニン ンーーーーーー バ ーーー サーー 


話 方 が 選 ん に な っ た の は 宝 礎 以後 で ,。 それ 以前 一 一 こ の 期 の 初 一 一 
ん に 行わ れ , 香川 生 山 の よう な 代表 的 の 医家 が 軸 た 。 


は , 後世 派 医 方 カ 


2 大 派 の 中 に あっ て , 中 


学派 を 代表 する 医家 が 塵 月 鹿 門 , 


っ た 質 『 裏 派 ( 城 証 学 ? い 
田 図 南 , 福井 楓 亭 , 多紀 桂 山 等 で ある 。 


この 期 


御園 中 湯 : 
其 河 , 吉田 の 
古 医 方 の 勃 遇 


を 者 で 鍼灸 則 , 


摂津 の 沼 周 圭 は こ ( 


の 書 を 著 し, 


ャ 所 っ 


1 と を ん ュー ビデ 
ふと し , 経絡? を いわ 


その 所 説 は , 鍼灸 に 必 
天 陰 , 太陽 の 経 を 別け ず 
[農政 ヲ 駆 リ テ 正気 回 復 ス レバ 即 チ 補 ナリ | と いい 


行 年 , 血 忌 の 類 に 一 切 拘 泥 せ ず , その 用 鍼 は 3 
に 。 


を 用 うる に 浅 深 を 予定 せ ず , 病 証 の 軽重 


- の 人 る o 


省 次 , 


! 佐 術 2 必 や に 並 び 行 4 うれ 


針 の 導 病 に KN 用 \ ら 0 7 だ 8 


と 用 い , 素人 療法 と し て 民間 ^ 
延 宝 元 年 ( 西 紀 1673), 長崎 に 来 朝 し た オラ ンダ の 医家 , リ ー ネ (Willam 


ten Rhyne) 及び , 元禄 3 年 ( 西 紀 1690) に 来 朝 し た ドイ ツ の 医家 , ケン 


フェル (Engelhert, Kampber) が , その 著書 中 に 作治 の 事 を 記し て か 


ら , この 法 は 欧洲 に ゃ 知 られ, 西 紀 1674 年 に は 既に プシ ョ ッ プ (Bu shof) 


の 信治 に 関す る 記述 が あり , 入 法 は モグ サ (Moxa) の 日 本 名 と と も に 広 
く 欧洲 に 伝え られ た 。 
吉 医 方 の 後藤 兵 山 は , 「 百 病 は 一 気 の 溜 豆 に よる 」 の 学説 を 立て , 「 内 


-1d に テト 晶 ル モ ) 
つい で 加茂 の 人 坂井 豊作 は , 


ど て N ぅ 
Ei し で 身 洛 よ は 殖 ん ど , て 


- し て 身 福 ) 


10. 明治 時 代 の 鍼 , 焦 施 術 


ー 陣 ] 
ー レ ウド レン 3 


つい に 政治 的 生 合 


で ー に ロン 玉 2 ラミ の 
の どけ 2 月 な の 示 期 に 及 ん だ の 
に こさ れる こと だ なく, 


で ある 。 


し か し 明治 35 年 以後 , 欧 覚 医 


と 
り で ある 。 


37 年 ウイ ン の 精神 病 学 


岡田 栄吉 氏 が , 「 日 本 に 於 0 


氏 の 「 ヘ ッ ド 氏 帯 と 婦人 科 」!( 


r ト エ ) 叶 25 


特に 明治 37, 8 年 に 東 


に 7 ー ヘ アル みこ rー テ ラリ ー > 
s) の 確立 を 見 る に 至っ た 。 


3 FEHF- ュ ミロ ゴ ーーー の へ ドク 
「 ヘ ッ ド 氏 帯 と 我が国 古来 の 鍼灸 


士 橿 田 十 次 郎 , 


が 「 焦 治 に つい て 」 研究 し , 区 の 交 焼 温度 , 施 灸 時 に お ける 血液 像 の 変化 


等 に つい て の 所 見 を 明らか に し て , 一 般 医学 界 の 注目 を 引く に 至っ た の や 


ー の 還 E 全 記 才 、 フ 
し 代 だ のめる や っ o 


ip 


レレ: チュ 
25 月 殴 の 


四 有 
4 


と 結論 し た 。 
青 地 正 賠 氏 は , 「[ 焦 の 血球 , 並び に 血清 に 及ぼ ば す 影 


に 報告 し , 京 大 時 技 薫 博士 は 「 和 灸 の 実験 的 研究 」 


大 正 期 に お ける 鍼灸 業 団体 の 傾向 を 見 る と , 挙 知識 る 普及 し , 


| 


SNS と ax: と 


っ ペア ュ aa 


現代 に 至る 鍼 , 人 奥 施 術 


博士 の 研究 に 前 


及び び 血 液 


Eee 
まだ 蒼 野 各 


灸 の 血液 内 カリ ウム 及び カル シッ ム 信 


ィ イグ 


士 (京都 府 大 ) 


は , 「 焦 の 血液 内 心臓 収縮 物質 の 増減 に 


テー ュ ガ クィ か ルコ に と 甘 へ 、 
穴 の 人 体 実験 」 


駅 大 う , 山下 清吉 博士 は 「 和 白血球 核 の 移動 に よ 


1 0 
- 士 (名 古屋 大 ) は , 


の 組織 学 的 研究 」, 


及び 火傷 の 家 東 


士 (岡山 大 ) の 「 衝 
性 田 公 如 博 士 (金沢 大 ) の 「 余 の 


旨み 、 た > 
好人 ハ の 誠 X7 


じ て 昭 和 初 年 よ ! 


物質 に 対す る 鍼灸 の 影響 


生体 作用 機転 の 解明 に 


的 研究 に ぁ 


ず と 思わ れ た 昭和 16 年 , 未 人 


倍 印 を 押さ れ , 


つい に 
二 法 下 に 従来 の 内 務 省 令 に 変る 


を 法 | が 制定 ざれ る に だ 革 ラ だ た の. ぐ 


「 あ ん 摩 師 , は り 師 , きゅう 師 及 


て て 大 体現 行 法 の 体裁 


『 れ ば 免許 が 与え られ な いこ と と 


及 け られ , また 厚生 大 区 や 都 道 府 県 知 


制度 か ら す れ ば , 隔世 の 感 の ある 近代 


り 法律 は , あん 摩 ,。 は り , きゅう 


と し て 晴 有 眼 者 , 衣 人 の 別 を せ ず , 同等 の 立場 で 筆 し て いる 点 が , 


國 則 と 異 る 点 で ある 。 
灸 術 が , 医療 施術 と し て 公認 され た 点 に 大 き な 意 義 が ある 。 
戦時 中 絶え て いた 鍼灸 の 科学 的 研究 も , 昭和 23 年 頃 よ り 東 洋 医 学 に 関心 
ゃ ふつ 一 連 の 医学 者 に より , 戦後 の 新しい 医学 の 角度 か ら 研 究 が 再開 され 
善夫 博士 , 昭和 医大 丸山 昌郎 博士 の 「 経 * 


経穴 の 研究 ] は 。 


の 和 実在 と その 科学 1 


「 経 究 の 人体 5 


交 次 郎 博士 は , 


鍼 の 血圧 並び に 末 本 正 溢 


学 的 研究 」 に つい て 研究 を す : 


施 鍼 詩 に は 血圧 は 相対 的 に 下降 し , 百 血 球 数 は 相対 的 に 増加 する こと を 明 


と 拓 < 記 経 


、 潮時 婦 X 


< 朗 博士 の 


- 連 の 研究 , 


を 部 多田 井 吉 之 介 博 


ロ ィ ー 


た に *^ 言 


京 医大 高 『 


] 松 


専 士 の 皮 内 置 鍼 に つい て 


> 特に 日 
て 現代 医学 に 新しい 


な と の た 
医学 会 を 離 


※。 上 海 国 際 法 廷 判事 
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ある 。 こ の 反応 を 一 括 し て 


ル ん 大 学 の ハン ス ・ モ リエ 


メル 


よ , 生体 が 外来 非常 球 激 を うけ た 
こよ っ て 分 泌 さ れ た アド レナ リン が 血液 申 に 
と 刺激 し て AC 工 甘 を 分 泌 し 。 さら に 副 皿 度 

る 。 こ の ロン グ の 説 に は 反対 の 人 
ふ , 精神 刺激 で も , 恒常 性 が 破 ら れる よう 


機転 が 働い て , 生体 の 恒 常 性 は 和 党 


特に 神経 相関 と し て の 自律 神経 系 , 交感 神経 の 働き は , 外部 環境 の 変化 


に 応じ , 内 部 環境 の 恒常 性 を 保つ 原動力 で あっ て , 生体 が 9 


人 全 に 


気 8 土のう 景 


毅 を 受け ず , 一 定 の 体温 を 保ち , 物質 代謝 の 働き が 常に 一 定 の 水 


牙 で 営ま れ て いる 原動力 は , 実に 交感 神経 の 働き な の で ある 。 


人 ム 吉 を 所 す c 天 テア + 
全部 を 包む 広 フ > 2Z ふ ー アー ア ーー ) キ 
人 5 ど 選び 広 べ 7 , 5 し 7 こ 生 論 保 ご こっ て (は 


根本 的 な 上 ニ り 』 応 レ い ヽ : 


y 日 F 
( つ ぅ Yjm 上 


皮 履 ! 


要 な 刺激 で あり , 


ュー 
メ 応 が 期待 


ーーー とい 


1. 録 刺激 と 皮膚 の 痛 党 機転 


痛覚 は 身体 の 状態 呈 が \ 正 常 で で あ る 場合 ( む キロ 記 、 ナ N 和 と ょ り 原 医 


身体 的 に 異常 が ある 場合 , この 異常 知らせ て , これ を 取 除 くだ た め 


5 


を で あっ て , 全く 保護 的 な 性 質 を も ち , 同時 に 快 , 不 据 の 感情 と 


ヨ 律 神経 系 3/ 彼 に 誠 感 鶴 経 の 支配 下 に ある 生ん どす ず べ で の 


条件 変化 に よっ て , 内 


舞 促進 する 。 し た が っ て 外部 環境 6 


う な 状態 の 時 に , 体 表 の 一 定 部 位 に 


准 官 の 機能 


競 の 人 商 応 ご 旧 常 性 が 失調 を 起す ま 
人 導 的 に 加え る 新た な 痛 刺 激 が , 直接 交感 神経 


調 を 調え , 恒常 性 の 保持 に 役立ち , 疾病 の ? 


純粋 な 痛覚 に は , 刺 痛 また は 第 1 種 痛覚 と , 鈍痛 また は 第 2 種 痛 世 が 区 


切 度 に 際 し て の 刺し た 瞬間 に 感ずる 経過 


別 き れ て いる 。 た と えば 東 
の 早い 了 朋 間 的 な 痛み が , 第 1 種 痛 で , その 後 球 入 と と も に 時 間 を お いて ゆ 
っ くり 感ずる 鈍痛 が 第 2 種 痛 輝 で ある 。「 鍼 の ひび き 」 と いわ れる 快感 を 


は , 第 2 種 痛 小 の 一 種 で ある 。 


伴う 緩やか な 電 

この 2 種類 の 痛覚 は , 主観 的 に は 古く か ら 指 摘 さ れ て いた が , 反応 時 間 
の 洋 定 に よっ て , 2 種類 の 存在 を 証明 し た の は タン ベル グ (1902) で あ 
る 。 現在 で は , この 両 種 の 痛 党 は , 生理 学 的 , 解剖 学 的 性 質 の 異な っ た 実 
体 を 対応 させ て いる 。 


南 党 に は 順応 喝 介 が 少な い が , これ は 主 と て 第 2 種 9 直 の 性 質 に よる 


部 


と 考え られ て いる 。 ま た 清 六 に は 攻 増 , 滞 減 の 現象 が 著しい か ら 刺 激 を 少 
し 星 く 反 復 す れ ば 連続 的 な 冶 党 を 起す 。 一 定 の 強 さ の 刺激 で も , 刺激 部位 
が 広い ほど 痛 党 は 強い 。 い わ ゆ る 両 積 加重 が 著 明 な の で ある 。 こ の 痛 臣 の 
特性 は , 鍼 施術 の 和 雀 只 手技 や , 蘭 鍼 ( 添 ば り で , 広く 数 多く 刺す 手技 ) の 
効果 の ある こと を 立証 する 。 

将 党 は 皮膚 夷 画 に 密 に 分 布 す る (た と えば , 手 背 で は , 痛 点 は 100 一 200 
/cm?) 痛 点 幣 激 に より , 受容 器 の 興奮 に よっ て 起 る 。 

獲 臣 の 受容 器 は も っ と や 未 分 化 な 自由 神経 終 示 で ある 。 そ し て 1 個 の 痛 


点 は , 1 本 以上 の 神経 終 3 


由 神 経 終末 97 人 多 グ のり 


成 し , この 神経 


に) 一 < 分 岐 


に 分 布 し て いる , 時 に は : 
弟 4 自由 神 


角質 暦 に は いっ て いる も の は な い 


で いる の で あみ る 8。 て 
5 自由 神経 終末 は , 有 麟 線維 の 中 で 一 番 細 い 9 線維 
に 由来 し , 第 2 種 痛 営 は 無 鹿 線 維 の うち , C 線 維 に よっ て 伝導 され る 。 こ 


導 位 時 間 内 に 於 ける 効果 的 な 頻 ! 


* 相 


只 手 技 の 単 


3 


り 適応 刺激 が な い 。 電気 的 , 器械 的 , 


> うず 久 市 重吉 りみ ミ ご c 
ら ゆ る 刺激 が , ある 強 さ 以上 に な る と すず 


シュ リン ドジ が いう よう < 5086) 以 上 の 温度 


が 刺激 され る が , この 温度 が ちょ うと 組織 


だ に ある o 


て は 全く 不明 で ある が , 一 部 の 学者 は 皮 上 護 の 損傷 の 有無 に か か わら ず 強 い 
ケー トー ) 


穫 激 が 加わ る と , 皮膚 内 に ヒス タ ミ ン が 生成 され , これ が 自由 神経 終 未 に 


ら だ と 説 明 し 


vi2 の 8 


2. 奥 刺 激 と 皮膚 の 温度 覚 機転 


い 。 温灸 の 効果 ある 所 以 ~ 


? 昌 RF) 感 と 7ー ッ 
温度 感 郊 に ゃ , 痛 落 と 同 


ー ji 記 
こ 性 質 の 6 


机 > 人 ム AZ 
に よ つつ て 冷 営 及 び 


よっ て 一 定 し な い が , た と えば 前 腕 で は 准 点 


と 哲 13- ン 15/cm?。 温 点 は 1 て 2/cm2 で あり , 全身 で は 冷 点 は 25 万 , 凛 点 
は 3 万 と 推定 し て いる 。 


温度 点 は 孤立 し た 小さ い 点 で は な く , か な り 広 い 面 積 で , 不 規則 な 形 を 


准 点 に 対応 し , ルフ ォ 


第 5 いい 小 体 (②⑫) ルフ ィ ニ ー 氏 小 体 
DDogteD 皮下 組織 及び 真皮 の 下層 部 に あ 


曽部 に : あ * 


(Ruffinmi) 
る と いう 1 対 1 の 対応 関係 は な 
1 価 1 個 独 立 ( 
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感光 や 第 1 種 痛 敬 を f 
る 温度 成 涼 に 対し て は C 線 維 が 関係 し て お り , その 受容 只 は クラ ッ ぞ 氏 小 


体 , ルフ ィ ニ ー 氏 小 体 の よう な 分 化し た 構造 を ゃ た な い 自 由 神 経 終 
な いか と 考え られ て いる 。 
温度 感 汽 と 他 の 感 党 と の 複合 感 六 の うち で , 36*C か ら 45*C 位 まで は , 


ずる (この と き は , 温 覚 と , 准 党 が 同時 こと 起 っ て いる )。 45?C 以 上 


L【 晃 , こ 


に な る と 痛 点 が 刺激 され て 痛 芝 が 加わ っ た 知 熱 感 ! る 。50?C 以 上 , 一 協 
の こよ る 組 壊 の 限度 と な り , 前 述 し た 
と な る 。 


(| の 温 県 を 介し て ググ ぞ 氏 小 体 に 受 : 容 され る 
が , 温度 曲線 の 上 昇 と と も に , 温か ら 幸 , か ら 刺 痛 へ 
人 


感 党 
や 


y 理 移 


刈 激 は 温 夫 東 


か が ら 移 熱 , 知 


NM 


【 


蛋 自 は 加熱 に より 破壊 され , いわ ゆる , 寿 白 体 療 法 と し て の 臨床 意義 を 
WE 
照 比 較 す る と 興味 深い 。 

3. 鍼灸 刺激 と 深部 感覚 機転 

末 檜 に 於 ける 閣 洲 発生 の 機転 は , 必ず し ゃ 痛 点 刺激 の 形式 を と る ぁゃ の で 
は な い 。 痛覚 発生 の 相当 の も の は , 痛 点 を 中 枢 に 連絡 する 経路 , 即ち 痛覚 
伝導 路 の 中 途 で , この 経路 に 関す る 線 』 こ 加 えら れ た 刺激 と 解釈 する こ 


と が で きる 。 鍼灸 簡 激 の 究 刺 , 焼 和 に よる 靖 革 生 の 機 座 の 多く は この 面 


で 説明 で きる 。 
さて 深部 組織 と し て の 筋肉 は , 器械 的 刺激 に た いし て は , 殆ど 痛覚 反応 
を 起 さ ない 。 
し か る に 「 こ むら が えり 」 一 一 肝 腸 筋 癒 湖 一 一 その 他 筋 肉 の 強 和 ( テ タ 
ヌス ) に 際 し て は 激痛 を 訴え る 。 鍼灸 刺激 に 対す る 筋肉 の 反応 ゃ , 施術 部 
位 の 筋肉 の 強 縮 に 伴う 特殊 な 導 痛 感覚 で ある 。 こ の 痛覚 は 皮膚 感覚 と し て 


の 


の 痛覚 と は 著しく 異 り , その 局 在 が 不明 瞭 で ,。 すべ て 「 う ずく 様 ] の 形式 


よ , 筋肉 の 収 


任 側 へ の 移行 


カル シウム イオ ン の 


増加 が その 原因 を な す 


て いる 。 


筋肉 自体 か ら 中 枢 


関節 な どの 


そこ か ら 発 する 求 


ン だ BE ミ 知 


ンジ っ と この 
の 中 に ある 受容 器 が 和 角 * 用 に 移行 する 部 位 に 
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ョ =Pacinie 小 体 , b 知覚 神経 


終末 


バ か か る と 。 内 部 の 知 


本 を 知 営 す る の 


と しない 点 が 2 


In 


し て 筋 , 
間 肛 (視床 ) 
ス ) が 送り 出さ れる わけ で ある 。 
4. 録 焦 刺激 と 内 臓 感 党 機 転 


の 感覚 は , 皮膚 感 党 と は その 性 


は 如 科 的 球 激 や 熱 


う 


「e 
ーー 
て っ 
- や 


の 発 


圧 


痛 


* っ て 将 : 


カ 
/ ゾ 


一 方 は 迷 寺 神 経 及び 骨盤 神経 中 を 経由 し て , 延 


= コテ ーー プ ンー と) コ 
区 す や o 後者 < 


が , これ は 明らか に 求 心 竹 の も の で あっ て , 内 臓 に 於 ける 衝 末 と 奪 騰 と の 


間 は 1 個 の ノ イロ ン で 連 * 徐 さ れ し ゅ その ノ イロ ン の 補 % 経 紙 H 胞 は 震 家計 伸 経 節 の 


当 く 


中 に ある 。 


維 の うち , 内 臓 か ら の 痛 党 の 伝導 に 関係 する 


この 種 の 内 臓 の 


ゃ も の が , た と え ie 内 臓 に 分 
布 し て いる の か , ある い は 内 臓 で は 痛 涼 受 容 の た め の こ の よ うな 特殊 な 痛 
党 伝 導線 継 は な く , 他 の 知覚 の 受容 に 関す る 終末 体 の 温度 の } 痛 濾 
を 起す の か 現在 未 解決 で ある | と 論じ て いる ( 了 臨床 病態 生理 学 2. 主 


要 症 修論 LU 痛み )。 
何れ に し て や 内 臓 感 泌 一 一 臓器 痛 一 一 が , 管 腔 性 臓 宮 
ー 一 過度 の 拡張 か , 収縮 一 一 に も と ずい て 起り , つぎ の 特性 を 持っ て いる 


平滑 筋 の 強 縮 


こと は 事実 で ある 。 

Q① 体 表 に 加え て 痛覚 を 起す よう な 器械 的 , 温熱 的 , 電気 的 刺激 等 は 内 
臓 に 加え られ て も 痛覚 を 発生 し な い 。 

⑫ 有 腔 性 臓器 の 強い 拡張 か 収縮 は , 人 為 的 に つく っ て も, また 自然 に 
発生 し て ゃ 強い 疫 痛 を 起す 。 

し た が っ て , 鍼灸 激 が 内 臓 詳 器 関 に 作用 し た 場合 , 各 臓 器 が 直接 反応 
する の は , 相当 な 強 刺 激 に より , 内 臓 筋 ( 滑 平 筋 ) が 強 縮 を 起す 場合 と 
えら れる 。 

さて 以上 は 鍼灸 閉 激 に た いす る 生体 反応 を , 特殊 感覚 と いう 画 か ら 考 察 
し , 各 組 織 器官 別に , その 発生 機転 と 明らか に し た の で ある が , 実地 臨床 

, 鍼灸 施術 に あたり , その 接触 , 容 刺 , 焼 交 に よる 生体 反応 が , 刺激 強 
度 に 応じ て 確 然 と 各 器 官 別に 現れ る も の で い 。 生体 反応 と し て の 感 藻 


\ 感 泡 が それ ぞ れ , 符合 され , 調和 し , 情緒 と * 


と いう 形 で 表現 され て くる の で ある 。 
り 9. 皮膚, 深部 知 党 重 経 線維 の 育 髄 , 脳幹 に お ける 伝導 経路 


ト の 度 憎 知 洲 線 維 は , 深部 知 営 


経 節 を 介し て 硝 棚 に 入る 。 後 


な る 内 東 と , 細か い 有 和 髄 及 び E か ら な る 外 東 


フ ーー ーー ビー 2 Fe テッ フラ テモ)ー 
人 っ て 上 下 枝 , また は 反射 等 を つく る 枝 に 


内 束 は 硝 鹿 


を 形成 する 。 上行 枝 は 途中 で = ニ ユー ロン を 代え る こと な く 上 


外 東 は 脊 航 に 入る と 同時 に ニ エ ユー ロン を 代え を 


行 し て 延髄 の 後 


/ 


駐 し て 反対 側 に 到 り , ここ で 腹 内 側 脊 儲 視 床 路 と , 萌 外 側 疹 人 


ーー ュ 日 を ー # 


電 視床 に * ぐ で o 】 


と を 形成 し て 延 鐘 


ーー で ES 触 , 圧 党 の 大 部 分 の 受 


機能 的 に : 


容器 か ら の 問 ちる 自己 受容 器 一 一 筋 紡 鍵 や 腫 受容 器 


専 束 (Gool 比 束 ) 神 
向 大 束 後 索 経 
(Burdach 氏 束 ) 


委 


第 10 図 脊 租 に お ける 伝導 路 


レン ニー っ エー に ロー コーラ 折 圧 テス ンー 
後 索 を 形成 する 線維 は , 神経 節 に 


える こと な く , 同 側 の 後 索 を 上 行 し 1 の 後 索 核 に 終る 。 後 索 に お ける 


LT 


の 欧 端 の 
c 反対 側 に 交叉 し て 
て , 延 馬 で は 
で , 腹 内 側 春 英 ネ 


“は 外側 帯 の 背 側 ( 


て , 視床 の 外側 腹 


三 久 神経 知覚 線維 の 脳幹 に お ける 伝導 経 


路 
し ヽ 


ker) 顔面, 耳より 前 の 頭 部 の 皮膚 や 口腔 の 感 藻 


月 状 館 で あっ て , 


恋 及 び 副 核 あ る い 


5 に は , 前 述 し た よ : 


=H 友 つく 志 
路 が ある が 


て 内 側 係 


*9 レ 


外側 係 踏 が 


>。 視床 の 弓 状 核 ( 膜 側 核 の 内 側 部 ) に 終る 。 細 


消失 し た 後 は 


か ら な る の が 牧 長 


腹 内 側 お よび 背 外 側 


と し て 内 側 帯 や 脊 旭 
三 丸 神経 の 伝導 
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1 8. 内 臓 感 党 の 脳幹 , 間 脳 に お ける 伝導 総 路 


内 臓 に いた る 吉 心 性 末 枯 神経 と し て は 副交感 神経 系 の 迷走 神経 お よび 


ざ 


もら よ ば れる ) ca 交感 神経 系 の 大 小 | 灯 朋 神経 


る 。 内 臓 か ら 発 する 求 心 作 

経由 し な けれ ば 
り の 知 賞 
一 孝 は 迷走 神経 


び 仙 笠 に 達し , 他 考 は 大 小 内 臓 神経 及び 下腹 


に 到達 する の で ある (この よう な 点 ヵ 


久 さ れる の で ある が , 


は 明らか に 求 忌 性 


) ゃ も の で あっ て , 内 臓 に 於 ける 終末 と 天 の ノ イロ ン で 連絡 


され , その ノイ ロン の 神経 細胞 は , 


し た が っ て , 内 臓 よ り の 求 心 性 経 > 内 須 
内 の 終 未 を 延髄 の 自律 中 枢 に 連絡 す 2 次 経路 


を や ゃ っ て 硝 髄 内 の 中 枢 を 延髄 内 の 自 委 る 脊 剛 延 髄 路 ( 仙 


蘭 延 髄 路 な ら び に 胸 腰 仙 延 髄 路 ) と が ある 。 胸 腰骨 延 骨 路 の 示 枯 性 連絡 が 
大 小 内 臓 神経 , 下腹 提 2 
に 員 系 と , 脊 本 延髄 路 系 と は , 甘 抗 的 な 意味 を る 


: ち , も し 一 考 が 拡張 の 感覚 を 伝え る も る の と すれ ば ぱ ば, 他方 は 収縮 の 感 泌 を 伝 


える よう な 関係 が 成立 する も の と 推定 され て いる 。 


内 臓 の と くに 和 』 


臓 宮 の 牙 痛 が 常に それ ら の 過度 の 拡張 , ある い は 収縮 


ー ニー リ ー 二 ラメ 


0 っ て 起 る 理由 が ここ に ある (久留 


3. 視床 一 皮質 , 視床 一 視床 下部 , 視床 下部 一 下垂 体 , 相互 の 連絡 系 に つ 
いて 

さて , 前 述 し た よう に , 各 盛 洲 器 か ら の 興奮 は , 

4 

派 の 人 々 は , 知 癌 伝導 経路 は , 視床 の 腹 側 核 の 細胞 を 経て 2 つ に 分 れ , 1 


集 り , ここ か ら 皮 質 の 知覚 儲 へ 中 継 さ れる の で ある が , 


つ は 上 度 質 に 至り , 他 の も の は 視床 の 中 の 側 坊 核 ( 腹 側 核 と は 別 の 細胞 群 ) 


左 末 )ー ミト を nn 営 F 
の レ 「 に PC 村 て ご = だ で バ H 喝 」 


(視床 ) 


AO の 


自律 
と , 脳 下垂 体 と の 連 つい て も , 間 膳 下垂 体系 と し 
し く 研 究 が すす み , Q①⑪ 下垂 体 栖 を 介し て 開 勝 か ら 発 する 


ま か ら の 経路 , ⑱) 副交感 神経 か ら 


また 。 大 脳 友 賢 に ゃ , 


及 系 (最近 


(5) 視床 下部 一 


ー ド に 科 KK 


が , 視床 下 記 5 一 | 


= た 】 
SN 


が 
玉 


さて この よう に 床下 部 ), 


位 ( 開 有 の 


に 入 っ た 外来 整 | 数 は か うぅ 


だ た っ て , 広汎 な 反応 を 起す こと # 


10. 鍼 笑 刺激 の 生体 作用 機転 


上 述 し た 仙 奮 


レ 玩 中 柳 
< 高 次 中 枢 


の レベ ル に 於 


= ん 


公 革 レベ ル に が 


朋 射 (一 般 の 反射 現 銀 


射 己 を 介し て 起 る 効果 的 な 生 促 


き が 脳 脊 髄 神 


角 の 細胞 群 は , 


*\, 神経 線維 の 
の リンパ 道 3 


め だ 」 と ゃ もい われ て ! 


こ 特 定 の 反応 点 


を 求め 。 これ を 治療 点 と し て 施術 し て いる の が 現状 で ある (治療 点 の 詳細 


に つい て 【 , 特殊 治 効 理論 中 ( 


し て の 反応 。⑳ 視 床 一 視床 下部 連 


て の 


反応 に つい で , 2 次 的 反 記 と し て あら わ 4 


部 一 脳 下 ョ 


[系 へ の 機転 は , 視床 
し る 生体 


自律 神経 系 ), . 筋 系 


系 ( 騰 奪 髄 神 経 系 , 


内 分 泌 系 (と くに 下垂 体 一 副 臣 


ヌ 応 


寄与 し て いる 。 
最近 鍼灸 施術 の 治療 効果 に つい て の 道行 き が , 新しい 医学 の 学説 と 結 


灸 刺激 に 対す る 生体 反 


) 


1 に こ な っ て いる 理由 は , 上 に 6 


応 を , 高 次 中 枢 の レベ ル で 起 る 
に 説明 で きる か ら で あ る 。 つ まり , ①⑪ の 機転 一 一 筋 の 収縮 緊張 反応 一 一 
ーー 自筆 神経 系 反応 


8 の 機電 


か ら は , サイ バネ テッ クス の 理論 が , ⑫⑳ の 


ら (ば, レイ リ ィ f 現代 や , 


応 一 一 か ら は , スト レス 学説 


に よる 生化 学 的 な 変化 に 関す る 


ご , 角 灸 施術 


- つ 一 つの 細胞 


ら 病 体 の 医学 へ , 治療 の 下 


- 対 する 生体 の 反応 で 


研究 で は , この 異常 刺激 (外因 ) 


グル ー プ と, 生体 の 反応 (内 因 ) 


ー 異常 刺激 
この に 山 / ク 


※( 放 に 外因 ) に た いし て の 治 
ゞ , 化学 療法 が これ で ある 。 


と ば チ フ スワ クチ ン , ペニシリン 等 の 治療 活 で ある 。 こ の 


いえ る 。 一 連 の 新しい 医学 の 学 


生体 の 反応 ちっ て , ウイ ナー の サイ バネ 
は , 汎 適 庶 症候 群 の 


数 症候 群 の : 


レイ リー の いわ ゆる レ と レイ リ ー 現 充 


pm を や ふもと と する ビ イ ユ コ フ の 


) 生 体 の 反応 に びび 65 


きり し た 病 源 体 (細菌 


や リ ケ テッ チ ヤ ー, ウィ ルス 等 ) で あれ ば ぱ ば, 血清 や 抗生 物質 で , 一 挙 


SS で SE の: カ る だい 旧 A、、 みこ とう うり 半 時 
CS や で き る が, RG 7 で 7 し * 場 合 , / こ と えば 著 


5 よ 炒 所 


こ ょ 精神 的 な 条 
と は 不 李 能 に 近い 。 こ の 場合 は 受け 身 の 生 体 反 応 を 


人 迄 する こと が 


療法 が 必要 な 所 以 で ある 。 い まま で の 多く の 治療 ? 


に の の つ 


症 療 法 が 


が 研究 され る よう に 
エ の スト シス 学説 は , 内 因 | 
冬眠 療法 の 
灸 施術 の 治 効 理論 , 健康 


上 果 を 解 F 明 する 上 に と 多 


観 3 


く の 示 唆 を 与え る 


且 係 に つい て 論じ 


主 な 学説 を 要約 し て 紹介 L 


第 1 節 ウイ ナー の サイ で ネ テ ッ 


1. 総 説 


サイ バネ テッ クス Cybernetics ( 


ひ ル 


ト ・ ウ イナ ー Norbert WWiener 


maunication と , 自 働 制度 < 


で ある 。 サ イベ バネ テ ッ ク > 


分 野 に わた り 鋭 い 批評 眼 と , 観察 を 
こる 広い 理解 を 基礎 
で ある 。 機 械 と 動物 


ウイ ナー は 数 学者 で , 
持っ た 人 で , サイ バネ テ 


と し て 自然 界 に ある 刺 


93 


た 生理 


CT。 衣 E( 用 レー >、) 目 を PE SE 
eSStSiuNIVS の DI ジウ が て の だ た め に 人 間 の 筋肉 学 
GAS つら:7 SGP 


徐 と 


や PE 
路 玉 ご の ふぅ) / 宣 


と と や ゃ る に , 実用 的 と な 


2 
> だ 。 そう いう 機械 の 


分 の 作っ た 結果 に 対し て , 


ょ て いる か どう か は 


= っ 3 2 


さて , 動物 一 般 , 人 間 を 一 つの 機械 と 見 る と , これ は 全く 反対 で , 


ある 動作 を する 場合 に , いろ い 


ちる が その 筋肉 は 吉 心 性 ネ 


> ラー を デコ の 需 ) 
て 働く が , その 筋肉 の 動作 は , 


9 タラ 


日 放 と デ ナ デ で 冶 有 タゴ Sg oi 
を 脳 に た える ズー ず 送 る 求 心 性 神経 りら 知覚 稚 ) ( こよ っ て 絶 す フイ シン 20 ン ク 


人 切 は 


・ 2 ンー ーー を ュ ャ ーー jr、、- ニ -)、 ス の で ラ 、 っ アバ 表 
され て ゆき , それ に よっ て 筋肉 が 正しく 働い て の る の で ある 。 交 学 通 
ー ド バック が し か ゃ 一 通り で な く , い みろ vV 、 ヽ ろ の 経 


ェ ザ エン 5 ) 


ミッ ク が 働い て いる と いう こと が ウイ ナー 進 の 研究 に 


フイ ー ド バッ ク が か か っ て い 


生生 還 和 


フイ ー ド バッ ク と, 自 働 調節 : 


利点 が ある か と いう と ー つ は 外 江 


と で ある 。 た と えば 自 働 調 節 器 の つい た 
源 電圧 の 奏 化 に 関係 な く , 一 度 は 


AR 


ググ と て ズー 


た と えば 自 働 調節 の な い 電 2 


な る まで に , ずい ぶん 長い 時 間 が か か る 。 39 > その ま 
度 が 上 っ た ら 過 熱し て 危険 で ある 。 と ころ が 自 働 , そう で 


な い の よ り , ずっ と 強い ヒーター が つい て いて , どん どん 熱く な っ て ゆ 
き , ちよ うど よく な っ た ら 電 気 が 切 れ て 後 は 自動 的 に 切っ た り , 入れ た り 
する わけ で , ずっ と 時 く あ た だ た まる 。 


自動 制御 の 理論 : 自動 制御 : 


ーー 


ょ つぎ の 第 14 図 の よう な 構成 を も っ て い 


や っ 


IP 


当 す る 。 それ に 対し て 制御 器 と いう の は , 手 の 筋肉 , 制御 され る 機械 と い 


PMS 


に , この 制御 器 が 正しく 働い て いる か どう か は 検出 


内 | H し た 結 果 あ を , 


入力 信号 と 比較 する 。 そ うし て 目的 の 動作 と の 差 , つま り エ ラー 


を 取っ て , それ を フィ ルター か ら 制 御 


る 機械 へ の 入力 に する 。 実際 に この と ころ に 何 か 


は , 少し ずれ て いる か どう か , その 差 に 


る 。 それ で , こう いう 制御 系 を 設計 する } 


性 と , 検出 器 で 検出 し た も ゃ の と , 入力 信号 


また は 積分 制御 , 効率 原理 )。 こ の 2 点 を 満足 させ る た め の 理 
論 が , 自動 制御 の 理論 で ある 。 

筋 , 運動 支配 の 自動 制御 の 機 序 : 生 価 内 で は , た え ず 物理 , 化学 的 な 変 
化 が 起 っ て いる 。 し か し 生体 の 生命 の 保持 に 不 必要 な 有害 な 変化 は 起 ら な 


いよ うに 制御 され て いる 。 この だ た め に 舞 


数 の 物理 , 化学 的 な フイ ー ド バッ 
が 存在 し て いる 。 神経 系 の 求 心 性 線 継 は , この フィ イード バッ ク の 役目 を 


担っ て いる と 茂 え られ て いる 。 そ の 適 例 が , 神経 筋 系 の 自動 制御 の 機 


0 
の う や っ o 


さて , 運動 に は , 筋 か ら 中 枢 に 向う 通信 が 必要 で ある が , この 役目 を 果 
す の が , 筋 に ある 筋 紡 経 と , 腫 に ある 騰 受 容器 で ある 。 こ の 2 つの 大 氷 器 
は , 既に 述べ た よう に , 筋 が 引張 られ な いで 紅 組 し て いる 時 に は 働か な い 
が , 張力 が 加わ る と 働き を 起 し て 求 心 的 に イ ン パ ルス を 送り 出す 。 筋 紡 経 


容器 か ら 出 た 知 玉 神 経 は 奪 剛 に 入り , 枝 分 れ し て , その 一 部 は 運 
TRI RMB 2 
で 中 継 さ れ て 大 膳 の 感覚 貧 に 達する 。 他 の 一 部 の 線維 は 奪 角 を 上 り , 小 騰 


に 入る 。 種々 の 運動 を 行う に は 筋 の 活動 が 主役 を 演ずる の で ある か ら , 前 


1 


その (6 ま か に 圧 営 , ) 月 昌 


て る ゃ る 我々 の 運動 の た め に は , いく 
1 


あっ て いる の で あり , 硝 剛 の 運動 細胞 , 


久作 を 証 正 する の で ある 。 


運動 時 の 


は 
の 検 出 系 は , 


ロ 肥 レフ ーー ー ミー で 科 長 
避 路 と みな すこ と が で きる 。 


ン パ ルス が , 硝 髄 レベ ル の 閉 [ 


に , 一 部 は 脊 儲 と 上り, 旧 小脳 ( 小 騰 


再 


様 体 の 神経 細胞 ! ヨ ヨ 動 制御 し て 


閉 回 路 の 自己 制御 カ 


に ーー ララ の < 二 
* っ て C て くぐる の で ある 。 


動作 6 


( 型 ) を 作り つつ , 同時 に それ と 並行 し て , 


] 滑 に 行っ て いる 。 つ まり 我々 の 閣 
未来 の 計画 を ゝ 


と に な る 。 こ の 生物 に 特有 な 回 路 こそ 


CCPc つ CS 


み ビ 


新 小 脳 ( 小 胞 


ゝ IZ モビ 
2 氷 ) レ 


な 閉 回 路 で ある 。 こ の 回 路 を 通じ て , 大 脳 度 質 脳幹 


* 新 小脳 玉 視 床 - っ 大 膳 肥 質 と か 


路 と 接触 


ナ 
ビン 


りり 億 | 


) 自 動 制 御 


コ 調 節 性 る 


2. サイ バネ テッ クス と 


と 。 みさ っ 、 ノ 
し だ たがい , 刺激 に た いし , 節 


ー ュ ェ に 記 1 メー で <c ナニ ェ 上 レビ ェ テー ky 
と , 一 定 の 方 向 を 示さ な い ( 非 指向 性 


指向 性 


5 生 体内 の 2 に 


低 で 起 ぅ っ て いろ る ろか 。 高い と ど べ ル の 后 1R 
前 する 。 その 干 閑 が 低い レベ ル の 回 路 起 っ で て いるか, 高い と ベル と 回 8 
限 RS の 人 


で 起 る か に よっ て , 臨床 効果 に 変化 が 生ずる 。 赤羽 氏 現 象 な ど は , その た 


- た 5 や 7 バー は 


こ は , 局所 の 小 症 と し て , 生化 学 
L を 介し て , ウイ ナー の いう 指向 性 , 非 指向 性 の 通信 系 に , 体 表 よ り 9 


BR 刺激 と し て 王 小 する で あろ う 。 


な り , 生体 の 防御 機転 を 介し 


鍼灸 激 , それ 自身 が 一 つの 障 央 


奏法 と し て 効果 を 現す こと は 


で ある が , 他 の いろ いろ な 


り 後 細 な 一 一 特に 鍼 の 場合 一 一 も の で ある こと ゃ 事実 で ある 。 し 
か る , この 後 細 な 刺激 が , 局所 的 に は 一 過 性 の 特殊 変化 を 起 し な が ら ゃ 

ドー 系 の 本 流 と な ら ず , 生体 全体 を 危機 に 陥れ る よ うな 物理 化学 的 
ょ ら ず , むし ろ , 効果 的 な 生体 反応 を 起す 事実 は こ 
神経 性 


に , 時 に 体液 性 に , また 神経 体液 性 に 千 兆 し , フィ ー ド バッ ク の 過 不足 


了 
| 
(v 
og 


病 的 組織 , 臓器 か ら の 求 心 性 イ ン パ ルス に た いし , 時 に 


馬 正 する ふ $ ふ の で ある と 巻 え る と , その 和 純 転 が 理解 


鍼 の よう な 比較 的 少量 の 刺激 が , 臨床 


間 
的 に 著 明 な 効果 を 現す の は , その 刺激 自身 の エネ ルギー の 作用 と 基 え る よ 


り , それ が フィ ー ド バッ ク に 対し , 干 沙 す る た めで あろ う 」 と の 見 解 を 述 


第 2 人 節 セリ エ の スト レス = 


説 に つい て 


50 年 , アメ リカ の ヘン チ , ライ ヒシ ユタ イン , ケン デル 3 人 の 医学 寺 
は , リウ マチ の 特効薬 と し て , 副腎 皮質 ホル モン , コー チ ゾ ザン を 発見 し 
その 治療 効果 を 実証 

し か し , この 原因 不明 の 内 因 性 の 慢性 病 で ある リウ マチ に , な ぜ コ ユー チ 


) 潮 f の 理由 / 慎 E 
ヅ ン の 効果 が あ る の か , その 理由 は 判 ! 
症候 群 
た 病気 の マリー 芝 "アデ 
ん な 7 内 (の 際 に ゃ 現れ に 


すす 9 すめ て いた だ セリエ 


スト レス 学説 が , 世界 の { に ジン NL2CGRSSNE 
は , 
1 問 較 の 上 
総 1 
ハン ス , セリエ 本 ans Selye は , 現在 , カ ナグ の モン トリ オー ル 大 学 


E 有 内 外科 学研 究 所 長 で ある 。 


ユ 
く 〇 
Co 


ら 始 め ら れ た スト レス 研究 は 既に 20 


世紀 の に 大 き な 足 跡 を 区 す で あろ う 。 
スト レス と は , ひずみ , ゆがみ の こと で , 生体 に > 


スト レッ サー (スト レス 束 


と いう 。 こ の 刺激 は , 


外傷 , 物理 的 , 化学 的 な 作 因 (フォ ル マ リ ン , 酸 や , 冶 。 不 実 , 
累 な どの 精神 的 な 働き , 感染 等 の すべ て が スト レス 刺激 


これ ら の スト レス 刺激 を 受け た 生体 は 必ず 3 つの 様相 の 反応 を 示し , 3 


つの 時 期 を 経過 し , 動き 移っ て 行く 症候 群 を 現 わ す と いう の で ある 。 
3 つの 様相 の 反応 と は , 

⑪) 副 堅 友 質 の 肥大 , ⑫) 胸 線 , リン ポ 系 の 凌 縮 ( 血 中 の 好 酸 球 や , 
リン パ 球 が へ り , 多核 白血球 が ふえ る 。) ⑬ 胃 , 十 二 指 肥 


スト レス 刺激 に より , 体 の 器官 は , 姜 縮 し た り 変 化し た りす る の に , た 
だ 副 臨 だ けが 肥大 する 。 こ の 副腎 の 反応 が , 外 か ら の スト レス 刺激 


する 体 の 防御 力 の 中 心 に な る の で ある 。 


さて , 3 つの 時 期 の 症候 群 と は 


力 を 加え た ま 


> つの 時 期 を 経過 する 


る な 3 つの 条件 を 理解 する 必 


を 受け る 期間 の 長短 長い 問 , ス 


トレ ス 刺 激 に さら され た か , どう か ) 


⑧ は , この スト レシ 


生活 現象 の 原動力 ) 


生活 環 


こと 


ィ の グ 


2. スト レス 学説 と , 東洋 医学 


1 記 及 )ー ダ を 


し ン ぅ 身 【ー32 三 


目 当 す る 。 東洋 医学 の ? 


は 。 腹 都 任 豚 系 , 水分 の 穴 で , 腸 か ら 水 だ け わ か れ , 勝 衣 に し み v 


に な っ て いる か ら 腎 と 
いか な る 病気 も , Mo 点 を お いて 治療 
を 行っ た 。 いわ ゆる 漠 。 ⑱ の 条件 づけ 因子 は 


発 天 の 原 気 は 


で は , 後天 の 原 気 に あ た 


経て 体 の 中 に 取り 入れ と (大 気 , 


の ) エ ネル ギー を 受 


ける 病 証 の 


内 傷 ) の 如何 , 沈 天 , 後天 の 原 気 の 盛 : 
る や o 


お ける 汎 適応 症候 衝 の 3 つの 反応 期 の 様相 に つい 


で は , 内 外因 に た いす る 生体 の 異常 反応 系 を 前 述 し た よ 


群 ( 陰 証 ) に 分 け , 


征 は , 大 陽 病 証 か ら , 小 陽 


上 みみ 、 た の F 呈 語 ) ン ー EZ どる ーー ニ 

か ら 小 誰 病 証 に , つい で 湊 際 病 証 に 流れ 移 っ て 
プ に 上 ん こ ー だ 。 ーー ) う 、 トロ イイ | TVt | 
No この 移り 流れ て ゆく 過程 の 症候 群 を 


の 生体 を 特 合 的 に 診 


て , 治療 を 加え て ゆく の で あぁ る 


SS 7 お 
スト レス 学説 の 底 を 流れ る 思想 は 。 この よぅ, 


四 に 相 通 ず 


58 と 1 避 
と な る と いわ れる 所 以 
で ある 。 こ の よう に 説い て くる と, 


ミ 玩 日 の 、e 
観 條 的, 


て いる の に た いし , モリ エ は 長 


重用 急 講 を 藤村)ー し と ュ た に デーブ Ng と 
動物 突 験 を 基礎 に , 3 っ の 生体 反応 の 様相 と , 3 つの 時 


B その 道 ゆ き が 騰 下 垂 作 司 緊 選 太 先 の 内 へ yy er エロ 名 
し , その 道 ゆ き が 脳 ] 民 体 副 緒 皮 質 系 の 内 分 泌 適応 現象 で ある こ と 


\LSS と 


を 科学 的 に 上 


か を 実験 し , 


SE ) > ー ギ NLAE アン 3 と 50 ak こき 
の 道 は , 口 に 科学 を 唱え る こと で は な い 。 自ら 進ん で , 


非 特異 症候 群 に 関す る 研究 で ある と いう 


ミュ ヽ 只 中 と た )ー 受 必 ム 、 - * 再 ブリ ゴ E 圧 E 思 モール テ 馬 と 
長い 歴史 と 伝 続 の 中 に , 経験 的 に 一 連 の 非 特異 症候 雑 に た いし , めき 


い 治療 効果 を あげ て きた 施術 で ある と いう 点 で 


ム 革 ニ 


の や っ o 


で は 鍼灸 施術 は , スト レス 学説 か ら , 


意味 づけ が 可能 で ぁ 


= 部 長 , 田 多 乾 


う 2 か, この こと に つい て , 国立 公衆 衛生 院生 環 


の が 大 部 分 


SE 
ちる と 思わ れる 。 


と 


病人 の 気 を お 


と 。 時 に 聞え を だ すこ と が ある の と 同じ 


両端 を 重 
ym を 旦 


キー 呈 
GO ジウ ンコ ンタ ング 


ら 。 う で の: で SS の 
て , 自然 の 防衛 反応 を 


利用 し て いる こと で ある 。 
の 現象 が 


し か し な が ら , 既に の べた だ たよ ょ うに 
人 芸 的 な 投 能 に 束 


る だ ため の 原則 


明らか に され た 今 昌 , 


TGCAND (2 に 


が 得 ら れ た こと に な る 。 


東洋 に 古来 か ら あ る 鍼灸 


まだ その 緒 に つい ヽ だ ば か り で < 3 あ っ CS 


70 の ら 


えら れ な い 現 状 近い 将来 の うち に , か な り 体系 づけ られ る 見 通 


し は , すでに えら れ て いる 。 すなわち , 著者 の 研究 室 で を た 実験 的 結果 か 


ら , 鍼 は 本 質 的 に 「 虚 」 に 対す る 「 補 」 の 術 


ちり , 灸 は 反対 に 「 実 」 に 


ーー 


が っ て , スト レス 学説 か ! 

と 人 為 的 に つく りあ 
と 利用 し て 病気 を 治療 す 
る 坊 法 に な る と 思わ れる 」 と 述べ , ( 創 元 書 , スト レス , 改訂 第 三 阪 より ) 


鍼灸 好 術 の : 


副 計 の な い 硝 に 


この 秋 症 性 変 


化 が 正常 な 動物 の 程度 に 


適応 症候 群 の 間 


と , 前 記 の 変 絡 抵 撤 と は 正 5 


反 


7 
ズー 


ーッ 


応 が か えっ 


ある 。 こ の 現象 を , セリ エ は 


交 絡 感 作 と 呼ん だ 。 こ 


E 候 群 の 時 期 か ら み て 的 拓 期 


に 生ずる の が , 交 絡 抵抗 と 異 る 特長 る 。 


ゆる 型 の 長期 の 強い 全身 釣 な スト レス 球 


対す る 抵抗 が 完成 時 期 に , 


ある 程度 の 次 絡 感 作 の 現象 が 見 出さ れる の 


鍼 の 実験 : 鍼 施術 と, スト レス 学説 か ら 検 討 する 研究 に つい て は , 昭和 
31 年 か ら , 国立 公衆 衛生 院生 理 衛生 学部 を 中 心 と し , 私 ど ふ の 教室 (東京 


理 療 ? 祭 E お D) と の ヨ E 同 3 ? 研究 を 


コー ーー うみ 、 コ ーー リー る 
すす めす で に 第 


が に 演 す る 鍼 の 尿 中 ウロ ペプシ ン 及 び 


り 研 究 報 告 を し て い 


腎 刺激 部 位 に 対す る 鍼 の 尿 中 ウロ ペプシ ン お よび 
コル チコ イド 排 洪 量 に 及ぼ す 影 響 


The Effect of Acu-Puncture Therapy to the Site of Nephro- 
Stimulation on the Adrenal Cortical System in Healthy 
Blind Stndents、 as Evidenced by wo Stress Indice 
of Uropepsin and Urinary 17-Hydroxycorticoids 
Kichinosuke TATAT and Katsusuke SERiZAWA 


著者 の 1 人 は すでに , 
届 2 直 の で 


まだ 行わ れ て いな い の で , この 点 5 


と に し た 。 


ん だ 。 か れ ら 
6 の 学生 で あっ た この 
後 の 3 日間 を 無 
ぉ いて 対 央 と 
2 閣 に こわ け て , 変 互 


6 名 を 3 名 ずつ に 2 和 群 に わけ , 
処置 に お いて 対 則 と し た 。 また , 他 の 群 ( よ 最初 の 3 
し , 後 の 3 日間 は 鍼 治療 を 加え た 。 こ の よう に 6 人 の # 
に 処 置 と 無 処置 と を 施し た 理由 は , 全く 日 間 変 動 た と えば 天候 の 変化 な ど 
の 日 々 の 条件 の 影響 を 要因 分 析 に よっ て 分 離 で きる よう に する た めで あっ た 。 


刺 鍼 の 部 位 に は , 杏 く か ら 東 洋 医 術 で 重視 する 生体 の 先天 の 原 祭 (人 間 の 生命 力 


の 逐 敗 


己 
は 5) 
o 


レ ョ 


s 起 の 下 , 
St の: 


1 


イン : 


ィ 70@ 


験 に 用 いた 多 0 っ 4 番 
4 は 施術 中 の 写 


を 使用 し た 。 第 
以上 6 0 

の 6 日 間 , 2 

量 を 測定 し た 。 


コル チコ イド ( 


補 ) 一 


者 に 対す る 施術 は , 


その ウロ ベ ペプシ ン ま ネ 


ウロ ペプシ ン は すでに 


よ お ジ - グ ルク 


ロニ ダー で ゼ に よる 


邊 稔 約 0.22mm, 実測 長 人 85cm, 青木 実 意 商店 製 ) 


すべ て 15 一 16 時 の 間 に 行っ た が , それ ぞ れ 
$ よ び 17-OH コル チュ イ ドド 含 


了 治 3 日 対 照 日 
人 K 425 428 410 | 332 376 308 
W 586 586 640 | 667 910 257 
H 427 372 574 | 283 396 475 
O 525 3 744 | 756 630 790 
4 ei1273C50'WISHG8E 2057S2IN 
E 485 593 671 | 666 686 906 
平 均 | 462 | 529 


ィ ド 測定 法 。 すなわち も Porter Silber 法 ( 


結 果 と 考 窒 


その 平 才 


2 表 の ょ 2 


2 ー: 
? 2 芝 


で 4627/hr, 


が 対 妥 日 に 比べ て 約 低 か 


チュ 


つ / こ 


の 答 日 の ウロ ベ プ シン 排 


T (治療 差 ) | 


D( 日 券 ) 


B (個人 差 ) | 


の 9 
DxB 
51 


T〒xDxB | 


TFTDB 


609.7 
12920.8 
82.5 


1142.2 


965.3 | 


317.2 | 
| 16444.3 | 


日 で 5297/hr あり , 鍼 刺 日 の 値 


固 人 差 ふ 高度 
= (P<<0.。0198 
その 他 晶 に よる 個人 の 値 に も 
差 が あり , (DxB, P<0.05), 
こよ る 個人 の 反 褒 の 


差 は 高 と に 有 渡 で あみ た @M 
xB, P<0.01)。 第 3 図 は 対 
軌 の 3 日 間 の ウロ ペプシ ン 排 


光量 の 平均 を 100 と し た 場合 


2 ) 了 + 同 |」 
の (4 日 」 し 


AFH ト 


避 ト 
! 口 


た が (P 王 0.01), 


EE お 
さこ 


あ る 5)6)7) ご 


ルギー 性 の 変 伯 に は , コル チ 


利 で ある が , 高 


- と が 明らか 1? 


ラロ コル チコ イド の バラ ンス の 問題 $ こ 


第 3 表 鍼 治療 日 6 日 ) と 対照 日 (2 日 ) の 
灰 中 17-OH コル チコ イド 排 (mg/24hr) 


| iR25 目 照 日 
6.82 0.58 | 0.95 0.85 
1 1.13 1.25 1.01 
0.45 0.30 0.53 0.46 
1.42 Oo 際 計 陸 電 条 内 。 1.10 
0.98 0 0.85 
0.54 0.63 0.81 0.66 
平 均 1.68 | 1.87 


第 4 表 17-OH コル チュ コイ 1 ド 排 人 量 7 


f | SS HOKENISZSEAN F 
0.0532 | 1 0.0532 | 6.33 6.66* 
0.1520 | 1 | 0.1520| 18.09* 
2.0456 | 5 | 0.4091| 48.70* 
0.0234 | 1 0.0234 | 2.78 
2 に OS02802 朋 9 0.0056 
DxB 0.0704 | 5 0.0140 | 1.66 
TxBxD| 0.0422| 5 0.0084 
TDB 2.4148 | 23 


多く の 因子 が 複雑 に か ら み 合っ て いる で あろ う が , 少く と ゃ 模型 的 に は , 上 記 の こ 


と は 確実 で ある 。 


ー の ーー で 
この 宮 叶 で, 


向 へ か ら だ 


の 術 と し て 


の が 本 質 で あ に 反し て , すでに えら れ た 動物 実験 の 


結果 か ら み て も , 入 は の 術 と 動く よう に 思わ れる 。 し た が ら 」 て 。 ご の 
[ 補 」 と 「 得 | の 術 を 注意 深く 記 用 すれ ば 非常 に 多く の 性 質 の 相 異 る 疾病 に 治療 交 
の ずる こと が で きよ う 。 し か し な が ら , ふも し その 応用 を 誤 れ ば , か えっ て 疾病 


れ の ある こと も ゃ 確か で ある 。 すなわち, 鍼 と 舌 と いう 大 来 か ら 東 
た 治療 法 は , 漠然 と 用 いて す 効く , いわ ゆる 万 能 療 法 で 
と 禁 避 を ふつ 利 妃 で ある こと を 銘 記 し な けれ ば いけ な い 。 そう し 
を 明らか に する た め に は , 二 士 の スト レス 学説 が 大 な よ 
る こと る ゃ 確か で ある 。 し か し これ ら の 問題 の 解決 は , 決し て 短 月 日 で 


は 乱 成 きれ な いで あろ う 。 しかしながら, 
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て で, 鍼灸 療法 は 近代 医学 に 仙 し て , ある い は 近代 医学 を 越え て , 人 間 の 幸福 に 。 
だ た が っ て 人 人 類 の 福祉 に 貢献 で きる こと を 忘れ て は いけ な い 。 


6 人 の 健康 青年 男子 を 用 いて , ' 腎 に 影響 する 経穴 へ , 
の さい の 副 臨 肥 質 の 刺 


コイ ド 量 か ら 判 断 し た と ころ , 


要 約 


か な り 強 い 鍼 剰 を 施し , 


この よう な 鍼 刺 術 は , 


ら だ を 傾け る こと , いい か える と 「 補 」 の 術 と し て 役立つ こ と が 明らか に され た 。 
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9 る や o 


三 十 昌 発行 ) 


この 実験 結果 か ら は , 尿 中 の コル チコ ステ ロイ ド と ウロ ペプシ ン が と や 


に 鍼 刺激 に さい し 減少 する と いう 多少 な り と も 予期 に 反し た 結果 が で た の 


で あ る 。 


と いう の は , 


また この 問題 が ある 程度 解決 され は じ め 


※ れ 方 を , 24 時 間 尿 中 の ウロ ベ プ シン と 17-OH コルチ 
スト レス を 緩和 する 方 向 へ か 


この 実験 成績 が で る まで は , 作業 仮説 で は あっ た 
が , 鍼 激 は , スト レス 刺激 と し て 生体 に 働き , 
量 を 増加 させ る と いわ れ て きた 。 つ まり いま ま で の 考え 方 と 逆 の 実験 結果 


副 菅 放 質 ホル モン の 分 泌 


刺激 が も と に な っ て , か え 


れる 状態 に な っ て も ゃ , 決して イ , 


トレ ス の 関係 に つい て は 


: と 反省 させ られ 


いや ゃ も の で あっ て も ゃ や , 前 
する 支 向 に 働い て いる 


証 さ れ だ た の で ある 。 


スト レス 学説 2 


その 背部 に 点 灸 し , こ 


の 処置 を 6 週間 継続 し た 。 そ の 間 , 
た 。 つ いで つぎ の 1 週 す な わ ち 処置 を は じ 
いて , 第 8 週 に 両 知 を いっ し ょ に 3 
さら し て か ら 六 死す る まで の 時 間 

の 動物 を 解剖 し て , 副腎 の 


は か っ だ た の で ある 。 


と 肝臓 中 の アル カリ 性 フォ ス フ ァ ター ぞ ゼ の 


この よう な 実験 方 法 で , 


灸 の 副 夏 友 質 へ の 


討 し た 。 す な わ ち も 寒 准 中 の 動物 の 生存 時 間 , 
デル カリ 性 フォ ス フ ァ ター ゼ の 含量 で ある 。 
た 20 量 肖 の ほう が , 副腎 友 質 の 活動 が は る か に 強い こと を と 33 
て る 決定 
また だ た, 最近 九州 大 学 の 井村 愉 と し て 1 区 あ た 
) 7 日 に 5 壮 の 点 灸 を 2 日 か ら 15B どく 
立場 か らし ら べ た 。 
まず 血液 学 的 変化 と し て は , 全 特 血球 数 は 増加 し , リン パ 球 と 酸 好 性 自 


血球 の は 減 らち 7 に SSS た 。 さら に 副腎 1 
層 が 肥大 し , その 活動 が まし た こと を 示唆 する 組織 像 を 呈し た 。 し た が っ 


また 脚 
証明 し た 。 


や と 


和 L だ 


て 血液 学 的 に や 。 
ッ サ ー と し て 働く 
以上 は , 20 昌 衣 , 
な 20 日 に 

体重 と し て , 米粒 大 の 英 2 
最強 の も ゃ の で この 
井村 
り 5 壮 と いう 量 も , 
まで も な い 。 和 焦 施 6 
件 で ある 。 以 上 の よ うな 点 か ら > 
著者 (左沢 ) 等 は , 
井 博 士 を 中 心 と す 


テ 


人 っ 0 


大 黒 


| 
(5 


化 施 


SU 


(は, 


に 用 v 
算 す れ ば 


博 十 


6 
前 に 述べ た 連 


E 同 補 


は 3 
田 多 : る 3 f 究 と 【 


対象 と し ヵ 


た いし 米粒 半 大 の 文 と いえ ! 
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舌 し だ こ 


た だ 施 笑 の 下 


Sa RA 


や ぅ 


すべ て 施 灸 


体 の 小さ 


ず 。 人 間 に 換 算 し て みる と , 50kg の 
に こと に な る 。 人 間 の 施 多 法 と し て 


相当 する 。 


最高 度 ま の ) 


り 


表題 と と ゃ も 


$ ゎ と ( 
し て 昭和 32 年 


ィ 77 タ 


か ら , 


る 方 向 


激 す 
さて , 紹 
呈 床 的 意識 
術 は 副腎 活 
動 を 傾け て 
灸 施術 は 況 


東洋 医学 の 


総 
ピ ギ / 全 り 選 2 


0 


近い 将来 そ 


支所 


動 を 促 : 


か か り , 十分 な 成績 を 得る こと が で き な か っ た 。 そ の た め 施 灸 の 人 体 実験 
に つい て の 研究 方 法 の 報告 に と ど め た 。 その後 この 方 法 で , 国立 公 上 衆 衛生 
院生 四 和 町 生 学 部 コー ニ 著者 ( 革 沢 ) の ※ と を ※* 結ん で 研究 が すす め られ て いる 


を 報告 する こと が 信じ て いる 。 


9 や 2) ご と - 
これ を 要する に , スト レス 学説 と 灸 施術 と の 関係 に つい て の 人 体 実験 の 


〒 


折 の 活動 を 刺 


ちる が , 動物 実験 か ら は , 施 灸 に より 副腎 上 


ぐ く 


に 働く 


放さ れ て いる の で ある 。 


話 5 と うな 鍼灸 施術 の 実験 成 # 


が 見 出さ れる か と いう 


が 


[の た Re どの ま 敵 8 
活 


て 働く の が 鍼 の 本 質 で あり , 


レ に の / た の 


と , 鍼 施術 は , 副腎 活動 を 抑制 し 


1 了 の 


昌 


する 。 つ まり 鍼 施術 は , 


スト レス 緩和 の 方 向 へ 体 の 


ゆく 。 東 洋 医 学 で いう 補 の 術 と し 


の 術 と し て 働く の が 本 質 で ある と いう こと に な る 。 
治 病 原理 は , 虚 証 に 対し て は 補 術 , 実証 に た いし て は 海 術 を 


加え る 。 こ れ が 治 病 に た いす る 刺激 の 加え 方 の 2 大 原則 で ある 。 し た が っ 
Es 銚 用 灸 を で それ る ぞ て = れ の 臨床 の 場 ( こ 於 て , 上 手 に %* 合わ せ ぅ 注意 深 V * 竣 
療 を お こ だ と いう 性 質 の 異 る 多く の 導 病 に 有効 で ある こと は い 


ふる し いっ た ん 応用 誤 れ ば , 病気 を 吉 化 さ せる お おそ 


年 . 「 ス トレ ス 学 説 と , 鍼灸 施術 ] に つい て は , 医学 博士 , 田 多 井 吉 之 助 著 
スト レス (0 書 ) 13. 「 東 洋 医 学 と スト レス , 鍼灸 の 実験 」 


第 3 館 レイ リー 現象 に つい て 


説 


1]. ReillY は , フ ラン ス 侵 査 論 学 派 に 属す る 医学 者 で , 1920 年 
ス の クロ ー ド , ベル ナー ル 病 院 の 研究 室 で , 過剰 刺激 症候 群 , 


また は レイ リー} 
と は , [生体 反応 の 主 


学 の 研究 を すす め て いる 


すめ で 1 


6: て いぬ め 。 フラ ンス 和信 


に ビデ: 


納 学 派 
F つ 」 と いう 思想 の 上 に 一 連 の 医 


シタ の 


後 疾患 の 研 


の グル レーブ で 。 ルー リラ クッ ョ ( 術 修 


究 モザ ンジ = ( 開 脳 下垂 体系 の 組織 学 の 研究 ), ルッ シィ ( 開 有 症 候 群 


の 研究 ), レイ リー (自律 神経 , 候 妖 の 研究 ), ラ 
ボー リ (人 工 冬 眠 療法 の 研究 ) 加 
眠 療 法 で , 世界 的 に 有名 な 医学 者 


レイ リー の 研究 や, モリ エ に 


さま の 急性 伝染 病 で 死亡 し 


自律 神経 に 直接 , 局所 的 に 加え られ る 強い 各種 各 様 


の 刺激 が , 特殊 な 性 質 の 反射 に よっ て , 特に 面 * 


AS 
* で 三次 的 に 種々 


妥 の 笑 質 障害 を 生ずる 。 
加え られ る 刺激 が 人 従来 の 生 } 


普通 用 いら れる 刺激 に 比べ て , 


刺激 に た いし , これ を 防ぎ , 自分 
呈す る 。 この 反応 に つい て , も セリエ は , 下 亜 価 


が 主役 を 演ずる と いう し , これ に 対し て レイ 


か 宇和 フ ハ クル ょ + て マツ ニム / ん 一 
第 一 杉 の 役割 を 受 持 ち , 内 分 泌 系 は , 第 


- チ 


この よう な こと か ら 最 近 は , レイ リー, セリ サエ 症候 群 と いう 
術語 が 現われ て きた の で ある 。 つ まり 外 か ら の る タ 答 種 各 様 の 刺激 に た いし 


生体 は まず 第 一 


ィ 


され な いよ うな 体制 を 整え る が , 時 の 経 


る だ た め の 持 久 態 勢 を と る よう に な る の だ と いう の で ある 。 し か し この 外 ヵ 


周 と と も に 徐々 に 下垂 体 副 緒 皮 質 


を 移し , 外 か ら の 刺激 か ら 自 分 の 体 を 防ぎ 守 


数 が 広い 範囲 に , さら に 長い 期間 生体 を て いれ ば , つい に 内 分 


その 病変 は 軽重 さま ざま 


っ た 臓器 に 病気 を ひ : 


AH Vー 


出血 , 壊 


宣 。 白血球 の 遊 着 , 血管 の 


ら 超 る 一 連 の 変 化 で ある 。 
その 2 は , 非 恒常 性 で ある 。 交 感 神 経 に 加 を られ た 引 \ 7 


ば , A. B. C.D 等 の 生体 に 対し , 同じ 強 さ で 働い て や 血管 運動 神経 の 


醒 ] 


き は , A. B.C. D そ れ ぞ れ 個 体 に 


ら 。 現れ る 病変 は , A.'B. C. D. それ ぞ れ 異 り , 第 に 等 し は な い 5 


その 3 は , 非 特異 作 で ある 。 刺激 は 特殊 な る の で 


た 


うこ と は な い 。 過剰 刺激 と と 


ミ き が , 生理 的 限界 を こえ た 過剰 刺激 で あ 4 


呈 ノ 


5 刺激 を 受 を けた 場 ) 所 か ら 所 く 
(3 た 本 YA の た 


s き の 過 剰 刺激 に よる 病 的 反射 6 


これ を 実証 し て いる 。 
2. レイ リー 現象 と 鍼灸 施術 
以上 は , レイ リー 現象 と 四 大 特性 に つい て の 要 約 ? 


人 は , 鍼灸 施術 の 治療 効果 に つい て の 機 


か し , これ ら の 特性 は , 鍼灸 の 効果 を 解明 する 上 に 必要 な 要件 で あり , 大 


笑 施術 の 効果 の 多 


に 応用 され る と いう 事 


こ 局 所 


3 こ 反 応 が 起 る 


広 散 は は 


角 灸 施術 に よる 生体 反 記 | 


痢 (気温 や 気圧 の 秦 化 ) 


ッ > モア > 全員 | ナー ナー- と 
る 旋法 を 創 楽 し た 。 た と 


働き ゃ 低下 し , 


よう に 外界 温 有 


の テ ご ょ こ ツ 日 を 保ち 
温 血 動物 が 【 等 の 影響 を 受け ず , 一 定 の 体温 を 保ち 
IL ラジ ソ 2 


物質 代謝 の 働き 
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SW 5 


血管 お よび 多く の 問 定 系 
れる 


自律 的 に 働く と いわ 』 


神経 は 一 家 の 主 人 で 外 と の 交 


の 最 や 新しい 施術 , 鍼 


ゲイ ュ ラ の 大 脳 度 質 , 


ウィ コ フ 氏 . bykov 


ピン 4 ァ デ の / ン テ 
よ , 条件 反射 学研 究 方 法 に より, 大 脳 友 質 の 中 に 


に 結び つく こと を 明らか 


き に よる の で ある 。 こ の 場合 , 副 変 感 神経 は , 体内 の 栄養 物 貯蓄 , 同化 の 


生体 の 自 


は 現在 ツ 連 ア カ デ ミ ー, 


する 過程 ) . 


を 実証 し , ヴィ コ フ は , パフ ロフ の 研究 方 法 を 用 い 
えば 胃 腺 , 腔 臓 , 肝臓 , 


どこ 2 


RS 中 臓 , 
生 反 射 を 作り 出し , 
E と , 条件 反射 的 


の 活動 の 変化 に た い 1 
る 諸 臓 妖 の 働 大 脳 
の ye 


証 パブ ロフ の 条件 反射 学説 に つい て の 艇 説 は 。 生理 
2. ヴィ コ フ の 学説 と , 鍼灸 施術 


洋 医 学 に 於 ける , 治療 の 原理 は , 補 湾 の 法 で あり , 科 は 興奮, 


見 出し , 近年 , ツ ビ エッ ト , 中 共 , さて は フラ ンス , ドイ ツ 等 で , 新しい 


第 5 節 ンタ ーー と の 新 し い - 炎症 論 ! ー ン SLK て 


メン キン Valy Menkin は , アメ リカ , テ ン ッ 


て 


症 の 生化 学 機転 追及 し て いる 医学 者 で ある 。 
共 定 と は , 刺激 物 ( 催 茨 物 ) の 作用 に よっ て 


防衛 反応 で あり , 刺激 物 に は ひろ く 生 物 * 


が ある と いう 。 
また 刺激 物 の # 
血 ) し か 起 さ な いも の も ある し , 多量 の 肛 形 成 , つま り 化 膜 を 起す $ る の や 
ある と いう 。 
特に 人 体 の 世 症 は , 刺激 物 に よっ て ひき お こさ れ た 強い 細胞 傷害 の 現れ 
で あり , 局所 の 血管 , リン バ 管 , 組織 細胞 の 複雑 な 反応 群 か ら な り , 有害 
な 刺激 物 を 敵 症 局所 に 固定 し , さい ご に は , これ を 破壊 し て し まお うと す 


K こ や っ と 認め られ る 程 


局所 を 犠牲 に し 


て 全身 を 守る と いう 免疫 学 的 な 入 み を も っ 7 


熱 に 安定 で あり , 拡散 性 で , 


毛細 血管 の 


症 の 際 , 血液 中 か ら 証明 され , 牡 環 白血球 を 増加 さ 6 


を 循環 し な が ら 骨 髄 に 働き , 崩 科 性 の 


炭水化物 群 を ゃ 


る 。 基 症 の 際 の 発 
共 症 の 際 に は , 以上 の よう 季子 が 傷害 され た 細胞 か ら 遊 離し , ま 
ee 


吉 な など) が, その 者 に 集 っ て くる 。 つ いで , 血 中 の アル プ ミン , 


ルン 4 


この 血管 外 に 透過 


レ 7 こ ン ボ キナ ー ゼ ぞ や や や, ネ 
クロ シン が 働い て 凝 固 機転 が 促進 する 。 リウ コタ キシ ン は , [ 管 系 と 同様 


に リン バズ 管 の 遂 


高め る か ら フ ィ ブ リノ ー ゲ ン の 一 部 と , ネクロ シン 
は 次 第 に リン 管内 に 移行 し , ここ に 線維 素 血栓 を つく っ て , リン ボ 管 は 


や が て 毛細 血管 の 方 に ゃ ぁ 


られ , 共 症 の 病巣 は 周囲 の 健 


ら 分 け 隔 て られ る と , そこ に 新しい 局所 性 の 牡 環 
多 因子 ) の 働き に より , 百 血 球 が 集 っ 
だ 1 英 物 を 項 な ト 食 Ryo め ( に 区 症 の 病巣 に 集 ちる で Sa28 


な お 敵 症 の 修復 反応 に つい て , メン キン は 「 傷 害さ れ た 細胞 か ら 一 つ あ 
る い は 数 種類 の 発育 促進 物質 が 遊 見 さ れる こと に よっ て , ひき お こさ れる 
反 褒 と で ある と 結ん で いる 。 
2. メン キン の 交 症 論 と 鍼灸 施術 
さて , 鍼灸 施術 は , 非 生 物 学 的 な 刺激 に より , 施術 局所 に 一 過 性 の 小 類 
定 を ひき 起す 。 特 に 焦 の 場合 は , 相当 高度 の 症 て 火傷) を 起す 。 し た が 
> 施術 局所 の 傷害 細胞 か ら 量 の 多少 は 別 と し て , メン キン の いう 「 科 


定 の 化学 因子 ] で ある リウ コタ キシ ン , 工 . P. F、 ネ クロ シン 。 パイ レシ 


ド 還 
ヽ ン 


キシ ン 等 が 遊 見 する も る の と 考え て 差 麦 えな か ろう 。 も し そう だ と すれ ば ぱこ 
れ ら の 化学 因子 が , 鍼灸 施術 の 消 交 効 果 と いう 面 に プラス し て いる と 信 ぜ 
られ る 。 特に 焦 施 術 に お ける 白血球 雪 の 増 多 現 象 は 著 明 な も る の が ある 。 そ 
れ が , 火傷 に よる 熱 看 白 の 血 中 吸収 と いう 面 か ら 当 然 現れ て いる 現象 で は 


ある が , 同時 に L. P. F. の 働き ゃ も 加わり, 増 多 現象 が 倍加 する も の と 


. 寺 え られ る 。 


⑫) 刺 鍼 部 の 周囲 に か な り の 広 さ に 


、 記 多 っ > と 


テ 昌 昌 キモ テン て 寺 ? 訂 の 
る 間 は 定常 的 な 電 ? 


地 は , 生体 内 に あっ て や も, また 体 の 外 に 切り だ し 


nm の どの 2 点 か ら 不 


は 10 と 30mV で 
これ は 白 血 茹 
ふも っ て 和 白 血 球 が 


集合 する こと の 理由 カ 


鍼 を 素 し た 部 位 ( 筋 , 


筋 に 和 刺 鍼 し た 区 引 
刺 ec 中 必 と し た 険 性 電 気 参 に より 興奮 伝 導 の 昌 害 きれ た 模型 図 
刺 鍼 部 に お ける 三 相 性 , 単 相性 の 動作 電流 ( 証 沢 , 藤田 ) 


貧 傷 筋 の 表面 電位 模型 図 


第 Y 聞 鍼灸 な 胡 外 術 の 治 効 理論 商 


第 1 節 鍼 施術 の 一 般 治 効 理論 本 


鍼 施術 は , 東洋 に お ける 経 ! 


じ め ら れ た の は , 明治 35 年 以後 の こと - 


イン 炒 神 病 。 
ン 本 1H7 内 = 学 安 


-」 と 題し て 報告 し , 日 本 に お ける 


モー クト ュ っ 


施術 方 法 に つい 


AS 
説明 し た 。 つ いで 医 


香 述 し , 婦人 病 と 四 


応用 に つい て 論じ 


9 エエ 昌 上 と 7 計 - 志 = と 到 呈 】 一 = 
トッ ド 氏 帯 と 婦人 病 と 題し て 謀 


 -FHF 


デ 、 と > うう さ ] 
ーー と 語 っ ヽ ッ ト ド 氏 帯 の 


本 項 で は , 明治 以後 今日! 


ミ 0.2rmmrm の 生 


ト 10 20 の 


『 土 は , 小児 鍼 の 実験 的 研究 を 行い 鍼 治 
の 科学 的 研究 を 成 し と げた 第 一 人 者 で ある 。 博士 の 研究 は 広汎 に 洒 り , 精 


ョ ゴン コー 


前 を ジ 言 じ 9 ど ぅ 


1 


20. 


28. 
小児 鍼 の 生体 に お よ ぼ す 以 上 の 変化 は , 
態 を 起す た めで , な お この 際 小 児 鍼 に 


させ な い 。 


Re 
ン 


児 鍼 は , 家系 の 正常 凝集 素 を 増加 させ る 
小児 鍼 は , 家 各 の 正常 溶血 素 


品 か に 増加 させ る 。 


小児 鍼 は , 家 束 の 免 商 北 


小児 鍼 は , 家 束 の 有 


小児 鍼 は , 人 体 また は 


変 は 幼 若 家 東 で は 成 烹 家 系 に 比 


し 。 や や 強い 場合 が 多い 。 し か し 人 間 で は 幼児 と 年 長 児 の 聞 に その 


差異 を 認め な い 。 


小 児 鍼 に よ よる 皮 民 血管 の 収縮 現 タ 梨 は , 可 了 部 皮 0 
トロ ピン 注射 に よっ て 増強 し , ヒョリ ン 注 射 や 交 感 神経 切除 に より 


減 加 ま た は 
小児 鍼 は 大 脳 表 画 の 血管 に 対 し , 収縮 作用 を 呈す る 。 
小児 鍼 は , 小腸 表面 の 血管 に た いし , 拡張 作用 を 呈す る 。 
小児 鍼 は , 小腸 運動 を 減 詳 する 。 

小児 鍼 は , 家 束 の 血圧 に # 


鐵 す る 場合 も また 同じ 。 


を 切断 し て 施 


小児 鍼 は , 家系 の 呼吸 に 明 


小児 鍼 は , 宗 和束 の 体温 に 】 


っ TLHI FX& 全 ロ テ 
小児 鍼 は , 宗 束 の 人 色 りこ 排出 攻 上 月 E ダッ 


興奮 させ る 作用 も 重要 な 因子 と な る 。 


また 小児 多 は , 普通 施 鍼 と 異 り , 刺激 療法 で は ある が , 非 特 


82 ニー 


と し て 和 看 白 体 療 法 ) や , 笑 に よる 刺激 療 小 と 異 り , 一 種 の 変調 療法 で , 双 


じ だ が っ で 葬 


い 皮 膚 科 激 を 応用 し て 生活 機能 を 高め る も ゃ の と 


児 や 小児 に 応用 する こと の で きる 東 


四 的 な 方 法 の 一 


> で ある と 結論 し て いる 。 
博士 の 研究 は , 前 述 し た よ 
裕 は な い が , 鍼 施術 の 治 効 機転 を 
に 供し よう 。 


① 小児 鍼 を - 


日 日 


る と を 問わ ず , と ゃ ( 


れ が 幼児 で ある と , 年 長 児 で 


自 血 球 の 像 が 一 定 の 変化 を し めす 。 その 変化 は , 


義 あ る 好 忠 球 の 増加 , 特に アル ネッ ト 氏 の いわ ゆ < 


( 幼 若 型 の 元気 時 盛 な 好 中 球 ) の 著しい 増加 を きた す 。 


の ) 


能 が 魔 絶 きれ て いる 場合 は , 


し た が っ て 小児 鍼 の 刺激 は , まず 皮膚 


が 刺激 部 位 に 相当 する 交感 神経 幹 餅 に 達し , 筋 内 で 交感 神経 固有 の 境 忌 性 
神経 に 達し それ より 末 柄 神 
に 達し , これ を 刺激 し て , 機 


ま て 造血 器官 
二 を 高め 新生 され た 好 中 球 を 血液 中 に 送り 負 


す も の で ある 。 


( セ ) ジン パチ コト ニー 状態 に お ける 施 鍼 の 長 
G) 交感 神経 節 を 切除 し て , その 機能 を 魔 絶 させ 施 鍼 す る と , 血液 像 の 
変化 を 起 さ な い 事 実 か ら 見 て , 「 施 鍼 に よる 好 中 球 の 幼 若 型 増加 は , 

交感 神経 の 媒介 に よる も の と 考え られ る 。 


ほ 葵 し 易い 状態 の 時 , 施 鐵 す る と 


そこ で , 交感 神経 が 正常 時 より 


正常 の 場 : 合 に 施 鍼 ] する より や 


が 明らか に され た 。 


方 法 は , 兎 の 耳 の 静脈 へ ,。 アト ロ ピ ン を - 


1 時間 , 3 時 間 , 


20 巡 より , 25f 


な い 束 ) で あれ ば , 


増加 し , . 40 て 502 以 上 ( 


0) 血管 の 広 径 に 友 ほ 
G) 家系 の 耳 を 毛細 管 頭 徴 鏡 下 に 固定 し て あら か じ め そ の 皮膚 に 分 布 し 


クロ メー ター で 測定 し て お いて か ら , 北部, 


の 


て いる 血管 の 太 さ を 


腰部 , 耳 等 に 皮膚 鍼 を 施し , 血管 の 広 径 変化 を 測定 し て みる と , 施 


鍼 を は じ め る と 同時 に 血管 は 縮 少 し , すく な き は 2 割 , 多い 場合 は 
75 くら い に 狭 く な っ て し まう 。 こ の よう な 変化 は 動物 の 個性 に よ 


り 程 族 の 相違 は ある が , 


する 。 す な わ ち 神経 幹 4 
し て ゃ や, 


(⑫) 


過 性 1 


実 画 血 管 や や, 小腸 血管 の 広 
大 部 分 は , 脳 の 表面 血管 や , 小腸 血管 


(に 流 和信 する 


3. 鍼 の 生物 学 的 研究 
⑪ 皮膚 鍼 


ロー ジス 性 変化 を 起す 
ジス 性 変化 を 起す 。 こ の 最 盟 合 管状 骨 長 


和 計 有 照 の ! と NE 
照 の も ゃ の に 比べ , 減少 する の を 認め た 。 


記 (皮膚 
た の 如何 を 


AT JE )ー 
年 状 育 に 区 


物 に 比 し 増加 する 。 


に 対し , 


を 施術 する 


⑳ 
sg に 洗 し 2.0g を 与え て 


⑤ 


過重 に 施 ・ 


1 
し 密接 な B 


⑯ 太陽 光線 を # 


この 


) 


EVA の 法 


ジス 論 化 を 


証明 


し か し , その 傍ら 一 定量 の 皮 肛 


を 成熟 家 束 に つ ハ 


を 行う と , 前 記 の 組織 学 的 所 見 に 全く 一 致し て め 
の は , や や や 鞭 明 に 日 を 追う 9 32 放 9 
や 普通 鍼 を 施し た も の は 
この よう に 施 鍼 は , る ば か り で な く , 
さら に 兆 # で 起 っ た 血液 アジ ドー ジス に 対し て な お これ を 
拘 宙 する こと を 証明 し た 。 
4。 鍼 の 薬理 学 的 研究 , 寺田 文 炊 郎 博士 の 実験 
刺 鍼 に よる 組織 損傷 と , 洪 離 アミ ノ 酸 に つい て 
: 昭和 27 年 , 日 本 大 学 歯学 行っ た 実験 研究 


何 す る と , 


施 鍼 家 東 の 血液 像 に つい て , 
刺 鍼 家 束 は , 刺 後 3 て 5 時 間 で , 血液 像 変化 が 最高 に 達し , つい 
で 正常 に が か える 。 


その 変化 は , 百 血 球 が 著しく 


好 中 球 が 増加 し, 


増加 し , 赤血球 に は 変化 が な い 。 


血球 は , リン バ 球 は 減少 する 。 他 の 


求 に は 変化 が な い 。 


変化 は , コー チ ゾ ン , A.C.. 耳 が 血液 像 に 及ぼ す 


施 鍼 家 素 の 血液 に は , コー チ ゾ デン, ACT 耳 に 似 た 作用 が ある 。 


両側 の 副 臣 を 摘 軸 し た 自 汽 は , 


低温 中 で 5@ は 速 か ( 
質 ホ ル モ ン や , AAC 下 H 注 射 を する と, 死ぬ まで 


死ぬ が , 副 匠 


で の 限 \ 聞 が 】 尋 ・ 


や AC〒 紅 に 似 た 作用 が ある 。 


と 同様 ヒア ロニ ター ゼ (ヒア ロン 酸 


作用 を 抑制 する 作用 が ある 。 


0 
テル サス 現象 を 押 制 する 作用 が ある 。 


に 馬 血 清 を 数 回 注射 し て か ら , 最後 


押 清 注射 を する と , そこ に 硬 結 の 現れ る 現象 を いう 。 こ の 


理由 は , プレ ルギー 性 が ある た め だ と 解釈 きれ て いる 。 


ュー チ ゾ ン や AC 工 耳 を 注射 し て ある 動物 , 尼 で は この 
ら な い 。 そ こと で コー チ ゾ ン や ACT 了 旨 , を 挑 ア レル ギー 性 作用 を や 


は , アル サス 現象 を 認め る こと が で き な い 。 動物 に 拭 了 レル 


2 を で うと が わが る 。 


ー チ ゾン , ACT 甘 の 作用 と 同様 , 尿 量 減少 が 起 る ( 家 各 に 


ー チ ゾン , AC 華 甘 と 同様 の 方 向 の 作用 


以上 ① て ⑤ の 結果 か ら , 


を し めし , コー チ ゾ ン , ACF 了 理 と 同様 神経 痛 , リ ウゥ マチ に 効果 の ある こ 


と が わか る 。 


B. 喘息 . ジン マシ ン , 胃潰瘍 に た いす る 鍼 の 治 効 機 友 に つい て 


ィ ZE ハ ぅ 


2 薬 理学 的 に は 


だ と いわ れ て いる 。 
2 分 解す る Dio アー ゼ が 不足 し ~ 
時 に 1 ら の 義 気 こ こ た だ たい し 効果 が ある こと 


は B この 鍼 の 効果 に つい て 


その 機 序 を 楽 理 的 に 研究 し 


G) 施 鍼 し た 家 


た 家 東 の 血液 


する の を 抑制 する 作用 が 


(し た 宗 束 の 血 液 


(⑧) 


の 所 見 が 現れ る が , その うち も 


る が , 尾 白 費 は 通過 


Ni 


は な く , 血液 の 蛋 自 が 分 解 さ れ て 


る こと が わ ウト 本 2 o 


⑮) 血 中 渡 離 アミ ノ 酸 中 , グル タ ミ ン 酸 , アス パラ ギン 酸 , ロイ シン 等 


(アミ ノ 酸 , 20 種 に つい て 調査 の 結果 ) が , 作用 を 代表 する 。 


施 鍼 に よっ て , 皮膚 や 筋肉 の 細胞 が 損 傷 し て 蛋白 が 出る 。 こ れ が 蛋 自 分 


fP 古 芝 三 近 
解 酵素 


っ て, 分 頑 さ れ , 諸 種 の アミ 


血 中 に 吸収 され る 。 正 中 蛋白 も お , と も ふ ど # 


ノ 酸 が 増加 す る 。 こ の 時 増加 し た グル タ ミ ン 酸 , アス パラ ギ > 


的 な 効力 を だ し て , 拭 ア レル ギー 性 に 作 ) 。 この こと が 鍼 の 効力 を あ 
ら わ す 楽 理 的 機 友 で ある 。 


9. 鍼 の 牡 環 系 , 結合 織 に 及ぼ す 影 響 の 研究 , 南 外 弘 博士 の 実験 


クロ 


昭和 27-32 年 に わた り , 金沢 大 学 医学 部 病理 学 教室 で 行っ ヵ う 抄録 の 要 


ンタ 貞 ) 


叩 刺 鍼 の 影響 は 


⑫) 白 下 球 雪 は , 相対 的 に 増加 する 


⑧ 赤血球 ,。 な ら び に 血色 3 


④ 好 中 球 , 傍 好 塩 基 球 の 平均 核 相 洗 的 


48 時 間 1 日 で 復旧 す 


⑤) 好 中 球 , 億 


6 変化 が な v `o 


る 。 リ ン < ぷ 球 は 減 


態 学 的 研究 , 特に 各種 細胞 の 計数 的 


⑨ 


施 鍼 家 束 , 施 灸 家 束 , 入浴 マウ ス , 無菌 性 な ら び に 自然 環境 で 飼 
育 し た モル モッ ト , 泉 熱 ウィ ルス に 感染 し た マウ ス 等 の よう に 可 後 


な 刺激 が 加え られ た 場合 の 結合 織 の 反応 に つい て 観 祭 し , つぎ の よ 


6. 
鍼 利 激 カ 


JE 注 っ ) ンー の 
う な 結果 を 半 上 以 てい る 。 


Q①) 数 の 割合 が , 相 装 的 に 増加 す 
る く や も の と 城 えら れる o 
⑫) ※ 化 は , 刺激 局所 の みな ら ず , 離れ た 部 位 に ゃ 認め ら 


作用 と の 間 に 密 接 な 関係 


れ , 加え られ た 刺激 の 程度 , 時 間 , 
が ある 。 


(⑧③ 単 球 ゃ 相対 的 に 増加 する 場合 が ある 。 


鍼 の 筋 電 図 学 的 研究 


生体 に どの よう な 反応 を 起す か , と くに 神経 


筋 系 の 興奮 性 に 


\ 


+ 角 施 術 の 効果 を 実証 する 上 に 大 き 


この 方 面 の 研究 に は , 昭和 32 年 , 東京 画 科 大 学生 理学 教室 


* 学 特設 教員 甘 成 部 理 療 科 で 著者 ( 攻 沢 ) 等 が 行っ た 実験 
下 ヒー テン 本 1 1 


A 生体 の 一 
伊藤 秀 三郎 博士 , 高岡 和 松 雄 博士 , 赤羽 幸兵衛 氏 の 到 


側 に 与え た 刺激 が 反対 側 に 作用 する 研究 
E 同 研究 
(東京 菌 科大 
25 才 の 健康 な 学生 1 
電極 を 約 1cm 刺 入 し , 
図 を 観察 し , 
G① 反 革 側 左 


より 著 明 な 筋 の 放電 現 


彼 検 者 と 


つと こざ (1e 


て , 仰 玲 位 に 右上 曲 池 穴 に 記 
う な 方 法 で 施 鍼 し た 場 合 の 筋 電 
結果 を 得 た 。 

(右手 示 指 に よ 


ず に 強く 和 雀 里 和 汰 を 与え て ゃ 変化 が な い 。 


DS の の 4 


E 曲 池 へ の 強 刺激 る 1 回 の 強い 弾 入 ) 


> 号 つ づき その 鍼 を 抜か 


⑫ つぎ に 左 曲 池 の 横 内 側 2cm の 点 , 及び 左上 肢 三里 に 強 刺激 


を 与え て $ 変 化 が な い 。 
⑬) 再び 左 曲 池 に 強 刺激 を 与え る と ① の 場合 
用 を 及ぼ す 。 


と 同様 に 反 革 側 に 作 


臣下 激 が , 反対 側 に 作用 を 


三 衣 | 
高岡 3 


強い 雀 中 を 


順守 


詩 棋 の 和 刺 法 


ィ 73 ざ @ 


ジロ レ 


発 選 


詳 と 


東京 歯科 大 学 


第 10 号 に # 


E 1 名 と , 42 地 
せ , の 腕 
mW 入 1 所 で , 筋 電 図 を 謎 
(Smeqley の 揚力 計 に よ ょ る 測定 値 ), 


陸 常 成人 , 教員 の 2 名 で ある 。 
衣 筋 群 (外側 筋 郡 ) より , 同 
。 被 検 者 の 揚力 は ,25 葉 で ある 。 
: は , 左側 手 , 3 里 穴 ( 曲 池 の 下 , 


剰 激 部 位 は , 右側 , 前 腕 , 腕 失 骨 筋 群 上 , 敦 部 位 は , 左右 


非 対 因 に な ら ぬ よう に 正雄 に 計測 し , マジ ッ ク イ ン キ 
午 激 実験 は 。 つぎ の 5 段階 に 分 け て 行い , 
(1) 右側 , 3 里 穴 上 に , 3 寸 , Ft 上 に 1 回 強く 叩 打 し た 。 
⑫) 右側 , 3 里 穴 上 に , 寸 3, 3 番 (青木 製 , 0.18mm 長 さ 4.85cm) 鍼 


を , 鍼 管 に 挟 入 し 管 か ら 突 出 dm 軽く 5 回 で 弾 入 , 刺 入 し 


r 


ィ 739 


(3) 可 側 , 3 里 穴 上 で 記法 で , 名 2 指 で , 強 ぐ 1 回 弾い 


て 整 入 し た 。 


の 3 里 穴 を 中 


⑮⑤) 左 條 
以上 の 刺激 方 法 


1 モイ ) > の を 記号 
キィ 人 多 事 
MP/ = 


ai 


』 図 

で MA OR 
正 常 勘 電 図 NN Ns 3 
2 


正 常 筋 電 図 0 AMW ツ W 人 
同 側 誘導 部 位 近傍 の 
刺 鍼 時 の 筋 電 図 と 


喚 @ 


中 
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ーー ンーーーーーー ニ ーー ニーーーーーー-ー 


で で mw ーー 


交 果 的 な 生体 


反 側 友 


枢 「 巨 刺 の 球 法 は , 


反対 側 に 作用 する 」 
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と 結ん で いる 。 


の 血管 広 徒 に 及 
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> ぷと 
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の ん ) 圧 目 律 偶 刺激 治 
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左右 指 端 ( ー ゴ マ 


こ 報 告 し 
現在 まで の 
子 6 例 で ある 。 


③⑫ 牡 環 系 へ の 影響 は , 鍼灸 幣 激 の 部 


一 般 に 常用 され な い : 
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用 され る 洛 効 内 


で 温度 の 下降 と と ゃ 


TE 
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し 
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2 ッ イン 甘 ー レ ンー ツイ 人 千 7- 


の 増大 が 現れ , 消火 後 も 相当 時 時 


。 特に 豚 濾 の 振 巾 が 減少 し , 指 誠 


この こと は , 刺 痛 に よる 一 過 


3 
笑 刺激 時 の 同様 の 反応 様相 も , 「 半 AA る 。 


お ける 刺 痛 , ひび き の 感 匠 が 起 っ て か ら 心 臓 周期 , 豚 


波 周 期 や 振幅 に 著しい 変化 が 現れ 


5 求 心 性 イン パル ス が 皮膚 一 脊 久 


(特に 交 感 神経 系 ) 


系 


自律 


と いう 潜伏 期 の 時 間 関 係 か ら 


ぇ る (内分泌 相 関 で あれ ば , 潜伏 期 が や 


誕 験 研究 は , 現在 通行 中 で の 0 の は, その 都度 関係 
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A 左 人 地 午 鍼 時 B 吉 人 授 刺 鍼 時 
D 右 曲 池 小 巧 一 送 時 P 呼 基 曲 
S 利 激 開始 時 S/ と ビ キ 及 び 清 覚 反応 中 エ 時 林 1 秒 


そこ ニャ ュ 


東京 大 学 , BE 
この 研究 は , 昭和 33 年 , 東大 医 


こ , 福井 , 野田 両氏 の 共同 研 3 


部 物 療 内 科 で , 大 鳥 教 授 の 指導 の 下 


し 。 前 編 条 下 に 紹介 し た 一 


と と に だ に 癌 介 す る こと に し た 


ご こっ ーー ーー が ロフ の ーー と 


研究 の 要 定 ( 


す と 


受け る か , モリ エ 


ーー コー テラ っ 、 
= に 作用 9 や の ふぅ 


に 鍼 と 灸 と は 


論 方 法 は , 36 匹 の 雄 ラ ッ テ 


酸 。 同じ く コ レス テロ ー 


ル を 測定 し た 。 
0 
その 結果 , 


酸 球 が 減少 し ^ 
時 間 に て 変化 を 


3. 鍼灸 刺激 と , 血液 中 の カル シウム , マグ ネ シ ウ ム 
の 消長 に つい て の 研究 


指導 笹川 久 吾 博士 , 間 中 喜 雄 博士 の 実 
(京都 犬 


は 科 血液 中 の 塩類 の 変化 は , 生体 の 2 
の で ある 。 こ の よう な 血 中 培 # 


次 的 の 変化 に す 


(鍼灸 を 含め て ) の 二 


展 庶 ) 一 
の 和 演 部 (に 閉 


日 日 ) 


康成 人 数 名 に た \ 


に 7 で 
ーー 7 さぶ / レ の 


- れ ら の 点 を 確 め 検討 す 


* の 72 時 間 に 共 


だ 時 7- の イイ 
『 の 疾患 に の ぞ 


ッ ム イオ ン は 増加 し て いる よう で あ 
か の 関係 が ある か る 知れ な い 。 神経 


角 し 。 一 次 的 に この よう 


変化 が , 血行 


7 プ 9 


f 期 に は , 白 血 表 


ぅ ひ 


な 変化 を 起す 可能 性 と , この よう な 血液 変化 が 


成 消 


し , 病 的 感 時 , 


入 と な る 可能 性 と を 検討 すべ き 


県 


ヶ 


衣 の 一 般 用 駐 7 人 台 効 理 論 


ここ で 作 施 術 の 一 般 治 効 E 


こ 起 る 効果 的 な 生体 


《 よ す (こぅ 


笑 施術 に つい て は , 明治 以降 今 且 まで 
り 数 多く の 研究 が 成 し と げ ら れ て いる 。 そし て 


テ 。 ) 一 7 


系 , 特に 血液 像 に 及ぼ す 


精細 を きわ め て いる 。 


笑 施術 の 本 


区 の 燃 焼 に より 皮 膚 に 火傷 を 起 し , 施 焦 局 ) 


自 が 皮膚 か ら 中 に 吸収 され て 超 る 免 導 反 応 系 の 】 


の の 
然 の 帰結 で ある 。 


以下 ,。 これ ら 主 な 研究 


類 し , その 大 要 を 紹介 し て , 焦 施 術 の 一 般 治 効 


I 循環 系 に 及ぼ す 奥 の 影響 に つい て の 研究 


A 血 液 に 及ぼ す 人 奥 の 影 響 
+ 白血球 に 及ぼ す 和 焦 の 影響 


白血球 雪 に つい て 


神田 十 次 郎 , 原田 重雄 氏 実験 : 施 灸 後 2 分 以内 に 採血 し , 測定 する と , 正 


球 数 は , 正和 常時 の 約 2 倍 に 増加 し , 少 ぐ と も 34% の 増加 を 示し , 翌 上 是 に 
な り 殆 ん ど 平 常に 復 する 。 


膜 すれ ば , 再び 白血球 数 が 増加 し , そ 


の 度 に 正 比 例 す る 。 


ノ < 


時 枝 薫 博 士 実験 : 施 焦 後 直ちに 白血球 数 が 増 思 


に 達し , 多い と き は 2 倍 以 上 に 増加 し 


血球 の 


青 地 正徳 博士 実験 : 白 血 


を 得 た も の 18 例 で , 602 


き に 少数 の 例外 を 除き 


EK 閉 た バー で うー 邊 錠 . 1 
の + 乃 至 10 数 分 で 常に 増 多 し は 


叩 ( に 手錠 レソト 


じ め る 。 そ の 程度 は 動物 実験 に 比 


山下 清吉 博士 実験 : 
観察 し た 結果 , 区 
酸 球 が 施 灸 後 5 時 間 に : 
し か し 0.05g 以上 で は , 施 焦 
大 夏 50> 70 時 間 区 
各種 白血球 百分率 で , 最も 著 明 な 事実 は , 全 自 血球 


少 で ある 。 好 球 大 球 及び 半球 に は 


ン 2 時 間 よ りす で に 全 百 血球 の 玉 加 を 


の 増加 と と ゃ に た 傍 


好 酸 球 の 増加 , リンパ 球 の 


牧 に 一 定 の 変化 は な いよ う で ある 。 
全 自 血球 数 の 増加 で , 特筆 すべ き は , 


原 志免 太郎 者 士 実験 : 前 記 庄 
し , 施 灸 直後 よ 
多少 増加 


第 3 時 剛 


) に 10 点 7 壮 ず つの 和 焦 を 7 


hn メラ ン う づ ) / 寺 


1 旧 昌 日 才 7 ン 
日 間 玉 加 っ 生 る の や の) 


(は と より ド 較 の 


こ 同 点 同 半数 


日 数 増加 を つづ ける 。 


975 41 


: 選 人 》 


こつ いて 沿 定 し , その り 渡 走 速 度 の 変化 


は 何ら の 変化 が 認め られ な か っ た 。 
各種 白血球 の 平均 江 走 速度 の 増加 


こ 大 体 


文 量 0.1g 施 灸 後 , 2 時 間 で 平均 速度 が 増加 し , 焦 後 5 時 間 で 502% の 増 
加 を 示し た 。 
最も 増加 度 の 著しい の は 多核 白血球 つぎ は 単 核 球 で ある 。 リンパ 球 は 反 
応 の 度 が 著しく な い 。 な お 0.1g の 3 て 5 点 灸 , 0.1g1 点 3 日 連 続 灸 , 局 
所 麻酔 ( ヌ ペ ルカ イン ) 後 @.1g 施 灸 は , と も に 速度 は 0.1g 1 点 灸 と 殆 ん 
ど 同 じ 価 で あり , 焦 後 5 時 間 が 最高 温度 を 示し た 。 


白血球 の 貸 食 機能 の 変化 に つい て 一 


青 地 正徳 博士 実験 : オプ ツ ニ ン (調理 素 ) に 及ぼ す 和 焦 の 影響 化 膜 病巣 よ り 
新た に 採取 し た ブ ド ー 状 球菌 及び 患者 の 血液 より , 採取 培養 し た チ フ ス 苗 
に 対す る 百 血 球 の 喰 菌 作用 を 家 束 に つい て 検 べ た 。 

その 結果 , 灸 は 小 火 傷 と 等 し く , 血清 の 調理 素 作用 を 著しく 高 進 す る こ 
と を 見 , 施 焦 後 30 分 で 高 進 し は じ め , 1 て 2 時 間 で 2 て 3 倍 に 達し , そ 
の 後 次 第 に 高 進 し 約 1 週間 持続 する 。 


EE 用 は , 白血球 と 関係 な く , 


山下 清吉 博士 実験 : 0.025g 英 灸 で は , 貧 食 機能 増進 を 見 な い 。 

0.05g 英 灸 で は , 貧 食 機能 の 増進 を 認め た 。 

増 加 の 最も 著しい の は 施 焦 後 5 時 間 で あっ て , 江 走 速度 と 同様 で ある 。 
食 食 機能 の 最も 高 進 す る 区 基 は 0.1g で ある こと や ゃ や, 洪 走 速度 の 最 も 高 進 
する 場合 と 同じ 。 連 続 灸 も 1 点 灸 ゃ 大 差 な い 。 機能 増加 率 は 同じ で ある 。 
局所 麻 醒 を 行っ て ゃ 貧 食 機能 は 増進 する 。 

一 火傷 の 場合 と の 比較 研究 一 
山下 清吉 博士 実験 : 灸 及び 火傷 の 実験 に より , 灸 は 明らか に 白 正 球 機能 , と 
くに その 流 走 速度 , 貸 食 炎 能 に 刺激 的 に 作用 し , 火傷 の 場合 の よ 


うに 機能 の 減退 を 見 


た すこ と が 想像 され る 。 


な い が , ます 時 は 
る 核 数 の 
全 に 見 えた , いわ ゆ 
仁 変 / に 陥る る の と 
同じ 丹 か ら 新 生 さ 
合 に は 機能 が 減退 する の 
変化 が , 
より や 


7 
*※ あ る が る や 


これ ら の 算 自 に よる と すれ ば 火傷 の 場 
く 出 る た め , 焦 
作用 し , 新生 され た 細胞 を 退行 性 変化 に 


す ゃ も の と 巻 え られ る 。 


その 量 が 多 は 刺激 本 


ぅ 


毒 釣 に 


2 赤 了 正基 及 び 血 色素 に 及ぼ す 焦 の 影響 


に 作用 する が , 


火傷 と 同様 の 機能 減退 を き 
少 い 細胞 は 生理 的 機能 ぉ 発 
天 傷 の 場合 は , か えっ で 退 
と 述べ て いる 。 


こ は 機 能 が 盛ん で , 火傷 の 場 
し 焦 や 傷 の 血液 に 及ぼ す 
合 は , 入 の 場合 の 看 自 の 基 
火傷 で は 血液 


了 芝 れ , 機能 の 減退 と を ひき 超 


極 田 十 次 郎 , 原田 重雄 氏 実 験 : 施 狗 後 


加 し ある い は 減少 し て 一 定 


青 地 博士 実験 : 施 焦 後 


ら の 影響 も 発見 ・ 


り 3 日間 に わた り , 時 々 採血 し 検査 し た が 、 何 


5 発見 で き な か っ た 。 


原 博士 実験 ・ Q) 鱗 は 人 体 に 於 て も, こ 於 て や 6 週間 連続 施 作 中 
は 血色 SN 赤血球 ( - 著 明 6 WAY 


⑫@) 6 週間 の 連続 施 笑 を 終 
, 平均 第 8 週 目 に 


外 , 4 氷 数 50 万 乃至 100 万 個 の 増加 を 示し , 


量 や 赤血球 数 が 


除 々 に 増加 


FE 
ー“ 下 


お よそ 162 内 


(人 佑 で は , 2 カ月 


SIZ や 


余 , 宗 束 . で ( EK 2 カ 月 半 余 ) 示 1 し て , 施 鱗 前 の 各個 体 の ゴゴ < 弄 価 ( 昌 【 こ 復 帰 ず る 


吉 来 秋 は や く 時 より ゃ 後に な り 効 果 が 現れ る と いう 伝説 に 一 致す る の で 


ま 因 する や も の と 寺 え 


(6) 1 と 上 の 結論 は , 人 体 7 例 , 


赤 正 球 数 の 増加 は , 偶然 の 結果 で な く , 笑 の 影響 


3 血小板 に 及ぼ す 焦 の 影響 


長門 谷 史 一 博士 実験 : 動物 と し て 体重 2kg 前 後 の 雄 の 家 東 を 用 い , 縄 縛 し 


) 和 * 王 里 
の 結果 


G) 施 久 に より , 血糖 量 は 直ちに 増 
し , 約 2 倍 半 と な ? 


⑧ つい で 次 第 


至っ て 旧 に 復 す る も の と , 


記 


時 枝 博士 実験 : 家 束 男 
時 的 動 挿 を を 計 n め な い 。 


に 減少 の 傾向 を 示し , 
ゃ の と , 翌 且 に 至る も 旧 に 復 し な い ! 


な お お 旧 に 復 【 


5 血液 凝固 時 間 に 及 ば ぼ 


加 し , 多数 の 場合 30 分 で 最 高 に 送 


翌日 ( 施 作 前 より 減少 する 


) で な く , 策 増 量 し , その 翌 旦 に 
シ な いも の 等 が ある 。 


著 明 な 増量 を 示す も の で ある 。 


血液 の 洗 固 性 は , 施 笑 に より 著しく 一 


で 著 明 な 血液 凝固 時 間 の 短縮 が 


間 は 明らか に 


プ 、?、/ の ) ーー 寺 。 ラ 
る や も の で あ 78 


7 血清 ! こ 及 ぼ す の ) 


2) 正常 血清 に 及ぼ 3 


)ー+ 丁 
ディ 国 


だ 増加 する 。 


⑫) 溶血 


⑲ 溶血 性 補 1 


5 且 目 頃 最高 に 達し , つい で 科 第 に 減少 し て 約 1 ヵ 月 後に 至れ ば 旧 に 復 す 


ラ 
So 


ン 
の 1325 


は , 沼 動物 に 比べ , 


。 大体 第 13 日 目 て 


し , 第 12 日 に 至っ て 最高 に 達し , その 2 


中 > 


よぅ + 百 ユ 


ほし , 第 12 日 目 で 最高 に 


達 M 


その 後 除 々 に 洗 降 価 は 低減 する が , な お 一 カ月 間 継 


合っ 施 灸 後 第 4 日 目 に 至 
人 S 雪 還 請 


こも の に 施 灸 し た 


て 頂点 に 達 


い \ー だ 


5。 第 12 日 に 至れ ば 同一 の 価 に と ど ま ? 


0t 


8 


施 灸 は 相当 強度 の アル カロ ー ジ ス を 


黒住 久 博士 実験 


直し , 血液 ア チ ド ー ジ ス を 著しく , 


ルカ ロー ジス を ル を あ ら わ で < 


毎日 1 回 答 3 壮 ず つ , 


ETr mp 志 


> 炭酸 ガス 量 が 次 第 に 増加 し , 血 


アプ アルカ ロー ジス の 


(GO RIRS 


必要 に 応じ ナ ト ロ ン と 炭 


ア チ ド ー ジ ス に つい て , 正 液 中 で 


$ し 外界 か ら 過 剰 に B 


赴 充 は 行わ れ な く な り , その 量 は 正 ?# 
中 予備 アル カリ の 異常 な 減少 を ア チ ド ー ジ ス と 名 ず け る 

すなわち , この 際 酸 塩基 平 衝 が 破れ 血液 反応 は 酸 側 へ 移る 。 ア チ ド ー ジ ス 
は , 過剰 な 酸 成 生 と , 酸 排 出 障 


ニム 


S ふ も の で あろ うと 結論 し 


さて 以上 の 詳 実験 成績 を 総括 する と , 血液 に 及ぼ す 笑 の 影響 は , つぎ の 


出 じ の きる る 


て 1 週 以内 の 再 点 灸 


= ジン ーー 所 エ rr 
多 を 来たす ( 青 地 


3 
% っ y 己 / 少 て 
や 減少 する 


⑧) 1 回 万 至 
が , 長期 に わた り 連 続 応用 する 時 は , 大 い に 増 加 す る (山下 , 


NE さ テ か テ ュ の 和 符 ん 
一 過 性 の 血小板 減少 を 来たし , その 後 徐々 


⑨) 


n テ と 。 ュ テ ナ ュ ーー ンー ー ヽ 板 打 

に , ある い は 直ちに 著 明 の 血小板 増加 を 来たす , そし て 血小板 増加 
ーyE 用 ゴー る 万 肝 者 

数 は 多く は 24<48 時 間 で 正常 位 を た は それ 以下 に 減少 する (長門 , 谷 


と を ・ F 人 へ 、 
実験 )。 


よ 


か = ビ に ュー 
に: により, 血清 中 の カリ ウメ ァ 


ほ 陸 和 直 後 体温 の 上 昇 と と も に 血清 中 の カリ ツウ 


カリ ウム 含量 は : 


い , 血清 中 の カリ ウム な と 


に 近く な る ( 秒 
員 
ト 
後 拡張 する (原田 , 極 田 , 後 
の 増加 を 来たす 
1 
3 リン に 及ぼ す 焦 の 時 


ちる 時 


施 灸 に より 温度 上 昇 す る や 否や , その 作 


一 の 高 さ を 保ち , その 後 次 


を 写 ) 一 ト 1 


第 は じ め か ら お は よ 


SS が 0 な Sg 
そ 1 分 で , ふと の 高き , ある い は より 以上 に 達する 。 訟 らく 電 泊 


消化 器 素 統 に 及ぼ ほす 秋 の 影響 


呼吸 器 系 統 に 及ぼ す 奥 の 影響 


IV 泌尿 器 系 統 に 及ぼ す 人 奥 の 影 響 


V 運動 器 系 統 に 及ぼ す 人 身 の 影響 


ほ に 約 10 回 前 後 


を 才 に ーーF モ リャ AsYK 
と 放す 時 は ば, 管状 * 


中 間 丈 崩 帯 の 肥厚 
の 後 窒 , 骨膜 
制す る (黒住 3 
⑫) 和牛 蛋白 添加 食 飼育 の 幼 若 家 束 の 腰部 の 両側 に 各 1 点 3 壮 ずつ , 3 週 


ョ ロー ロ 士 に み 、ー- ラフ FE) + 0 S ぷ この EE: ルレ) キキ 記 うこ ユ ミ ャ 
開 径 是 施 灸 する 時 は , ア チ ド ー ジ ス 性 骨 変 化 は あら われ ず , む 


アル カロ ー ジ ス 性 変化 を 現 わ 


中 に 各 1 


類 化 の あら われ る 


同 せしめ る (水野 


④⑱ 和久 に より 筋 の 疲労 は 復 する (原田 , 棒 田 実験 )。 


VI 皮膚 及び その 附属 器 に 及ぼ す 奥 の 影響 


に 


G) 施 生 部 の 皮膚 は , 表面 火傷 の た め 壊 死に 陥り , 痴 度 の も と に 肉芽 を 


形成 し , 療 痕 治療 を 営む 。 そ の 古い も の は 弾力 線維 が 消失 し , 乳頭 , 毛 朴 
等 が 破壊 され , 新しい ゃ の に は 血管 が 多い ( 極 田 , 原田 , 原 実験 )。 

⑫) 焦点 下 の 皮 下 組 織 球 性 細胞 は , 少量 ずつ , 4…7 旦 間 の 施 灸 し な い 
る の に 比 し , 施 人 灸 後 は 2 2.5 倍 以上 貧 食 数 の 増加 を 来たす こと か ら , 組 
織 球 性 細胞 機能 の 高 進 す る こと を 知る (太田 実験 )。 

3 施 灸 に より 皮下 組織 球 性 細胞 の 異種 白血球 貸 食 機能 は 高 進 する 。 
(太田 実験 ) これ は 細胞 及び 血 中 に 循環 する 有形 の 異物 を 知 食す る 

⑳ 施 灸 に より , 施 人 欠 部 位 は ゃ ちろ ん , 身体 各部 の 皮下 組織 球 の 貧 食 機 
能 は 著しく 高 進 し , 施 焦 後 24 > 72 時 間 で 最高 に 達し , 次 第 に 程度 は 下降 


する が , 施 焦 後 10 ~ 13 日 の 長期 に わた っ て 高 進 状態 を 保つ (渡辺 実験 )。 


組 識 球 に つい て , 組 識 球 は , 単 核 球 に 非常 に よく 似 て いて , 恐らく その 一 部 を 


する や も の で ある 。 


結核 リン 細胞 の 増加 する こと は 内 外 


ろ で , し か る 経過 が 良好 な 場合 に は , 長く 
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態 が 持続 する が , 一 朝 病 変 が 構 化 5 ある い は 予後 2 不良 の 場 人 合 ' に 


は , リン バ 球 が 減少 し , 好 中 球 が 激 菊 す る 。 

実験 成績 

原 捕 士 は , ま 0 

ー の ー 

子 人 

3 

ま 

X 持続 する 時 
(1) 黒住 博士 実験 
体重 プロ キロ 2g の 


し , さら に 光線 : 
に 対し て も , 施 焦 に よっ て 
ジス 性 の 優良 な 崩 の 発育 を 認め た 。 

以上 , 結核 ア チ ド ー ジ ス 性 骨 肛 層 症 に た いす る 施 焦 の 治療 効果 は , 特殊 


窒 に 選択 に 施 人 の が ビン ラシー あ ? ら わ れる ee - 般 的 


な 施 鱗 点 や 刺激 量 も 
な 生体 反応 で ある 。 
この よう な 条件 か ら , 施 焦 術 は , 保健 強壮 の 治療 法 と し て , 特に 有効 で 


熊 に 関す る 諸 学 説 


①⑪ ヘッ ド 氏 帯 説 


炎 に 一 致 


する か ら , 人 は 一 種 の 看 白 体 療 法 で , 加 う る に ヘッ ド 氏 帯 の 治療 応用 を も 


選 乳 剤 注射 後 の 血液 所 見 が 


っ て し た も の で ある と 結論 し て いる 。 
原 博士 は , 「 長 時 間 に わ た る 血液 像 の 変化 は , 
説明 し えな い 。 和正 中 に 何 物 か と け こ み , 二 次 的 に 長く その 作用 を 発揮 する 
も の で あろ うと 説き , 火傷 と の 関係 を 研究 し , 灸 ゃ 一 つの 火傷 毒素 の 生 
成 に よる こと を 認め ,「 作 は 一 つの 蛋白 体 療 法 で ある 」 こと を 提唱 し , 後 
藤 博士 が 認め た 経穴 の 如き は , 意義 を 和 失う も ゃ の で ある 」 と 論じ て いる 。 
黒住 , 水野 両 博士 は , 血 中 炭酸 ガス 量 を 測定 し , 鱗 は 相当 強度 の アル カ 
ロー ジス を 起 し , アナ チ ドー ジス 性 骨 病 を 抑制 する こと を 主張 し , 正 液 学 , 
間 な いし 栄養 学 的 の 方 面 か ら 灸 の 本 態 を 明らか に し よう と 試み 「 焦 は 結局 , 
旨 破壊 され た 自家 蛋 正 体 の 吸収 〈 非 経 的 移入 ) に 他 な ら な いと 説い て い 


る っ o 


山下 博士 は , 人 を 邊 白 体 療 法 で ある と 結論 する の に , 多少 ちゅ うち ょ し 


放 Y の 5 
(⑧ 刺激 療法 説 
天谷 。 青 地 博士 等 は , 灸 は 蛋白 体 療 法 で ある と と ふ に 
部 類 に 属す る と 説い て いる 。 

⑳ 対内 分 泌 療法 説 

駒井 博士 は , 「 施 笑 に より , 末 栓 血管 収縮 性 


増加 を 推定 で きる 事実 は ,. アド レナ リン , また は 


浸 
てい 


を 物質 の 


の 増 加 に 原因 する も の と 朗 め , 鱗 と 内 分 泌 と の 関係 に つい て 一 歩 を すす め 
た 見 解 を 示し た 。 


(⑤) 対 自律 神 経 学説 


徐 野 博士 は , 笑 に よる 血清 中 の カリ ウム 及び カル シウム イオ ン の 動 
観察 し , 笑 と 自律 神経 と の 間 に 審 接 な 関係 の ある こと を 論じ て いる 。 
⑥) 総 括 

以上 の 所 説 は , 昭和 の 初期 , 沿革 の 項 で ふ ゃ ふれ た よ うに, 
免疫 学 的 な 研究 を 主題 と し , 大 勢 が その 方 向 に 傾い て いた き 
連 の 鍼灸 関係 の 医学 者 の 研究 の 結論 


ト が 血清 


ー ふ 、) ホラ 
ー3 マ ツリ) や 


と 要約 し た の で ある が , 
この 種 研究 は , 多く は 鍼灸 の 刺激 点 へ の 研究 , 治 効 の メカ ニズム の 研究 , 
医学 界 の 大 き な 関 心 事 と な っ て いる スト レス 学説 か ら の 意義 , 神経 液 性 相 
関 (自律 神経 , 内 分 泌 相関 ) と いう 方 向 に 研究 が すす め ら れ て いる 。 し た 
が っ て この 章 で 取上げ た 鍼灸 治 効 の 研究 業績 か ら だ け で , 鍼灸 の 本 区 を 説 
明 す る こと を 人 避け , 本 書 全 編 に わた る , 特に 新しい 医学 と 鍼 久 
ける 内 容 を 併せ 結論 する こと が の ぞ ま し い 。 

この よう な 観点 か ら , 人 灸 の 本 衣 に 関す る 学説 を 概括 する と , つぎ の よう 
な 結論 と な る 。 

Q 人 灸 は , 英 の 燃焼 に よる 温熱 幣 激 が , 神経 系 に 影響 し , 疾病 治療 に 効 
果 的 な 生体 反応 を 起す も の で ある 。 


化 に より , ヘッ ド 民 杜 の 


刺激 が , その 強 さ , 量 , 作用 時 間 の 


)、 時 2 


内 分 泌 系 に ゃ 影響 する 


ミミ ム 、 コー レ う ミ ーー 称 
ボロ HHH9 る ーー と が てこ ご し どぶ 


大 し ( 胞 井 博 十 説 ) 
より 。 


短 血 症 等 に 効果 的 な 沿 聞 


ィ Z7 


上 W 央 呈 


疫学 的 な 画 か ら ゃ 効果 的 な 治療 法 で 
⑱ 正 血 作用 


』 施 笑 は , 血液 族 固 時 間 を 短 > (時 枝 結 事実 か ら 目 血 効果 
| 
中 が ある 。 


⑤) 撤 酸 血 作用 
施 笑 は , ア チ ド ー ジ ス 性 骨 脆 層 症 に た いし , ア チ ド ー ジ ス を 抑制 


し 。 アル カロ ー ジ ス 型 を 呈し 増大 する 


mm 


(黒住 , 水野 博士 説 ) 事実 か ら , 体質 の 改 
“ に 有効 に 働く 。 
⑥) 診 導 作用 
序 灸 は , 局所 の 血管 を 一 過 f 
局所 以外 で も 血管 の 収 


【 的 枚 


し, また 拡張 する 。 ま た 反射 的 に 


事実 か ら , 局所 の 充血 , 笑 


血 , 基 症 等 の : 
⑦) 病 的 に 組織 の 覧 堅 作用 
施 笑 に より , 病 的 組織 を 焼 吉 し , 


施 作 に より , 体 表 内 臓 反 射 , 内 臓 人 


か ら 一 連 の 有 痛 性 の 湊 病 こ 応 用 @ 


が ある 


節 鍼灸 施術 の 特殊 治 効 理論 


ここ で , 鍼灸 施術 の 特殊 治 効 と いう の は , それ ぞ れ の 病 症 に 応じ て , 特 
定 の 施術 部 位 一 一 刺激 点 , また は 治療 点 が 。 症状 に 応じ て 適量 刺 
激 を 加え , 決 病 治療 に 効果 的 な 生体 反応 を 起す 機転 を いう の で あっ て , 経 


ナッ 8 
2 水 


3 


施 灸 は , 血清 中 の 各種 免 波 物質 を 増量 する 多く の 実 験 事実 か ! 征 


トコ ーー タテ < ヤー っ 


トマ セー デー こそ ここ ここ ペー テー ュ ス ペタ 


敏 点 ), 圧 診 点 , 撮 


終 経 穴 , 良 導 絡 , 平田 氏 十 二 反応 帯 , ヘッ ド 氏 帯 


友 電 点 等 , 一 連 の 鍼灸 施術 で 治 


で ぐふ 


な 治療 点 に つ 


志 5 の 
ViD34G 21277 


の 結果 


に セン 


も の で , 


s 昔 5 立 が ある 


か ら 現 れる 部 位 , 筋 , 神経 


『 体 の 物理 的 


mt ニテ ーー と 


気 , 血 の 循環 系 で ある 
| 展 一 一 全身 に ゆき わた 
民代 し て くる の で ある 。 


統 と いう より も ゃ , 体液 の 


路 が 経 肛 で , その 分 れ が 終 及 で ある 。 
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また 経絡 と いう 循 環 系 は , 単に 血液 , リ ン ぷ 系 と い う よ り や や つ と 広 く 


な 体液 循環 系 の 主体 と 考え る こと が で きる 。 


また , 経絡 を 流れ る 気 血 の 概念 に つい て も , 気 は ヒエ ネルギー, 血 は 液体 
標 の ゃ の と 考え た 方 が 適切 な よう で ある 。 

また 気 血 は , 作用 の うえ か ら 「 栄 」 と 「 衛 」 に 分 けら れ て いる が , これ 
は 「 栄 」 は 栄養 に 関係 し , に た いす る 防衛 反 訪 に 関係 3 


る と 偉 す る こと が で きる の で , 現代 医学 的 に みて , 血液 , リン パ の 機能 に 


経絡 は , 臨床 的 に は , 皮膚 の 変化 と し て 認め と 


の 部 の 指圧 に よっ て 特殊 な 変化 と し て 受取 れる 
班 点 , 血腫 様 の 腫 汐 , 過敏 , 圧痛 , 


あり , これ ら の 特殊 変化 は , 点 状 の ゃ の # 


銀 と し て 認め られ る 


知覚 異 


で 革 H ア ヘ 


は , 手足 の 指 の 末端 の 』 


を 判定 する こと も で きる の で ある 。 赤羽 民 消 


判定 する 方 法 で あっ て , 現在 で は 実用 化 


経絡 現象 の 本 態 に つい て 
る , 長 浜 : 広山, 藤田 , 
才 氏 は , 電気 拘 
た 際 の ひび き の 放 和敬 現象 ) 


リン ポ 流 (3cm/sec) の 速 さと 似 て いる こと か ら # 


EN 


、 攻 MT RE つ レー は ) 
きれ で いる の で は な いか と 壮 え て いる 。 そ し て その 際 , 覚 神経 ば か り で 


分 泥 機 能 等 に も 変化 を 与え る 


な く , 自律 神経 に ふ 影響 と 及ぼ すこ と に より , 内 臓 の 機能 , 血液 循環 , 


8 
| 6. TP 5 cm /mnin | 
1 
の 9 みゆ 8.6 cm/min 
その 他 
| 30m/sec( 星 ) Helmho1ty 
| に お っ ュー ご 
1 60 一 120m/sec 
ーー ニーー ten and fisher 
1 50mmn /sec 
( 7.5 一 mm /Sec ーー 
{ | 較 た N 1 
Cooper and Eccles 
| 化 朗 20 一 40m/sec 
| = ビデ ー ー ーー 
反射 時 | 5.3m/sec( 猫 ) 
リン ンズ 3. 0cm/min Haudack and McIMaster 
それ で は , こう いう 体液 的 な 変化 3 


これ に つい て は , 「[% 


屋 し て いる 」 と いう の 


た 場合 , その 部 の 筋 に , 負 


鍼灸 施術 の > 


に 筋 と その 周囲 と が 病 的 な 異常 状 


隈 作 が 加え られ #, 
「 生理 的 に ゃ , 


20S7 ど MG4O2G5 ら 0 


/ 


ね に な り た っ て いる 。 そして, これ が , 機能 的 な 刺激 伝 


で 方 、 乙 、 ろ 
な あろ う 」 


あ る 体液 の 慣行 


藤田 六郎 博士 が 主唱 する も の で ある 。 


を な の 寺 評 


経 筋 の 概念 を 


氷 編 に 
NMH 


た 電気 的 な も の と いう 


ゝ f ーー 
タン イ ] 
人 ン Lo) 

の : ミオ 1 


月 カ 肉 (は , 深 剖 


を さあ が づつ まり ベッ ド 民 答 ) 


また 筋肉 に は , 伸 筋 と 屈筋 が ある 。 


性 で 「 騰 」 の 臓器 に 関係 課 在 性 で 「 


で ょ プ ブ 盟 日 ドキ: 唱 
胃 le > 屈 


筋 群 が 臓 ( 陰 ) に 関係 し て いる 。 


EGO'eeSES3 


AS EN で ag と 
沖 織 液 と と も に 組織 の 緊張 状態 を 
の 


は も と より , 上 皮 と の 間 の 真皮 , 筋 の 周囲 や 問 , 筋 膜 , 血管 胡 な ど 
この 


きわ た り , この 組織 が 同じ 中 朋 葉 系 の 細 網 内 度 細胞 系 と と も に 作 


、 、 生 2PN PJW' - わ か に 着目 され て き 


り 。 天 定 の 際 の 防 衝 反応 (細菌 と 
が 結合 織 は , 生 休 の 一 大 栄 ジミ こち 養 系 人 人 で あり , 共 EC ) 際 の 防衛 反応 (細菌 ご 白 
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血球 と の た だ かい ) に や , 積極 的 に する ふ $ ふ の で ある こと が 最近 撮 知 られ 


10 で 72 の coo 


合 織 の 機能 の 減退 は , また 組織 液 の 浸透 流通 の 異常 と な っ て あら われ 


り , 番 に 神経 や 血管 の 
時 に よく ゆき わた だ たり , 特 
汰 態 も 変 


| の 全 B 織 の 緊 記 


の 流通 に 飛 障 を 起 し 易い 部 位 に な っ て いる 。 
釜 沢 ) は , 
語 に 関す る 研 


・ 田 教 な 授 の 指 中 避 の ー< 


る ロコ 


> 助 内 


の 増生 が , 


絡 経穴 の 異常 選 


外 通 液 中 


旨 織 療法 と 考え て いる と ころ に 特殊 な 意 
垂体 前 葉 か ら 成 立 し , 結合 織 , 
組織 が , 中 条 葉 に 由来 し * る 。 この 両 有 葉 か ら 発 


官 系 に 働い て , 著 明 な 治療 効果 を あら わす こと を 巻 え あわ せ 


昭和 25 年 以来 , 京 大 生理 学 教室 で , 笹川 久 吾 


774 
教授 の 指導 の 下 で , で 
論拠 と 一 連 の 研究 業績 

その 概要 を , 同 博士 の 所 説 が ら 要 約 す る と , 良 導 絡 と は , 経絡 に よく 似 
た 皮膚 通電 抵抗 の 低い 絡 状 の パタ ー ン を いい 


の 特に 通電 抵 玉 の 低い 点 を いう の で ある 。 


導 点 と は , その 良 導 絡 上 


- 連 の 交感 神経 の 興 看 


う の は , 弦 電 流 た と えば , 皮膚 に 9 ボル ト 及 
と し , 1 極 を 掘ら せ , 他 の 1 極 で 被 検 者 の 皮 
展 の 全般 か , ある い は 目標 と する 部 に あて , メー ター の 示 標 が 。 どの くら い 
この メー ター の 示 標 が の ぼる こと は 霊 流 が 流 
て と は 逆 の 関係 で あり 


通電 抵 拭 の 低い 系 統 で あっ て , そ 


に の ぼる か を 見 る の で 


れ た 量 草 . を 示し 2 雪 気 


上 少 い の で ある 。 し た が っ < 


れ は 電流 が 流れ や すい 


普通 皮膚 通電 抵 六 の 現象 は , 生理 学 


CMA 


す と , 電流 は 


も に 汗 線 を 通り (交感 神経 の # 
ん る ) 発 汗 し 
た 係 が あ り > 交感 神経 2 窪 接 な 関係 栄 7 が あ る る や っ o 


良 導 点 は , この : 
と いう の は , 良 導 点 は , 発汗 し て いな い 時 に よく あら われ , 内 臓 疾 患 か , 


て 導 記し ( 


李 の 原因 で あら われ る 確率 が 高い 反射 点 で ある か ら で ある 。 
「 
奮 性 が 高まる と , 立 毛 筋 が 収縮 し 皮脂 の 分 泌 が 促進 する 。 こ の こと が 電 
流 の 流れ を よく する と いう の で ある 。 


射 の 特殊 な パタ 


し む 致し な い ヽ の で 


その 周囲 と 比較 


へ < か 攻 
ー< 4 


隊 選 折 


' 5 3 計る 委 
」 こ 良 導 絡 は , 


プー ニー ーー リー さと 3 将 る ) - 
現在 ま で に 発見 さ 】 7 3 間 絡 ( 
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射 を 思わ せる 関連 村 は ある が , ヘッ ド 氏 帯 


。 即ち, 相生 関係 を > 
」 れ で あり , また 左右 の 良 導 絡 に は シー ツー 現象 が あり , 


コー TFT ] 線 8 が そそ 


示す 抑制 線 等 


1 中 谷 博 士 は , 多数 の 臨床 デー ター か ら , パタ ー ン の モデ ル を つく り , 必 


要 と お や も わ れる 良 導 点 の よく あら われ る 部 位 に た いし , 一 連 の 番号 を つけ 


し て いる 。 


また 良 導 絡 上 に は , 


生 を 高め る 興奮 


(に よっ て その 反応 の 型 , 即ち 


ss 抑制 点 , 


の 受け 方 に よる 反応 の 4 つ を 組合 わせ る と , 


ーー 
き ぎる の で ある 。 


加 C の ププ シン バフ ンス の 


M 胡 


ムー<) 十 クー い 志 プ vv 
で は て その 症 状 が 消 j 天 ある い は に 阻 江 す る 。 


> る ーー ッ ム マッ ) ラー = 時 け デ 
典 に い うま 洛 疲 て お り , 疾 思 に 
導 点 を 刺激 する と その 疲 状 が 消 失 あ る い は 軽減 す 


皮膚 刺激 療法 参照 


良 導 絡 お よび 良 導 点 の 臨床 応用 に つい て は , 


し , 電気 探知 器 測定 器 を 使用 し て の 臨床 研究 
象 の 臨床 応用 と と も に 経験 的 な 鍼灸 臨床 が , # 
いる 感 が 深い 。 
3 平田 氏 十 二 反応 帯 
この 現象 は , 平田 式 心療 法 の 剣 始 者 , 平田 
で , その 後 七条 晃 正 氏 が 補正 し , 最近 で は 間 中 喜雄 博士 が (内臓 人 
射 , 体 表 内 臓 反射 に 関す る 臨床 的 研究 」 ? 
ー タ ー を 論拠 と し て その 実在 性 を 


に いた っ た も の で ある 。 平田 氏 の 所 説 


' 吉 氏 の 提唱 に 


ーーーー テ ニー マー 


ーー 
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月 z24( 表 用 っ 523( 埋 有 。 /9( 六 )-、 、 


)、 
月 + 途 費 表 ) 月 229( 員 刀 - ボ TH522 二 月 2 CA St 
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HH 
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5247 沸 状 》 
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し 5./7( 尼 京 ) 
//s.76( 惹 国 


2796 人質 個 し 7 
Po./( 育 め /e /5( 朋 W" 


ィ 7 ざき 


N~ 朋 うろ 6 の 
月 M25( 検 責 


_。-YM 2 の (前 人 


vvM28 ( 衣 人 の …、 ナ 有 NM 2( 僧 貞 
ttvm27( よ ) アー ナ HLM23( 衣 か 7 


スニ 


訓 (26 ( 入 英 に -HM 22(Q) 
仙 6 
を ヨ | vyM25( 水 草 ~ 月 骨 ス /( 開 本) 
の ンーVM 2 々 ( 承 比 月 内 20( 大 接 ) 


AN 


< Vi 0 te 


記 
の い 


AR -v 20 天 


、、 VM / の ( 洗 和 計 過 
」 に 、 ~ VM /8( 素 玲 に My 
に さ yiM /7( ま だ ) 


NN 、VM / の ( 應 ) 
いい 、 NVIM / ダ ( 平 許 ) 
ヽ 、VM ん ( 針 ) 
NNWP1 
NNyM /2( エ 藤 ) 
\yM 7/( 平 衣 
yM / の ( 容 ) 


内 の (で 尊 7 8 y 今 由 ) 
MM (大 門 い NVY づ ( 水 か) し い / バ NM2・ 
ト xvn 7( 簡 の AL) ud) 
LV スキ ま 粘 ) いい Vi 6( 天 > Mi/ 食 更 2( 枯 公 ) LMS 


WM バ 昌 所 yy 2( 県 才 
駆 幹 を 12 の 館 (セグメント) に 分 け , これ と 四肢 , 駆 幹 。 


の 12 の 節 が 相関 する と いう 。 


この 12 の 館 は , 駆 幹 で は 上 か ら 下 に , 下肢 で は 逆 に 下 か 6 


ーー > = サー ニュ テク っ 、 下 ちら) っ だ ロロ 。 ニ ミン 7 寺 た ユ 多 
F か ら 上 に , 顔 で は 下 か ら 上 に , 頭 部 で は 後 か ら 前 に 番 巡 が つげ られ, 答 


リン) リキ で = 詩人 の キ 純 人 ス 
了 臨床 的 に は る 内 臓 の 疾患 の 場合 , 


棄 点 が 四肢 に あら わ : 
平田 氏 は , この よう か 


月 すろ る 内 騰 と を 店 7 
関す る 内 臓 と を 結び - 


ある 。 すなわち 


1 一 一 気管 枝 2 一 一 肺 3 一 一心 生 全 で = 
日, な 滋 ) 6 一 一 腸 , 腔 (内 分 泌 ) 


7 一 骨 


間 中 博士 よ , 田 
を 論拠 と し て , 内 須 


際 に , 上 


う 際 に , に 


一 致し な い 場 合 の ある こと 


100 狐 必 革 の や の で 


な 観察 


全 ま ァ の エエ ろ ナ に 本 ナ 。 う 、] の 休 祭 つの ーー リキ 」 必 あ た 沙 上 関 
K この よう な 不定 な , し か し その 個 休 に つい て は 必然 性 関 


間 中 喜雄 


面 で 応用 され 


だ 


有 


に あら われ る 反射 的 な , 絡 状 , 


2 だ 3 
を , 皮膚 通電 抵 玉 の 測定 と いう 


と し , 「 生 体 に 【 


RE 


nT げ 


エー 反応 帯 
SA 


! 


選 
ヨ 
EN 


や 平田 氏 反 応 帯 パタ ー ン (生体 を 節 状 に 走る 反 』 


ム AL ト も 
輪状 薄 ) 


中 究 の 新しい 


TP 


を 軸 減 消 退 する 。 し た が っ て , 


2 まま ーー ) パリー に 
に あ だ っ て ゆば, 品 に 体 青 


5 縦 , 横 , 人 節 状 し て 8 
ヵ デ ) で 才 る 。 
4。 知 営 過敏 問 過敏 点 ) 撮 診 点 , 圧 診 点 , 丘疹 点 , 皮 寺 点 


すべ て 内 月 


が r (臓器 人 た > 


選 転 


に 正常 た 場 会 に は 


TB 7 スク 7 王 【 こ 【 よ 


ぅ 大 脳 皮 馬 


を の 各 神 経 に 人 


臓 色 


が 春 駐 に 入る 時 は , 各 騰 


te 
と 介する 機転 は , 


これ を 連関 機転 と いい , 連関 痛 と 呼ん で 区 別して いる 。 


と は , 内 臓 の 刺激 が , 特定 


定 の 領域 に 知 菅 の 過 


78 ざ 


友 憎 で * 氏 知 営 過 敏 帯 また は 閑 党 筐 と な り , ある い は マッ 


どき / 三 | 


ほ は を, 過 徴 帯 ま た 
奏 在 筋 


書面 で は , 屋根 瓦 


また ヘッ ド 氏 


づけ た 。 この 点 


「 さら ( 


も 各 断 区 の 自律 ば , 9 

1 

疾患 を 診断 する こと ふも ふ で きる の - 5 5 

- 

1 の ) + を と ーー る テテ っ) 

( ュ トッ ド 氏 帯 と 日 本 十 来 の 鍼灸 術 ] で ,「 経 穴 は , ヘ ッ 1 
引 
境 
『 
者 

し か し , 経穴 の 全部 が へ ッ ド の 最 半 上 就 (に 
断 区 レベ ル の 反 束 1 


さと 。 ん 2e 


な も の で は な い 。 こ の 点 は , 前 人 節 で 


ベッド 氏 和 帯 の 


④ 拘 指 と 示 指 で 皮 


発 の に ぶ い 留 針 7 


側 頭 前 額 帯 


1 可 相 中 と 病 本 宮 詞 衝 下 補 K の 直 
則 明 F 補 主 人 一 額 崩 編 起 根部 の 直上 。 


5. 舌 背 及 答 画 | 上 部 咽喉 帯 


R 田 名 ケ 
儲 
| 


| 
7. 門 歯 及 本 指 


H9. 咽 豆 | 上 部 咽頭 帯 


o> ビ 全 


の た 


5 前 4.5 灯 


崩 の 下 正中 を 去る 


rr た 


敬一 部 位 前 


の 外 


へ 15 灯 。 


。 京 門 。 帯 及 


部 位 前 に 同じ 


胞 盲 一 


端 , 剛 の 傍 12 組 


ーー 


』 


この 現象 は , 医学 博士 成田 夫 助 氏 が 数 多く の 陳 床 所 見 を 論拠 に 提唱 し た 


* パ あら われ る 。 こ の 反射 は , 内 臓 の 


病変 の 経過 に 応じ て 撮 診 の 様相 に ゃ 変化 


* ア ar7 / の テ 替 レレ 私 ー 土石 百 ま 
その 部 の 劇 と と 指 頭 の 簡 に つま み , 


まず 正常 と 思わ れる 


ー て En4 


は じ め て , 正常 の 場合 の 撮 水 


を よく 理解 し , つい で 舞 わ し い 部 位 一 その 深部 に 患 臓器 が ある と 推定 で 


き は , 発病 当初 に 見 られ , 


目 数 を 経る に し た が っ て 鈍く , 盟 く な り 


に 復 す る の が 普通 で ある 。 
> 体 表 内 層 に 


る こと が 想像 され る 。 す な わ ち , その あら われ た 場所 が , 


診 異 常 が あら われ れ ば , その 深部 に 何 か の 疾患 の あ 
と 起 し た 臓 


器 と 脊髄 分 節 的 に 特定 の 関係 に ある か ら , 撮 診 異 常 の あら われ た 場所 が わ 


たり | 


か れい ば 
また , 
臓 短 の 病変 も $ 軽 記 , 消 退 する の で ある 。 
⑧) 圧 診 点 

九 大 教授 小野 寺 直 助 博士 は , 大 正 6 年 5 
いで 一 連 の 内 臓 体 表 反射 に 関す る 研究 


コル ネリ ウス の 神経 点 マ ッ サ ー ジ 等 


それ に よっ て どの 臓器 に 病変 が ある か を 知る こ 


(で 


ed の 撮 診 点 の 知覚 異常 吊 や 


の 研究 に すす み 種 々 の 新知 見 を 得 ら れ た の で あぁ あ 


この 深部 圧痛 の 検査 法 は , 疾病 の 診断 た 
重要 な 臨床 意義 が ある 。 


圧 診 点 の 検出 法 は , 経験 上 すでに 知ら れ て \ 


それ に よっ て 圧痛 が 起 る か どう か を 検査 3 


ゃ も ちろ ん , 既知 の 圧 診 点 以外 の 部 位 に 圧痛 ? 


A 


られ る 。 


計 に つい て は , 深部 の 圧痛 を 見 る 
に 密着 た だま ま , 圧 す べき で 3 皮膚 表 
と も に 強く 刺激 する と こと と な り , 結果 : 


べき こと で ある 。 
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還 計 , 圧 診 点 の 検出 実技 に つい て は , 


土 成田 夫 助 著 


So が 2 の の tb 


ナ ェ > 内 騰 工 の 】 


し た 


に 起 る 一 つの 友 応 点 ( 圧 診 点 , 


だ が か が っ て 使 


氏 帯 と な り , 


の ヘッ ド 氏 帯 


吾川 玉 刀 雄 


は 生 人 


筋肉 内 の 化学 的 感受 体 に 起 る アレ ル ギ 


UEGA る 。 
この 丘疹 は , 浅 在 性 の ゎ ゃ の と , 深 在 性 の ゃ の が あり , また 可視 丘疹 と , 
管 在 丘 到 疹 ! と 分 + け , (っ の 丘疹 は , 勿 


刺激 に より , 特に 鍼 の 


が 出現 し 


だ た りす る 』。 


臨床 的 に は , ヘッ 


2 これ と 関連 する 内 有 上 


条件 を 決定 し て , 刺激 し , 臨床 効果 を あげ る 


に 皮膚 温 の 変化 の ある こと に き づ 


@⑯) 神 経 点 


3 
神経 の 走行 経過 中 に 銀 敏 な 
E 氏 圧痛 点 な ど が , 
⑦⑰ 反 電 点 
| 
的 に ゃ 発 倍 し , つ V 
これ ら 一 連 の 系 統 的 な 本 トド 
理 と し て 説明 され る 変化 , 疾病 M 
少く な いこ と を 報告 し た 。 さ て , 皮下 小 動 及 も ふ , - 上 述 の 論拠 か ら , 典型 的 
な 終 未 動 有 沙 の 性 格 を ゃ ち , その 血管 分 岐 部 に 血行 調節 れる 。 


いま , 内 臓 に 較 


内 臓 か ら の 刺激 


は 遇 2 シレ リー 9 
区 ジ 同 じ く する 体 壁 の 皮 ト 小 ヽ 動 豚 分 目 枝 部 に 投影 の その 結果 神経 性 の 血管 


テ ナ ュ 
を 茶 だ し, 


沈 和 祭 7 と 拡 


伏 汗 に 払 


て 出 環 性 
と たり 
7 8 
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た だ 電気 的 尼 


の 皮 電 点 


な 9 ボ 


ロ 


> 引 呈 太 ニニ キビ ーー 
ュ 。 増 由 器 ,。 メー ター 指示 回 中 


プ 型 MRD 一 1 型 ) の 小型 で , 


の 100 1000 ま で 減 表 し 


的 に ゃ , 充 正 


y 寺 YY だ の 6 2 
疹 正 疹 , ある CE 


っ の 変化 は , 内 臓 


し ば 観 塞 され る も の で , 


ちる 時 , 相当 する 皮膚 断 区 に し 
繕 が 中 垂 英 に # 


る ,。 マッ クノ フ パ 素 


石川 教室 で は , 上 に の べた 観点 
各種 の 疾患 に つい て , 
催 索 し , 6000 例 に 
体 分 布 図 , 所 調 


分 布 が わ ヵ 所 在 が わか 


た だ 現在 の 状況 で は 


の の 


活 病 の 別に つい て は 不明 の 点 が 多い 。 


アテ 。 盾 ニー ラ ノミ 
れ を 要する に , 中 谷 


内 臓 疾患 の B 


碧 管 反 射 の 4 


感 


感 神経 ) の 開 


が 生じ , これ が た め に 
絡 状 現 人 は な い v 


内 臓 疾 患 に 


ある と いう 現象 に つい て は 


うな 現象 が あら われ る か , 


- 贅 記 た = 見 角 


ら ムッ ロー に 


( 釜 状 べ 字 * 


第 VI 曹 鍼灸 施術 の 臨床 応用 


第 1 節 鍼 施 術 の 臨床 応用 


1. 鍼 刺 激 と , その 感 稼 性 


する 補 江 


区 , 留置 術 , ある い は * 


に 鍼 の 長短 , 大 小 , 


接触 刺激 , 容 利 利 激 , 圧 刺激 等 変 


< 者 


7 4 し 【 わ 


Q) 鍼 の 細 大 長短 


太く 長い 鍼 は , 


刺 入 , 抜去 の 際 の 速 


く * ゆ る や か に 刺 抜 す る ふも ( 


二 
kN 不 


ョ と 日 日 ナッ 
時 | 計 1 の ] 


( 1 回 の 手技 ) より $ ふ 長 


き 間 の 刺激 ( 手 】 


り 了 断続 的 刺激 より ふも, はじめ は は る か に 剖 


- さ いし て 同一 強 鹿 の 刺激 を 与え 


より , その 効果 の 


た っ て は , つぎ の 


老年 者 より # 


と > 小児 は 壮 2 
> 反射 作用 が 民 


男子 は 女子 より ゃ 強い 刺 


ー う 2 
た で ある 。 特 に 幼児 


⑤) 演 病 の 種 
健康 者 に 


9 知覚 欠 折 た に 


本 た EE)ー 語 
知覚 過敏 等 に 強 : 


不全 獲 音 


験 の 有無 | 


は , その 抵 搬 が 大 きい た 
め 強 刺激 に た 


EE 


軸 の 習 練 に 努力 し な けれ ば な ら な い 。 
2. 鍼 施術 の 治療 的 作用 


間 術 の 治療 的 作用 と は , 全身 の 組織 


ぎの 諸 作 用 に 分 り 
6 


Rm 


より 遠隔 癌 


し て , この 都 の 


と の 愚者 こ 刺 | 鍼 


町 性 の 衝 下 , 筋 


-, 局所 的 に 血 量 の 


的 に , 自律 神経 系 の 機能 に 影響 し , 特に 


系 湯 織 の 機能 を 高め , 赤血球 , 白 血 革 


s の 増 多 を 来 7 
を 促進 


3. 鍼 施術 の 適応 症 


録 施術 の 適応 は , 非常 に 広い 。 吉 代 中 国 で は 訓 ん どす べ て の 疾 副 に 応用 


血小板 等 
の 治療 機転 


疫 物質 の 増生 を 招き , 各種 疾患 


想い な 小 SN で 2 お いい この 施術 の 特長 は よぅ 介 ド に コッ 


失調 を 調整 する 作用 と 


特に 自律 神経 系 の 科 


バ ね らい 打 的 で , し か や 不 必要 な 副 


作用 を 起 さ ず , また な 場合 で も , 有害 作用 が ほとん ど な い と い う 点 で 


ある 。 


鍼 施術 の 一 般 的 作用 と し て , 臨床 上 知ら れ て いる の は , 鎮痛 効果 と , 転 
調 効 果 で ある 。 
⑬⑪ 人 鎮痛 効果 は , 特に 


サー デー エー 


な 要素 の 多い 程 有 効 で あっ て , 導 痛 の 刺激 


痛 効 果 は 望ま れ な いこ と が 多い 。 


商 痛 に 近い 不快 感 (重圧 感 , 緊張 感 , こり , 


ヽ る うち に EE 
変調 が お こり , 体重 の 増加 , また は 減少 , 不眠 の 軽減 , 食 釜 の 好転 , アレ 
ルギー 現象 の 抑制 , 血行 の 好転 , 感情 の 平静 , 明朗 化 等 , 一 連 の レイ リー 

セリ エ 症 候 群 十 状 群 ) の 消滅 に 効果 的 な 作用 を いう 。 
⑧ 適応 症 
以上 の よう 


B 術 の 治療 効果 か ら 最 も 効果 


病 で ある 。 つ ぎ に 日 常 施 術 者 が 遭遇 し や すい 疾病 で , 施術 の 対象 と な り , 


し か る 効果 的 な 適応 症 を , 系 統 別 に あげ る と 


⑬ 神経 系 統 の 疾患 で は , 各種 の 未 栓 神経 の 神経 痛 , 麻痺 
葵 弱 , SC だ の いみ 偏 頭 獲 , プ 
②⑫) 


ー テ た 


循環 器 S 統 の # 活 ) 思 、 で ( 


sn 


経 性 消化 不良 ) 急性 腸 


+ 目 ぶ 7 ルル 不 ー ジ に 攻 婦 + ビ 目 
よぅ 小児 消化 ド い 夜 殴 症 , 小児 


り の 硬軟 に より 加 》 


に に し: 


の 良和 , その 他 感 受 性 の 強 絞 等 を 


老人 , 虚弱 者 有 ゎ 
> ひね りゃ も や わら か に し て 用 い , 


H 覚 過敏 , 神経 質 者 等 に は , 


施 久 し た が その 効果 が 認め られ な いか , また は 不良 の 
合 に は , 施 灸 の 方 まだ は 休 正 すべ き 


性 病 の 治療 や 健康 増 


目的 で 行う 施 灸 は , 施 灸 点 を 多く する こと な く , 


灸 施術 の 治療 作用 と は , 鍼 施術 の 場合 と 


て , つぎ の 諸 作用 に 分 け ] 


と 1 と kB ロナ) 人 合 ら ナン 
を 営む 。 組織 妖 官 の 機能 を 


ダ O ざ 


の 大 小 , 性 数 等 に より 加減 する ふる の で , 


鈍麻 


等 ) , 小児 麻痺 その 


ゅ と し て , その 拡張 を 来 た 
PA ロニ ド 
一 部 の 押 液 を 他 部 に 誘導 する こと が 可能 で あ 


未 椅 に 施 灸 し て 
させ , ある い は ば は 深部 の 充血 ,。 また 


る 。 だ た と えば 充 正 性 ! 


その 部 の 正 管 を 拡張 し , 


脳出血 等 に さい し, 


ぎの 拡張 を 促し , ここ 


果 的 な 影響 , 


また は 予防 の 目的 で 応用 され た 理由 1 
⑤ 補 血 作用 
正 血 作用 


緒 心 作 用 


笑 の , 赤 血 天 , 特に 血色 素 量 の 増 多 , 血液 


を の 収 】 


疑 固 時 間 の 短縮 , 心臓 , 血管 
力 増強 等 の 作用 か ら , 補 血 , 止血 , 強心 効果 が ある 。 
3. 人 奥 施 術 の 適応 症 
応 症 は , 鍼 施術 の : 


と ど 同 様 で , 特に 慢性 症 に 著 し 


い 効 果 の ある こと が その 特長 で ある 。 


の 2 


し た が っ て , 日 常 施術 者 が 適 遇 


果 的 な 適応 定 も 鍼 施術 の 場合 と 殆 ん ど 


統 別 の 適応 症 は 省略 し , 鍼 施術 の 適応 症 を 


第 M 章 施術 上 の 注意 


第 1 人 節 鍼 施術 上 の 注意 


ヵ 肺 臓 , 志 】 


は 多少 の 効果 が あ っ 


日 フ ) ナ ょ し いき 宜 フ 
二 の な い 活 病 か > 


る お それ が ある 疾病 を いい う ご 


: 委 を 招く お それ の ある 深 病 を いう 。 


カコ ゴー ナ 。 ょ の 7 キジ 自宅 伝 移 表 セル 告 RT. = ミ 2 に っ 
と の 主 な も の は , 法定 伝染 病 , 破傷風 , 丹 雪 , 血 友 病 , 壊 血 病 , 楽 環 病 
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